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第一章　出会いは最悪












「おい、コラッ！　宇田うたっ！」

　やっと支社長のお小言混じりの長い終礼が終わり、社員が開放感に浸りながら帰り支度を始めた時、オフィス内に怒号が響き渡った。

　周りの社員全員がその声に驚き動きを止める中、宇田紬つむぎはチッ……と舌打ちをして眉を顰める。

　大声で紬の名を連呼しているこの人物が営業部の課長で班の長。中森なかもり悠弥ゆうやだ。彼は紬よりひと回り上の三十六歳。

「なんでしょう？」

「いいから、さっさとこっちに来い！」

　彼の声は更に大きくなり、その剣幕に圧倒された紬の左隣の新人、荒川あらかわ瑠奈るなが顔を引きつらせ固まっている。

「お前、俺が呼んだ時、舌打ちしたろ？　ふざけたことしてんじゃねぇぞ」

　――あ……バレてた。

　昨今、会社でのセクハラやパワハラが問題視され、ＳＮＳ等で暴露されて大炎上……なんてことは珍しくない。企業側もそれを懸念し、ハラスメント対策を強化する流れにはなってきているが、残念ながら未だにこんな風に暴言を吐く上司は少なからず居て、反論できない部下はストレスを溜め込んで病んでしまうという話はよく聞く。しかし紬は彼にどんなに怒鳴られても病みはしない。

「ったく……可愛げのないヤツだな。ちっとは遠慮して聞こえないように舌打ちしろ」

　――へっ？　そっち？　舌打ちするのはＯＫなんだ……。

「この前の交通費の領収書、昨日の内に出しとけって言ったろ」

「それなら昨日の帰りに提出しましたけど……」

「出てないから言ってんだろ？　俺が総務にクドかれるんだぞ」

「そんなの知りませんよ。中森課長が無くしたんじゃないんですか？」

　――だって、私と中森さんは、気心が知れた同期だから……。

　しかし同期だからと言って、中森の人となりや思考を完全に理解しているわけではない。紬の中で彼は、出会って二年経った現在でも未だに理解不能な未知の生物なのだ。

　お互い一歩も引かず睨み合っていると、固まっていた荒川が遠慮気味に紬の背中を指でツンツンと突っつく。

「あの～……これ、中森課長のデスクの下に落ちていました……」

　彼女が手に持っていた物……それは――。

「あぁー！　私の領収書！　ほら、ちゃんと出してたじゃない」

　ざまあみろとばかりに中森の顔を凝視するが、彼は自分の非を認めるどころか「どうだか……」なんてシレっとした顔で呟き、反省している様子はない。

　中森のふてぶてしい態度は今に始まったことではないけれど、毎回、その人を小馬鹿にしたような表情が癇に障り怒りが込み上げてくるのだ。

　そんな紬の気持ちを知ってか知らでか、中森は双眸を吊り上げ、自分が交通費の清算が終わるまで待っていろと威圧的な態度で命令する。

　――ったく、このクソオヤジ！　ホント可愛くない。

　自分のデスクに戻った紬がふて腐れ頬をぷぅと膨らませると、荒川が申し訳なさげに謝ってきた。

「宇田主任、すみません。私がもっと早く領収書に気づいていたら中森課長に怒られずに済んだのに……」

「あぁ、そんなの気にしなくていいよ」

「でも、課長、凄く怒っていますし……この後、また怒鳴られるんじゃあ……」

　中途入社で、二日前に研修を終え営業部に配属されたばかりの荒川は知らなくて当然だ。

「大丈夫。こんなのいつものことだから」

　荒川の不安を笑い飛ばした直後、中森が交通費の清算を終え立ち上がる。

「おーい、宇田ちゃん、帰るぞ～」

　さっきまでの憎たらしい怒鳴り声から打って変わり、超がつくほどご機嫌で明るい声。おまけに弾けんばかりの笑顔だ。その豹変ぶりに荒川が目を剥いて愕然としている。

「えっ……さっきまであんなに怒っていたのに……」

「だから言ったでしょ。大丈夫だって」

　今度は別の意味で固まっている荒川に、紬の右隣のデスクから身を乗り出した清水しみず萌もえがライトベージュのネイルが施された人差し指をピンと立て言う。

「荒川ちゃん、無視、無視。夫婦喧嘩だから放っとけばいいの」

「ふ、夫婦？　ってことは、おふたりは結婚しているんですか？」

　荒川が予想以上のいいリアクションをしたのが嬉しかったのだろう。萌は満足げに口角を上げてほくそ笑む。

「萌、新人の娘こをからかわないの。荒川ちゃん、いい？　私があんな口の悪いジジィと結婚するわけないでしょ」

　自分にも選ぶ権利があると一笑した紬だったが、背後から伸びてきた腕に首を絞めつけられると一瞬にしてその顔から笑みが消えた。

「あん？　誰が口の悪いジジィだ？　俺だってな、選ぶ権利があるんだよ。誰がこんな可愛げのないデカ女を嫁にするか」

　綺麗に急所に入ったスリーパーホールドで危うく息の根を止められそうになる。程なく解放され最悪の事態は免れたが、自らの手で部下の命を危険に晒すという中森の行為は社会人として決して許されるものではない。いや、それ以前に人として完全にアウトだ。

　紬は潰されそうになった喉を押えつつ怯むことなく言い返す。

「可愛げのないデカ女で悪かったですね。この性悪男！」

　流れ的には売り言葉に買い言葉。とはいえ、紬が直属の上司に毒づいたことで荒川が蒼白になった。

「あ、あの……おふたりとも落ち着いてください」

　だが、慌てていたのは荒川ただひとり。萌は気にもしてない。オフィスに残っていた他の社員も歯牙にもかけず通り過ぎて行く。

　つまりこの一連の騒動は珍しいことではなく、日常茶飯事。いつものことなのだ。

「んじゃ、宇田ちゃん、俺達も帰るか……」

　どうやら紬が吐いた〝性悪男〟という暴言はスルーされたようだ。

「帰りたければ、ひとりで帰ればい……」

　言い終わらないうちに中森にスーツの襟を掴まれ問答無用で引きずられて行く。しかしオフィスを後にし、廊下に出ると中森の手は襟から離れ紬の細い指を絡め取る。それは、いわゆる恋人繋ぎと称される握り方。

　紬は抵抗することなく素直に指を折り、中森の手を握り返した。

　口では中森に無遠慮なことを言って敵意を剝き出しにしているが、あれは本心を隠す為のカモフラージュ。スリーパーホールドで首を絞めつけられ命の危険を感じた時でさえ、中森に触れられたことが嬉しくて胸が高鳴っていたのだ。

　好きな人にわざとつれない素振りをする――二十四歳にもなってやっていることは中学生並み。それが分かっていても素直になれない痛い女子なのだ。でも、ふたりっきりになると、ほんの少し素直になれる。

　絡めた指に力を込め、中森の温もりを感じながら一歩先を行く彼に歩調を合わせついて行く。エレベーターという密室の中でも握られた手はそのまま。今日一番の幸せを感じた。

「明日、直行のアポがあるから社用車に乗って帰る。送ってってやるよ」

　先にエレベーターを降りた中森が振り返り、社用車のキーを見せふわりと笑う。紬はその優しい笑顔が何よりも好き。だからつい見惚れてしまい、中森に「何ジッと見てんだよ？」と気味悪がられるのだ。

　徒歩五分程の月極駐車場に並ぶ社用車のところまで来ると中森は真っ先に助手席のドアを開け、紬が乗り込むと軽く頭を撫でて静かにドアを閉める。この一連の流れはふたりが車に乗る時、必ず行われる言わば、ルーティンのようなもの。いつからこんなことをするようになったのか……紬の記憶は曖昧だ。

　――多分、この会社に入社してすぐだったような……。

　ただ、中森がこうやって紳士的にエスコートするのは紬限定で他の女性社員の為にドアを開けることはない。なので、営業で初めてふたりと同行した社員などは紬と中森が付き合っているのではと疑いの眼差しを向けてくる。

　実際、口には出さなくてもふたりが付き合っていると思っている社員は少なくないだろう。しかし残念ながら紬と中森は付き合ってない。

　なぜなら、紬は中森から付き合いたいと言われたことはないし、紬も中森に付き合って欲しいと言ったことはないから。

　ただ、こうやって毎日、どちらかがアポで直帰しない限り一緒に帰り、居酒屋で飲んで他愛もない話しをして帰るだけ。……まぁ、ちょっと色々あったりもするけど……正直、紬はこの関係がよく分からない。

　こんな微妙な関係が始まったのは、二年前……。

　――あれは、厳しい猛暑が終わり、秋の気配を感じ始めた十月一日。初出勤の日からだ……。












　――ライフリゾート株式会社、名古屋支社。

　初出勤の紬は案内された会議室でひとり、背筋をピンと伸ばし緊張気味に研修が始まるのを待っていた。

　出勤初日の新人と言えば、希望に胸膨らませ意欲満々で出社したと誰もが思うだろう。でも紬はそんなに意気込んでここに来たわけではない。

　そもそも紬の希望は商社のＯＬだった。大学時代、就活を始めて間もなく第一希望の商社から早々と内定を貰った紬は、内定を貰えず苦しんでいる同級生を横目にお気楽な学生生活を送っていた。

　そしてそれこそ期待に胸膨らませ働き出したのだけれど、あろうことか、その商社が僅か入社三ヶ月で倒産。いきなり職を失った紬はなかなか次の仕事が見つからず、ハローワークの常連になっていた。

　大学の時の就活はなんの苦労もなかったのに、今になってこんな思いするなんて……もしかしたらこれは、就活に苦しんでいた同級生達の怨念なのかもと、当時の紬は本気でそう思っていた。で、ハローワークで紹介されたのが、このライフリゾート。営業なんて絶対無理だと思ったが、背に腹は代えられない。渋々面接を受けると見事に合格。採用の知らせがきたのだ。そんな経緯だからイマイチ気持ちが乗らない。

　広い会議室を見渡しため息をつくとドアが開き、背の高いスーツ姿の男性が入って来た。

「あっ……」

　そう声を上げたのは男性の方。立ち止まり険しい表情で紬を凝視するもそれは一瞬で、紬と視線を合わせると微笑みながら長テーブルを挟んだ向かいの席に腰を下ろす。それを見て、彼が今から行われる研修の担当者だと確信する。

　紬が想像していた研修の担当者のイメージは、営業職ということもあり、脂ぎった中年太りの男性社員。しかし目の前に現れた研修担当者は意外にもイケメンの部類に入るいい男だった。

　年齢はおそらく三十代半ば……紬より十歳以上、年上だろう。細身のスーツを品よく着こなし、無駄な贅肉は皆無。オジサン臭いところは全くない。寧ろ凄艶せいえんな雰囲気が漂い大人の色気を感じる。

　――でも、三十過ぎている人はちょっと……もう少し若かったら良かったのに……。

　利己的なことを考え勝手に品定めをしていた紬は男性の咳払いではたと我に返り、慌てて立ち上がる。

「宇田紬と申します。よろしくお願い致します」

「うた……？」

　男性の瞳が微かに揺れたような気がして紬が目をまん丸くする。

　どこかで会った……ってことはないよね？　と脳内で確認作業をしていると男性が無造作に流した髪を掻き上げ、唐突に聞いてきた。

「仕事内容の説明は受けた？」

「いえ、まだ何も……」

「そう、じゃあ、説明する」

　えっ、いきなり？　とアタフタしながら慌ててルーズリーフを開きペンを持つ。するとその男性は間髪入れず、捲し立てるように喋り出した。

「我が社は大手不動産会社の傘下で、一年前に東京で設立したばかりのまだ新しい会社だ。三ヶ月前に名古屋に進出し、現在働いている一般社員の殆どが地元採用。本社から来ているのは支社長を含め役職者の三名だけ。総務以外は全員営業だから君も営業職に就いてもらう」

「はぁ……」

「仕事内容は、国内外のリゾート施設の不動産投資。つまり、ランドバンキングだ。親会社がこれから開発し、建設する各地のリゾート施設……例えば、コンドミニアムやホテル等に投資してもらうというもの。既存の施設に比べオーナーにはメッリトが多く、今投資家や大手企業から注目されているシステムだ」

　――えっ……ちょっと早過ぎる。メモが追いつかない。

　しかし彼は焦る紬に構わず話し続ける。

「もちろんオーナーになってもらえれば無料で宿泊できるし、法人なら会社の福利厚生で利用可能。そしてオーナーが利用しない時は一般客に開放して、その宿泊料の多くはオーナーに支払われる。まぁ、他にも色々あるが……どうだ？　魅力的だろ？」

　――なんかよく分かんないけど、おいしい話らしい。

「こういう物件だからクライアントは主に会社の社長、若しくは富裕層。グダグダ説明するより実戦で経験を積んだ方が早いんだけどな……」

　その言葉にギョッとしてペンを持つ手が止まる。

　――もしかして、全くの未経験なのにすぐに営業に出されるの？　てか、まだなんの資料も貰ってないんだけど……。

　不安になり縋るような視線を男性に向けるが、彼は奥二重の目を細め「そんなに難しい仕事じゃない」と満面の笑みを浮かべる。

　――やっぱ、私にはこの仕事は無理っぽい。断るなら早い方がいいよね。

　この段階で完全にやる気なし。どうやって入社辞退を伝えようかと思案しているとドアをノックする音が聞こえ、ツンと澄ました怖そうな女性が会議室に入って来た。

　見るからに高級そうなブランド物のスーツに身を包み、綺麗に巻かれた艶のある髪は美しいウォームブラウン。メイクは決して濃くはないけれど、目鼻立ちがハッキリしているので華やかで派手な印象だ。

「あら、もう仲良くお話しですか？」

　顔は笑っているけれど、紬を見る目は全く笑っていない。

「ああ、待ちくたびれて会社説明をさせてもらっていた」

「それはご親切に……でも、そろそろ私の席を空けてもらってもいいかしら？」

「おっと、これは失礼」

　バツが悪いそうに立ち上がった男性が長テーブルをぐるっと回って紬の隣に座る。

　――えっ？　どういうこと？

　なぜ彼が自分の隣に座るのか？　紬はわけが分からず首を捻るが女性は素知らぬ顔で長テーブルにパンフレットと冊子を並べて淡々とした口調で話し出した。

「私は営業部課長の竹下たけした聖ひじりです。では、今から本日入社の中森さんと宇田さん、おふたりの研修を始めます」

「はぁ？　おふたりの研修？」

　絶叫した紬が隣の男性を凝視する。

「そーゆーこと！　よろしくな。同期の宇田ちゃん」

「……同期？」

「同じ日に入社したんだから俺達はふたりっきりの同期だろ？　仲良くやろうな」

　悪びれる様子もなく爽やかな笑顔を見せる男性に紬の頭は大混乱。

　――嘘……この人も今日入社した新人なの？　じゃあ、あの偉そうな説明はなんだったの？　それに初対面でいきなり〝ちゃん〟付けで呼ぶなんて社会人としてどうなのよ？

　ついさっきまで彼に見惚れていた紬だったが、怪しさ満点の謎の新人に警戒信号が点滅し始めた。そして人を見かけで判断してはいけないと言っていた亡き祖母の言葉を思い出す。亀の甲より年の劫。おばあちゃんが言っていたことは間違いではなかったと心の中で手を合わせ、隣の男性から少し距離を取る。

　そんな紬に構わず竹下が事業内容の説明を始めるも謎の新人が茶々を入れる。

「それはもう説明済みだからいいよ」

「そう……じゃあ、投資について……」

「それも説明した」

　黙って聞いてればいいのに、また余計なことを……竹下が何か言えば、なんだかんだと口を挟み挙句の果てに「それは違うだろ？」とか言い出す始末。ふたりの間に挟まれた紬は研修どころではない。竹下がブチギレて怒鳴り出すのではとヒヤヒヤしていた。でもどういうワケかこんな失礼な新人に竹下は実に寛大だ。

「中森さんには敵わないわね」

　苦笑いを浮かべた竹下が手に持っていた冊子を閉じ、中森に向かって身を乗り出す。同時に苦笑いが含み笑いに変わった。

「ねぇ、この物件、売れると思う？」

「悪くないな。イケるんじゃないか」

「そう、中森部長のお墨付きがあれば大丈夫ね。安心したわ」

　なぜ新人の中森に竹下がそんなことを聞くのか？　それに、中森部長とはどういうことなのか？　紬はしかめっ面でふたりを凝視する。その視線に気づいた竹下が今度はニヤリと笑った。

「中森さんと私は以前、同じ会社に勤めていたの。入社した時は同期だったけど、彼は優秀な営業マンだったから、二年後には私の上司になってたわ」

　竹下がこの会社に移って来た時、東京の本社から同業者で即戦力になる人間を引き抜くよう指示を受けていたのだと。

「だから私は迷うことなく中森さんに声を掛けたの」

　――ああ、なるほど。だからあんなに詳しかったのか……。

「本当は幹部候補の中森さんにこんな研修なんて必要ないんだけど、一応、就業規則だから」

「別にいいさ。初心に戻ったみたいで新鮮だったよ」

　とかなんとか言っちゃって、結構好き勝手言ってたじゃないと紬は呆れ顔。

「それより、ここ煙草いいか？　それとコーヒーも」

　我がまま言い放題の中森に竹下の片方の眉がピクリと反応する。

「ここは禁煙です。煙草を吸うなら喫煙室で」

　ぴしゃりと言うも中森が甘えるように「なぁ、頼むよ……竹下ぁ～」と艶っぽい声で囁き、手に持っていたボールペンで竹下の手の甲をゆっくり撫でると彼女の表情が目に見えて変化した。

「やれやれ、研修が始まってまだ一時間も経ってないのに……相変わらずヘビースモーカーなのね。待ってて。灰皿持ってくるから」

　竹下が会社の規則よりこの我がまま男の要求を受け入れたことに紬は仰天して大きく目を見開く。

　――いくら同期で元上司でも、ちょっと甘過ぎるんじゃあ……。

　不信感を覚えたが、それを指摘する勇気はない。

　竹下が会議室を出て行くと中森は椅子にふんぞり返り、スーツの内ポケットからボックス煙草を取り出して紬の方に視線を向ける。そしてなんの迷いもなくそれを差し出してきた。

　速攻で煙草は吸わないと首を振るも、そんな紬に返ってきた言葉は「つまんねぇ女だな」だった。

　この男の言動はいちいち意味不明で紬の神経を逆撫でする。

「どうして煙草を吸わなかったらつまらない女なんですか？」

「煙草吸わない女だと気使うしさ」

　この無神経男が気を使う？　紬はあえて突っ込みはしなかったが、ちゃんちゃら可笑しいと鼻で笑う。その直後だった。覆い被さるように顔を覗かせた中森が思いもよらぬ行動に出たのだ。

「ひぃ～っ！　な、何するんですかぁー！」

　紬のストレートヘアから覗く耳を臆面もなくペロッと舐めたのだ。

　まさかそんなことされるとは想像もしてなかった紬はど肝を抜かれ、全身が粟立ちプルプル震える。

　――仕事中に、それもまだ会って一時間しか経ってない初対面の男の人に耳を舐められるなんて……これって、間違いなくセクハラだよね。

　紬は素早くハンカチで耳を拭い涙目で中森を睨みつけた。しかし彼はその暴挙の理由を紬の反応の悪さのせいだとわけの分からない持論を展開し、更にノリが悪くてテンションが下がるとため息を漏らす。

　そこまで言われたら紬もさすがに黙ってはいられない。

「バッカじゃない？　あなた、変態ですか？」

　こちらも大層失礼な発言だが、紬としては、これでも必死に怒りを堪えていたのだ。本当は握り締めた拳でぶん殴ってやりたかった。

　紬が激怒しても中森が反省している様子はなく、追い打ちを掛けるように肩に手をまわし紬の顔を覗き込んでくる。

　真っすぐ紬を見つめる双眼は奥二重だが割と大きく、虹彩は色素の薄い茶系。その眼差しは熱っぽく魅惑的だ。そして筋の通った美しい鼻梁に何かを企んでいるような怪しげな少し薄めの唇――。

　そんな妖艶な顔が間近に迫り思わず息を呑む。すると爽やかな香りがふわりと鼻腔をくすぐり心臓がドクンと震えた。

「変態かどうか……試してみるか？」

「た、試すって、何を？」

「んっ？　そんなの決まってんだろ？　試したら案外いいかもしれないぞ」

　両方の口角を上げ意味深な笑みを浮かべる変態男に見つめられ、紬の体は蛇に睨まれた蛙のごとく硬直してピクリとも動かない。

　――いくらイケメンでも中身は変態だ。やっぱ、無理！

　自分の肩に乗っかった忌々しい腕を押し退けようと必死にもがいていると灰皿とカップコーヒーを持った竹下が戻って来た。

　密着しているふたりを見た竹下が大きく目を見開らいて足を止める。が、すぐに紬達の前に座り灰皿とカップコーヒーをテーブルの上に置いた。

「中森さん、社内で女性社員を口説くのは、やめてもらえません？」

　紬は高速で首を上下させ、中森の様子を窺う。しかし彼は口説いた覚えはないとすっ呆け「コイツと仲良くなる為のスキンシップだよ」と宣う。

　――ちょっと、これのどこがスキンシップよ！　それに、アンタにコイツ呼ばわりされる筋合いない！

　だいたい初対面でこんな状態なのだから、この先どんなセクハラを受けるかわからない。紬は入社を辞退しようと決め、席を立とうとした。と、その時、中森が竹下の顎を指で持ち上げて囁くように言う。

「お前は喜んでいたよな？　俺のスキンシップ」

　――ということは、つまりそういうことだ。彼と竹下課長はいけないスキンシップをする仲……。

　一瞬にして会議室が水を打ったようにシンと静まり返り異様な空気が流れる。が、竹下は余裕の表情で顎に添えられた中森の指を押し退けた。

「その話を、この娘こに聞かせたいの？」

「んっ？」

　眉頭を寄せた中森の視線が紬に向き、すぐさま納得したように大きく頷く。

「だな、宇田ちゃん、初心そうだし、刺激が強すぎるか……」

　その一言で紬の堪忍袋の緒が切れた。

「バカにしないでください！　男性経験くらいあります！」

　怒鳴った後でポカンとしているふたりの顔を見て我に返り、とんでもないことを言ってしまったと後悔するも時既に遅し……。

「へぇ～大人なんだ。宇田ちゃん」

　中森は笑いを堪えながら紬の顔を覗き込み、竹下は呆れたようにため息を漏らす。

「今度の新人は色んな意味で手が掛かりそうね」

「……すみません」

　その後の紬は羞恥と後悔で顔を上げることができず、ひたすら竹下の説明をメモっていた。












　――あぁ……出勤初日に大恥をかいちゃった。

　それもこれも変態男のせい。こんな疫病神とはもう関わりたくないと思ったのだが、研修が終わった帰り道、中森は何事もなかったような澄ました顔で紬を飲みに誘った。

「せっかくのお誘いですが、お断りします」

「えっ？　なんで？」

「なんでって……私、煙草吸いませんし、中森さんに気を使わせたら申し訳ありませんから」

　もちろんそれは断る為の口実。一刻も早くこの変態男とバイバイしたかったのだ。

「あぁ、それ？　宇田ちゃんならそんな気を使わないから平気だよ」

　――はぁ？　それどういう意味よ？　ちょっとは気を使いなさいよ！

　紬は中森を睨みつけるが、彼は呑気に笑っている。

「俺達は同期なんだから親交を深めないとな」

「いえ、私は帰ります。それに、まだこの仕事をするか迷っていますので……中森さんとはこれっきりという可能性もあります。ですから親交を深める必要はないかと……」

「迷ってる？　何が気に入らなかったんだ？」

　オッサン、アンタだよ！　と言いたかったけれど、そこはグッと堪え「私は営業に向いていませんから」と笑顔で一礼して歩き出す。

　これで変態男も諦めただろうと思ったのだが、その考えは甘かった。突然中森が紬の腕を掴み、すぐ近くにあった居酒屋へと入って行く。

　ふたりが入った居酒屋は炉端焼き風のカウンターのみのこじんまりした店。開店したばかりのようで客は奥の席にサラリーマンがふたり居るだけ。

　中森は紬を無理やり席に座らせると自分はその隣に腰を下ろし、メニューを広げる。

「ちょっ……こういうの、迷惑です」

　しかし中森は紬の言葉を完全無視。素知らぬ顔でカウンターの中の店員を呼び、勝手にオーダーをし始めた。

「中森さん、私の話聞いてます？」

　その問い掛けでようやく紬に視線を向けた中森がメニューをパタンと閉じ、真顔で呟く。

「やってもないのに、向いてないって決めつけるな」

「えっ……」

「そんなのやってみないと分からないだろ？　誰だって初めは皆初心者だ。そこから色んな経験をして成長していくんだよ。やったことがないからできないっていうのは、ただの言い訳。甘えてんじゃねぇよ」

　――こんな風に面と向かって説教されたの……初めてかも。

　学生の頃、それなりに成績が良かった紬は親にも学校の先生にも叱られた記憶が殆どない。倒産した商社でも先輩が親切丁寧に仕事を教えてくれたから大きな失敗はなく、厳しい指導を受けることもなかった。

「それに会社も大学出たてのお前みたいなお嬢ちゃんにすぐに結果を出してトップセールスマンになって欲しいなんて思っていないさ」

「そんなの……分かってます」

「分かっているならいいじゃないか。でもな、俺はそうは思わない」

　中森は真剣な表情で意外な言葉を口にした。

「俺は、宇田ちゃんに期待している」

「期待？」

　――この人、何言ってんだろう。今日初めて会ったばかりなのに私の何が分かるっていうの？

　探るような視線を中森に向けると、彼はお通しで出された小鉢の筑前煮を頬張りながらニッコリ笑う。

「この業界はな、他の営業とはちょっと違うんだ。宇田ちゃんみたいに少々天然な方が成約率が高いんだよ」

　聞き捨てならない言葉。紬は唇を尖らせ、自分は天然ではないと主張した。

「いや、十分天然だ。研修初日に自分はエッチしたことありますってシラフで叫ぶくらいだもんな」

　痛い所を突かれぐうの音も出ない。返す言葉もなく押し黙ると、紬の前にお猪口を置いた中森が「酒が飲めないなんて言ったら、ぶっ殺す」と物騒なことを言いながら熱燗をなみなみと注ぐ。

「……飲めます」

「よし！　さすが宇田ちゃんだ。ほら飲め！」

　――中森さんったら、なんだか凄く嬉しそう。

「いいか？　ウチの営業は、まず電話でクライアントとアポを取る。その時点で女の方が有利なんだ」

　中森曰く、基本、ターゲットは男性が多いので、綺麗な声の女性の方が話を聞いてくれる。電話で会話が弾めば、どんな娘か会ってみたくなるのだと。

　中森が言っていることは分かる。でも紬はいまいち納得がいかない。

「それって、色仕掛けってことですか？　私、そういうの好きじゃありません」

　紬が真剣に意見を述べたのに中森は破顔大笑し、肩を大きく震わせた。

「それは、色気がある女が言う台詞だろ？　宇田ちゃんはそんな心配しなくて大丈夫だ」

「なんですかそれ？　私にだって色気くらいありますよ！」

「どこに？」

「どこって……同い年の娘こ達より大人っぽいって言われますし、胸だってほら、Ｄカップですよ」

　ムキになって胸を突き出した直後、中森の視線を感じハッとする。

　――ヤバ……またやっちゃった。

「ふーん……宇田ちゃん、Ｄなんだ……」

　中森の薄ら笑いに身の危険を感じ、必死で首を竦すくめ防御の体制で身構えた。

　変なことしたら警察に突き出してやる……と思ったのだけれど、中森の手が触れたのは胸ではなく、なぜか紬の頭。大きな骨張った手が優しく頭を撫で、指でゆっくり髪を梳く。意表を突かれた紬は中森の指の間から自分の髪がハラハラと零れ落ちていく様を言葉もなく見つめていた。

「綺麗な髪だな。俺、好きなんだよ……ロングのストレート」

　低く通る声。そして秀麗な艶っぽい奥二重の目。アルコールのせいかその瞳は少し潤み吸い込まれそうなくらい綺麗だった。

　今日二度目の胸の高鳴りに紬は大いに戸惑う。

　――認めたくないけど、今私、この変態男にちょっとときめいたよね。

　こういう場合、なんて返せばいいんだろうとドギマギしている間に中森がすくい上げた紬の髪は彼の手から離れていた。

　竹下のように上手く切り返すことができなかった自分の未熟さにヘコむも、このまま中森のペースに巻き込まれてはいけないと、自分に喝を入れるつもりでお猪口の中のお酒を一気に飲み干す。

　喉に走る熱い刺激をやり過ごしテーブルの上にお猪口を置いた時だった。

「げっ！　なんすか、これ？」

　紬のお通しの小鉢が椎茸マウンテンになっている。

「ああ、俺、椎茸嫌いだから宇田ちゃんにやるよ」

　――見つからないように苦手な椎茸をこっそり私の小鉢に移していたんだ……。

　偉そうなこと言っているが、やっていることは幼稚園児とさほど変わらない。その行動が妙に可愛く思え憎たらしい中森がちょっぴり可愛く見えてきた。だがこれは、恨みを晴らす絶好のチャンス。

　そのことに気づいた紬は今までの仕返しとばかりに中森の目の前で口いっぱいに椎茸を頬張り、ニヤリと笑って見せる。

　案の定、中森は恐ろしいホラー映画を観たかのような最高のリアクションで震え上がった。

「うっ……椎茸食ってるとこ見せるな……キスできなくなるだろ」

　――キス……できなくなる？

「……ブホッ!!」

「おわっ！　きったねぇーな！　椎茸吐き出すなよ」

　悲鳴にも似た中森の叫び声が店内に響き渡り、焦った紬は平謝り。椎茸まみれになって固まっている中森のスーツをおしぼりで拭きまくる。

「おいこら、椎茸をこすりつけるな！　臭いが染みつくだろ！」

「あぁ～ごめんなさい。クリーニング代、私が出しますから……」

「ったく、最悪な女だな……」

　中森は汚れたスーツの上着を脱ぎ、力なく立ち上がった。

「もういい。帰る」

　すっかり意気消沈した中森と居酒屋を出ると残暑厳しい昼間とは打って変わり、秋を思わせるどこか寂し気な風が吹き抜けていく。

　肌寒さを感じた紬は腕を擦りながら前を行く中森に目をやる。彼はスーツの上着を小脇に抱えワイシャツ一枚で寒そうに歩いていた。その姿を見た紬は罪悪感に苛まれ、胸がチクリと痛む。

「あの……その上着、クリーニングに出しますから預からせて下さい」

　地下鉄の駅へと続く階段を下り始めた中森に声を掛けるも振り返った彼から出た言葉は「それより、明日もちゃんと出社しろよ」だった。

　念を押すように何度もそう言われ、さすがの紬もこの場面で辞めるとは言えず、渋々こくりと頷く。

「で、お前は何線？」

「私は東山ひがしやま線です」

「おっ！　偶然だな。俺も東山線だ」

　――えっ、電車まで一緒なの？

　紬はライフリゾートの最寄り駅である地下鉄の栄さかえから四つ目の駅、池下いけしたで独り暮らしをしている。

　中森と同じ線だということだけでもテンションが下がったのに、悪いことは重なるものだ。帰宅ラッシュでホームは激混み。なんとか電車には乗れたが身動きが取れず、中森と向き合う形になってしまった。

　目の高さに中森の肩がある。それは、背が高い紬にとって珍しい光景だった。ヒールを履くと大抵の男性は頭のてっぺんが見えてしまうから。

　――中森さんって、結構背高いんだ……。

　理想の男性は自分より背の高い人……そう公言していた紬にとって高身長の中森は正に探し求めていた理想の男性。少々年は食っているが容姿も申し分ない。だが如何せん、彼は意味不明の変態男だ。

　やっぱ、ないな……そう思った時、電車が大きく揺れ、後ろの人に押された紬は顔面から中森の方に突っ込んで行く。為すすべもなく勢いよく中森の肩の辺りに激突し、もがきながらようやく顔を上げると彼の真っ白なワイシャツに魚拓ならぬ紬の顔拓がくっきりと浮かび上がっていた。

　口紅どころの騒ぎじゃない。ファンデーションからマスカラまで、バッチリ転写されている。

「ひぃ～ごめんなさい」

　呆れ顔の中森にまた平謝り。紬はまた彼に大きな借りができてしまったのだ。

『椎茸女、逃げたら地の果てまで追いかけて行くからな。覚えとけ！』

　これは、二つ目の駅で先に電車を降りていった中森の捨て台詞。

　椎茸も顔拓も決してワザとじゃない。不可抗力だ。しかしこれで会社を辞めたら本当に変態男に殺されるかもしれない。身の危険を感じた紬は仕方なく次の日も会社を辞めることなくちゃんと出社した。






　それから毎日、中森は研修終わりに紬を飲みに誘うようになる。借りがある紬は断り切れず渋々付き合っていた。そして研修最終日の夕方、トイレから戻った紬が会議室のドアを開けると――。

「あっ……」

　西日が差し込む窓際で中森が竹下の頬に手を添え見つめ合っている姿が目に飛び込んできた。ふたりの顔は徐々に近づき、今にも唇が触れそう。

　仰天した紬はドアを押す手を止め、隙間から中を覗き見る。決して褒められた行為ではないが、ここで潔くドアを閉めることができる人間は果たして何人いるだろう。

　――いや、居ないな。

　自分を正当化して目を凝らすも不意にこちらに視線を向けた竹下とガッツリ目が合ってしまった。その瞬間、紬の背中に冷たいものが走る。

　絶体絶命――逃げるか？　開き直るか？　それとも……。

　しかし答えが出る前にピンヒールの足音を響かせ向かって来た竹下にドアを開けられてしまい、あえなくＴＨＥ ＥＮＤ。観念してぺこりと頭を下げる。

「宇田さんには、覗きの趣味があるようね」

　研修が始まって以来、何度も竹下の呆れ顔を見てきたけれど、これ程本気で呆れている彼女の顔を見たことがない。

　――あぁ……竹下課長の視線が痛い……でも、これでハッキリした。このふたりはそういう関係なんだ。

　確信しつつ神妙な顔で謝ると、竹下の後ろに居た中森が口パクで「バーカ」って言っている姿が視界の隅に入り無性に腹が立った。

　――この変態男と出会ってから私の運気はダダ下がりだ。もう絶対、中森さんとは飲みに行かないんだから！

　紬がそう固く決意したことなど知る由もない中森が会社を出るとすぐ飲みに行こうと誘ってきた。当然キッパリ断ったのだが、彼は嫌がる紬を羽交い絞めにして居酒屋へと連行して行く。

「放してください！　私は中森さんと縁を切るんだから～」

「なんだそれ？」

「ハッキリ言わせてもらいますね。中森さんと会ってから悪いことばかり起こります。だからもう私には関わらないでください。飲みに行きたいなら竹下課長を誘えばいいじゃないですか。彼女なんだから！」

「竹下が俺の彼女？」

　居酒屋の引戸を開けようとした中森が素っ頓狂な声を上げる。

「私、知っているんですよ。さっき、会議室でキスしようとしていたでしょ？」

「キス？」

「隠さなくてもいいですよ。誰にも言いませんから」

　これで竹下との仲を認めるだろう。そう思ったのに、彼の口から出た言葉は紬を愕然とさせた。

「そうか……宇田ちゃん、竹下に嫉妬してたのか」

　――それって、私が中森さんのことが好きってことだよね？　この人、ホントにどうかしている。

　ここまで自意識過剰でめでたい人間に出会ったことがない。

「中森さん、失礼を承知で言わせてもらいますね。あなた……バカじゃないですか？　私は中森さんをこれっぽっちも好きじゃありません」

「今はな。でも、明日は俺の虜になっているかもしれないぞ」

　呆れて言い返す気力もない。無視して歩き出そうとした刹那、背後から聞こえてきた声が紬の足を止める。

「……今日が最後だ」

「何が最後なんですか？」

「今日で研修が終わった。明日からは営業部に配属になる。もうふたりで飲むこともないだろうな……」

　つまり最後くらい付き合えということらしい。

　中森とは色々あったが最後だと言われるとなんだかしんみりしてしまう。それに今日一緒に飲めば、スーツとワイシャツの件はチャラにしてやると言われ、それならと自ら進んで居酒屋ののれんをくぐった。

　しかしやはり気になるのは竹下のこと。お酒が進みいい感じに酔っぱらうと、居酒屋に入る前にうやむやになったあのことを蒸し返す。

「どうして竹下課長とデートしないんですか？　私なんかと飲むより、彼女と飲む方が楽しいでしょ？」

「俺と竹下は、宇田ちゃんが思っているような関係じゃないよ」

「キスしようとしていたのに？」

「あれは、竹下の目にゴミが入ったのを取ってやっていただけだ」

　――この人、私を完全にバカにしている。

「もうちょっと気の利いた嘘つけないんですか？」

「嘘じゃない。竹下って目デカいだろ？　だからゴミが入りやすいのかもな。昔っからふたりになると目にゴミが入ったから取ってくれって言うんだよ」

　突っ込みどころ満載の言い訳に開いた口が塞がらない。

「その言葉を信じろと？」

「信じる、信じないは宇田ちゃんの勝手だが、俺と竹下は、アイツが前の会社を辞めてから一度も会っていない。再会したのはライフに誘われた時だ」

　百歩譲ってその言葉を信じるとしよう。だが、中森達が過去に訳アリだったのはふたりの会話や様子からして間違いない。久しぶりに再会して焼け木杭ぼっくいに火が点いてふたりの愛が再燃したとしてもちっともおかしくないのだ。

　――竹下課長はその気満々だし、中森さんもそれとなく誘っているように見えたもの。

「でも、以前は付き合っていたんでしょ？」

　芸能リポーター並みにしつこく食い下がる紬に中森はうんざりした表情で零す。

「俺と竹下の過去を知ってどうするつもりだ？」

　ストレートな質問に一瞬たじろぐ。実際のところ、ふたりが付き合っていようがいまいが、紬にはなんの関係もないのだ。なぜここまでふたりの関係に拘るのだろうと今更ながら自分に問う。しかし興味本位――それ以外の言葉は浮かばなかった。でも、さすがにその言葉を口にするのは憚られる。

「ふたりっきりの同期なんですから教えてくださいよ」

　こんな時だけ同期というカードを使うのは気が引けたけれど、どうしても知りたくて……しかし中森は都合が悪くなるといつも煙草に託かこつけて席を立とうとするのだ。

「煙草なんて煙たくて臭いだけじゃないですか。中森さん、煙草やめる気ないんですか？」

「ないな」

　即答した中森に紬は煙草の何がそんなにいいのかと訊ねる。

「そうだなぁ～初めは全然よくないが、吸っているうちに段々よくなってくる。そしてやめられなくなるんだ。例えれば……そう、セックスみたいなもんだな」

「セッ……」

　思わずオウム返ししそうになり、慌てて口を噤む。

「宇田ちゃんも初めての時は全然よくなかったろ？　でも、回数を重ねるうちに気持ちよくなってやめられなくなる」

　――なるほど。非常に分かりやすい素晴らしい例えだ。

　感心するもうら若き乙女がその例えを絶賛できるはずもなく、苦笑いを浮かべ言葉を濁す。それに自分から質問しておいてなんだけど、煙草依存の説明なんてどうでもいい。紬が知りたいのは竹下のこと。

「もういいですから煙草吸ってきてください」

　――こうなったら中森さんを酔わせて何がなんでも聞き出してやる。

　中森が戻るとすぐさまお猪口にお酒を注ぎ「飲んで下さい」と煽りまくる。だが、紬も同じペースで飲んでいたので目的を達成する前に中森より先に潰れてしまった。












「――おいこら、起きろ！」

　気を失っていたのか、それとも寝ていたのか、中森の怒鳴り声で目が覚めた。

　中森はまだ意識が朦朧としている紬の体を揺すり、マンションの住所を言えと怒鳴っている。

　紬は以前、中森と飲んだ時にマンションで独り暮らしをしていると話していた。それを知った上でマンションの住所を聞いてくるということは、下心があると疑わざるを得ない。

　――竹下課長といい感じになっていたのに私にまで手を出そうとするなんて……。

「うっぷ……なんか怪しいなぁ……住所を聞き出して何するつもりれすか？」

「バカ！　住所を言わなかったらタクシーが動けないだろ」

「へっ？　タクシー？」

　泥酔した紬は自分が今どこに居るのかさえ分かってなかったのだ。薄目を開けると確かにタクシーの後部座席に座っている。中森に住所を知られることに抵抗はあったが、タクシーを降りる体力も気力も残っていない。仕方なく運転手に住所を伝え、座席に深くもたれ掛かり半開きの目で窓の外を眺める。

　――あぁ……飲み過ぎた。景色がグルグル回ってる……。

「おい、酔っぱらい。面倒だからもう寝るなよ」

「あい！　了解れす」

　が、そう答えた先から瞼が閉じていく。

「こりゃダメだな……」

　大袈裟なため息が聞こえ、隣の中森が体の向きを変えたタイミングで彼の手が紬の左手の小指に触れた。

　――あ……。

　小指の先が少し触れただけなのになぜか心臓がドクンと大きく跳ね、紬の全神経が左手の小指に集中する。

　――えっと……この手、どうしたらいいんだろう？

　咄嗟に引っ込めようとしたが、そんなことをしたら意識していると思われてかえって誤解される可能性がある。いっそ寝た振りをしてこのままにしておこうか……そう思った時、中森の手がゆっくり動き出し、紬の手を包み込むように優しく握った。

　――う、嘘……。

　紬の心臓の鼓動が更に大きくなる。その音が自分の手から中森に伝わるのではと思うくらい、強く、激しく……。

　小指が触れた時点であれこれ考えず中森の手を払い除けていれば良かったと後悔するも後の祭り。アルコールで火照った体が更に熱を持つ。

「……大丈夫か？」

　耳孔を掠めた熱い吐息と優しい声に余裕を失い、強がることもできない。

「全然、大丈夫……じゃない」

　――でも、なんだろうこの感じ。中森さんの手から伝わってくる温もりが凄く心地よくて……。

　そんなことを思う自分に戸惑った時のこと。中森が握っていた手を離し、その手が背中とシートの間に滑り込んでくる。そして肩を抱き寄せられ、慣れた手つきで顎をクイッと持ち上げられた。

　手を離してから顎を持ち上げるまでの動きがあまりにも俊敏で、酔って反応が鈍くなっていた紬は一瞬、何が起こったか分からなかった。

　だから気づいた時にはもう、ふたりの唇は重なっていた。

　唇に感じる柔らかい感触と苦い煙草の香り――しかしそれは、まだ夢の続きのようで、現実だと理解できた時には既に中森の唇は離れていた。
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　不意打ちのキスに愕然とし、ただただ、呆然と中森の顔を見つめる。

「どうして……？」

　すれ違う車のヘッドライトに照らされ明るく浮かび上がった中森の顔は至って冷静で悪びれる様子もなくサラッと言う。

「今日は椎茸食ってないだろ？」

「食べてないけど……それとこれがどう関係するの？」

「椎茸臭くないからキスしたんだ。スキンシップだよ」

　――中森さんにとってキスはただのスキンシップ？

　今までの彼の言動からしてあながち嘘ではないだろう。でもそれは中森の勝手な解釈で、紬にとっては到底納得できる答えではなかった。だけど、平然と〝スキンシップ〟だと言われてしまうとムキになって騒ぎ立てるのもどうなのだろうって思ってしまう。要するにまた子供だとバカにされるのがしゃくだったのだ。

　それにさっきのキスに嫌悪感はなかった……それどころか、まるで好きな人にキスをされた時みたいに未だに胸の高鳴りが収まらない。

　――もしかして私、中森さんのことを……。

　数瞬頭を掠めた感情を無理やり打ち消し、車窓へと目を向けた。そして顔を顰め、まだキスの感触が残る唇を強く噛み締める。竹下の顔が浮かんだからだ。

　もしふたりがよりを戻していたら、これは竹下に対する裏切り行為。同意のないキスで浮気相手にされたら堪らない。

　――彼女が居る人なんて論外。それに中森さんもただのスキンシップって言ってたじゃない。あのキスに愛情なんてないんだ……。

　程なくタクシーがマンションの前で停車すると、紬は一刻も早く中森から離れたくて俯いたまま逃げるようにタクシーを降りる。

　さっきのキスですっかり酔いが醒めたと思っていたけれど、立ち上がった瞬間体がふらつき危うく転びそうになった。それでもなんとかマンションの玄関まで辿り着き、オートロックを解除しようとテンキーパネルに手を伸ばす。が、安心して気を抜いたのが悪かった。小石を踏んでしまったようでヒールがカクッと外側に倒れる。

「わわっ！」

　平衡感覚がほぼ麻痺していた紬は踏ん張りが利かず、コンクリートの地面に向かって倒れていく。

　このまま倒れたら絶対に怪我をする……それが分かっていてもどうすることもできず、唯一、反応した瞼を固く閉じた。

　あぁ、神様……どうか顔だけは勘弁して……と必死に祈るも初詣すら行っていない紬に神様のご加護などあるわけもなく、宙に浮いた体は重力に引っ張られ落ちていく。

　しかし信心に乏しい紬にも神は平等に優しかった。寸でのところで伸びてきた手に腕を掴まれ抱き止められる。

「ったく、世話の焼けるヤツだな……」

「中森さん……神様？」

「はぁ？　幻覚でも見てるのか？　仕方ないな。危ないから部屋までついてってやるよ」

　――いやいや、そっちの方が絶対に危ない。

　大丈夫だと断り玄関のオートロックを解除しようと暗証番号を押すが指が震えて上手く押せない。焦ると余計に手元が狂いエラーの表示が連発する。痺れを切らした中森が怒鳴り出し、渋々暗証番号を教えボタンを押してもらった。

　無事ロックが解除されエレベーターに乗ると紬は中森に向かって深々と頭を下げる。それは、もうここでいいという彼女の意思表示だったのだが、中森は勝手にエレベーターに乗り込み〝閉〟のボタンを押す。

「エレベーターの中でぶっ倒れていたらシャレにならねぇだろ？　宇田ちゃんが部屋に入るのを見届けてから帰る」

　確かにそれはシャレにならない。でも、中森が強引に部屋に上がり込んだらもっとシャレにならないことになりそうで冷や汗が出る。

　――エレベーターの扉が閉まったら完全な密室。またキスされたらどうしよう……。

　腰を抱えられた状態で彼を見上げれば、男を象徴する首の突起が微かに上下し、それがやけに色っぽくて、ぞわりと甘い痺れが全身に広がった。

　そのままシャープな顎のラインに沿うように少し視線を上げれば、さっき触れた形のいい唇が視界に入り、あのふんわりとした柔らかさが蘇ってくる。そしてこの香り。同年代の若い男子には似合わない落ち着いた大人の香りだ。

　瞼を閉じてその香りをめいっぱい吸い込んでみる。途端に下腹部に妙な疼きを感じ、鼓動が乱れた。

　――このままこの香りに包まれていたい……。

　そんないけない感情が湧き上がってきて理性は崩壊寸前。少し強引に迫られれば、簡単に堕ちてしいそうな危うい状態だった。しかしエレベーターを降り、部屋の前まで来ると中森は言葉通りあっさり帰って行った。

　冷静になって考えてみれば、それは喜ぶべきこと。彼女が居るかもしれない人と一線を超えてしまったら大変なことになる。

　――でも、このモヤモヤした気持ちは何？　中森さん……あのキスは本当にただのスキンシップだったの？

















第二章　曖昧な関係












　――翌日、ライフリゾート、営業部。

　始業時間二十分前に出社した紬は竹下に言われた通り総務に行き、配属される班を聞く。そして総務の女性社員に案内され営業部に向かった。

　昨夜、あれからずっと中森のことが頭から離れなかった紬はなかなか寝付けず、気付けば白々と夜が明けていた。

　お互い酔っていたとはいえ、キスした相手と顔を合わせるのは非常に気まずい。それが純粋な愛情からの行為ならまだしも、椎茸を食べてないからというへんてこりんな理由でキスされたのだ。特に中森は普通の人の感覚では理解できないところがあるから余計に困惑する。

　それに男と女では考え方が違う。女は好きな人としかキスしたいと思わないけど、男は愛がなくてもキスができる生き物だ。

　――やっぱり、酔った勢い……というのが正解かな。

　総務の女性社員が営業部のドアを開けると、広いオフィスに多くのデスクが整然と並んでいた。五人居る課長のデスクの前には、それぞれ二列に並んだデスクが向かい合う形で連なっているから、ざっと数えただけでもデスクの数は四十以上。思ったより多くの社員がいることに驚く。でも始業まで少し時間があるので出社している社員はまばらだ。

　紬が案内されたのは、陽の光が差し込む明るい窓際の列。

「本社の方では島と言うそうですが、名古屋支社では班と言います。なので、宇田さんは竹下班ということになります」

　その名を聞き、一気に憂鬱になる。

　――竹下班ということは、あの竹下課長が直属の上司になるってことだ。

「竹下課長は名古屋支社の営業部でただひとりの女性管理職なんですよ。と言っても、営業部の女性は竹下課長だけなんですけどね」

　総務の女性社員は紬が入社してくれたお陰で女性が増えたと喜んでいるが、紬はどんより落ち込み居心地の悪さを感じていた。

　――同年代の女性が居ると思っていたのに、何気にショック。

　そして十分後には、更に居心地が悪くなる原因が増えてしまった。

　目の前のデスクに座ったのが中森だったからだ。研修が終われば、もう話をすることもないと思っていたのにまさか向き合って仕事をすることになるとは……。それと同時に昨夜の不意打のキスが思い出され、頬が熱くなるのを感じた。

「よう！　宜しくな。同期の宇田ちゃん」

　しかし慣れというのは怖いものだ。その茶化すような物言が不思議な安心感となって紬の口元を綻ばせる。

　――まぁね、変態男でも知った顔があれば安心だよね。それに昨夜は中森さんも相当飲んでたし、キスをしたこと覚えてないかもしれない。

　柔らかい唇の感触を記憶の隅に追いやり「宜しくお願いいたします」と冷静に返す。

　竹下班は、紬と中森を入れて十名。殆どが紬より年上の三十代から四十代の男性。でも紬の右隣の男性だけは、まだ二十代のようだ。

　新人の紬と中森は朝礼で簡単な挨拶と自己紹介を済ませると早速、ヘッドセットを装着し、テレコールに入る。

　仕事は営業だが、やたらめったら外回りという感じではない。まずは与えられた名簿の上から順番に電話を掛け、アポが取れれば営業に出るというスタイル。

　ターゲットは富裕層や会社の役員など。役員ともなれば、本人が直接電話に出ることはまずない。なので、秘書や電話受付の段階で断られることも珍しくない。

　――もう何回断られたんだろう……この仕事って結構メンタルにくる。中森さんは私みたいなのがウケるって言ってたけど、全然ダメじゃん。

　ため息混じりに通話を切ると竹下がくすりと笑う。

「そんな簡単にアポが取れたら苦労はしないわ。でも、営業トークは悪くないわよ。その調子で頑張ってね。私は今から出るから分からないことがあったら山本やまもと係長に聞いてちょうだい」

　竹下がオフィスを出て行くとピリピリした班の雰囲気が一変した。いきなり話し掛けてきたのは、島本しまもと碧斗あおとと名乗った隣の同年代と思われる男性社員。

「ここ、平均年齢めっちゃ高いんだよね。だから他の社員とあんま話が合わなくてさ……僕、二十四なんだけど、今まで僕が最年少だったんだ」

「確かに、おじさんばかりですよね……」

　紬が以前勤めていた商社では、同期や先輩の女性社員と恋バナや新しくオープンしたカフェのスイーツの話題で盛り上がっていたけれど、ここではそんな会話は期待できそうにない。島本の愚痴に相槌を打ちつつ落胆のため息を吐くと、対面の中森が不機嫌この上ないという表情で島本に向かって意味不明なことを言う。

「おい、宇田ちゃんに気安く話し掛けるんじゃない」

　その一言で島本の弾丸のようなお喋りがぴたりと止まり、紬と中森の顔を交互に眺める。そして目を輝かせ、臆することなく聞いてきた。

「中森さんと宇田さんは付き合っているんですか？」

　紬は慌てて否定したが島本の目は完全に疑っている。

「もぉ～中森さんが変なことを言うから……島本さんに私達の関係をちゃんと説明してください」

　しかしここで中森に話しを振ったのが悪かった。

　中森は「俺達の関係かぁ……」と斜め上を眺め呟いた後、ニンマリと笑い爆弾発言をぶちかましてくれた。

「そうだなぁ～。一言で言ったら、肉体関係……かな？」

　――どうして……そうなる？

　衝撃を受けた紬の手からボールペンが滑り落ち、島本も口をポカンと開けたまま固まっている。その後、紬は島本に中森とはただの同期だと説明したが疑いが晴れたかは不明だ。

　初日からやらかしてくれた中森に苛立ちが募り、昼休みになったら文句を言ってやろうと待ち構えていたのだけれど、先に声を掛けてきたのは中森の方だった。

「宇田ちゃん、飯食いに行くぞ～」

　その能天気な声に紬のイライラはマックス。

「人の気も知らないで、馴れ馴れしく呼ばないでください！」

「なんだよ。機嫌悪いなぁ～」

「中森さんが悪くしたんでしょ？」

　ふたりの言い合いは大通りから一本路地を入った所にあるレトロな喫茶店の前まで続いた。なんだかんだ文句を言いながら、紬は中森について来たのだ。

「そんなカリカリするな。この店のあんかけスパは絶品だぞ」

　どうやらこの喫茶店は中森のお勧めの店らしい。店内はまるで昭和の時代にタイムスリップしたようなノスタルジックな雰囲気。薄暗い照明は柔らかい暖色系で、木製の梁や柱は光沢のある飴色に染まっている。ソファも今は珍しい赤紫の別珍張りだ。

「てか、どうして隣に座るんですか？」

　こういう所にふたりで来た場合、向き合って座るのが普通だ。だが、中森は迷うことなく紬の横に腰を下ろす。

「隣に座っちゃいけないって決まりでもあるのか？」

　相変わらず中森には常識だとか、暗黙の了解という類は通用しないようだ。

　暫し休戦ということで特に期待もせず、太めのパスタをフォークに絡め口に入れた。

「あ……」

　弾かれるように顔を上げると中森が「だろ？」と得意げに鼻を鳴らす。

　――悔しいけど、今まで食べたあんかけスパの中で一番美味しい。

「前の会社もこの近くだったんだ。この店はあんまり知られてないから穴場だぞ」

「それはご親切にどうも有難う。でも私の怒りはあんかけスパくらいじゃ収まりませんから」

「なんだ、まだ怒ってたのか？」

　――どこまでも能天気な男ひと。中森さんの頭の中ってどうなっているんだろう？

「あの後、島本さんに心配されましたよ。中森さんは自己中でＳっぽいけど、本当に大丈夫かって。僅か半日で危険人物だと認定される三十四歳ってどうなんでしょうね？」

　紬としては、精一杯の嫌味だったのだが、中森には暖簾に腕押し。全く効果がない。

「ほーっ、島本のヤツ、俺がＳだってよく分かったな。たいしたもんだ」

「別に驚くことじゃありませんよ。誰が見ても中森さんはサディスティックです」

　深く考えずそう言ったのが本日、二度目の失言。中森の瞳が怪しく光り、長い指が紬の顎を持ち上げる。直後、ふわりとあの香りが漂い、昨夜のキスが脳裏を過った。

「どうする？　サディスティックに虐めてほしいか？」

「っ……」

　中森の挑発的な言葉に気持ちを持っていかれそうになるも必死に取り澄まし、探るように聞いてみる。

「それも、スキンシップ……ですか？」

「まぁ、そんなところだ」

　迷うことなく即答した中森の顔を見て、あぁ、やっぱりな……と視線を落とす。

　――中森さんは私のことなんて好きじゃない。彼の言葉を借りれば、私はちょっと天然のからかいやすい女。暇つぶしのおもちゃくらいにしか思ってないんだ。

　けれど、驚くほど気持ちが沈み胸に鈍い痛みが走る。

　苦しい……切ない……悲しい。様々な負の感情が心の中で渦を巻き、もう誤魔化せないと悟った紬はようやく中森に魅かれているのだと認めた。

　――私は……中森さんが……好き。

　本当はずっと前から分かっていた。でもそれを認めてしまえば、気持ちに歯止めが利かなくなりそうで怖かったのだ。そして好きだからこそ自分をからかって楽しんでいる中森が憎らしかった。

　中森を睨みつけ、顎に添えられている手を掴んで押し返そうと手に力を込める。そんな紬に対し、中森はもう片方の手で紬の後頭部を抱え自由を奪うと体を密着させてきた。力強く引き寄せられれば、みるみるうちに美麗な顔が近づいてくる。

　――まさか……。

「じっとしてろ……」

「えっ……ちょっ……」

　抵抗を試みるも逞しい腕の力に敵うはずもなく、ジリジリと迫りくる色素の薄い澄んだ瞳を凝視することしかできない。程なく頬に中森の吐息が吹きかかり、固く噤んだ唇の端に湿った温もりを感じた。それは下から上へと軽快に動き、すぐに舌で舐められたのだと分かる。

「パスタのあんがついてたぞ。ったく、子供だな」

　つまり中森は紬の唇の端についていたあんをご丁寧に舌で舐め取った……というわけだ。が、それだけでは終わらなかった。彼は奥二重の目を細めるとなんとも艶かしい表情で紬をソファの背もたれに押し付ける。

「なんだ、まだついてるじゃないか……」

「ん、んんっ……」

　それは、忘れもしない柔らかい温もり――。

　中森は湿った熱の塊で紬の唇を丹念になぞり、下唇をちゅっと吸い上げる。

　それは、タクシーの中での優しいキスとは比べものにならないくらい濃厚でねっとりしたキス――。

　横のテーブルに客は居ない。前後のテーブルは高い衝立で仕切られているので周りの客からふたりの姿は見えない。しかし真っ昼間にこんな所でいきなりキスをされれば誰でも焦る。

　中森が顔の角度を変える度、耳に響く生々しい水音が心を搔き乱し、動揺で瞳を大きく揺らした紬は瞬きをすることすら忘れていた。

「あ……な、中森……さん、ダメ……」

　塞がれた唇の隙間からなんとか抵抗の言葉を吐き出すも中森の食むようなキスは止まらない。紬は中森の体温を感じながら、このまま現実逃避し、彼の唇を受け入れてしまったらどんなに楽だろうと考えていた。でも、この行為に愛などない。そう思うと心は千々ちぢに乱れ苦々しい思いが顔を歪める。

　我慢できなくなり夢中で首を振ると、ようやく束縛が解かれ解放された。直後、清々しい笑顔の中森が長い指で紬の唇を優しく撫でる。

「ほら、綺麗になったぞ」

　やはりこのキスに愛などなかった。中森にしてみれば、これもただのスキンシップ……それを確信した途端、紬の大きな瞳にじわりと涙が滲んだ。

　――こんな思わせぶりなスキンシップなんて……いらない。

「えっ？　……泣いているのか？」

　中森と出会って初めて彼が動揺した顔を見た。こんな冷血男でも女の涙には弱いのかと唇を噛む。

「泣いてなんかない」

　――そう、泣いてない。勝手に涙が出てきただけ。私はこんなことで泣くような柔やわな女じゃないもの。

　心の中では強気なのに流れ出る涙は一向に止まらない。そんな自分がイヤで、どうしようもなく悔しくて、怒りに任せ「最悪なキスだった」と吐き捨てる。

「煙草臭くて本当に最低のキス！　もうこんなことしないで！」

　呆気に取られている中森を押し退けるとテーブルに千円札を叩き付けて喫茶店を飛び出した。

　――本当は全部嘘。実際には煙草の臭いなんてしなかったもの。それに……悔しいけど、中森さんのキス……とっても上手だった。

　午後の仕事が始まっても紬は対面の中森の顔を見ることはなく、中森もまた、紬に視線を向けることはなかった。

　――あんな酷いことを言ったんだもの。能天気な中森さんでも傷付いたよね。もう私のことなんて嫌いになったはず。

　そう仕向けたのは自分なのに気持ちが沈んでいく。

　とうとう中森と一度も言葉を交わすことなく定時を迎えた。終礼後、アポが取れて行動予定表を書いている中森をこっそり見つめていると、山本係長が話し掛けてきた。

「宇田さん、お疲れ様。初日の仕事はどうでした？」

　山本係長が親身になって営業トークの指導をしてくれている間に帰り支度を済ませた中森がオフィスを出て行く。

　――帰っちゃうんだ……。

　いつも一緒に帰っていた中森に素通りされると寂しくて堪らない。

　ようやく山本係長の熱血指導から解放された紬がオフィスを出て、ぼんやりエレベーターを待っていると島本が駆け寄って来た。

「宇田さん、テレコール、少しは慣れた？」

「あ、うん、なかなか上手く話せなくて……」

　弱音を吐く紬に島本が自慢げに言う。

「まだ一日目じゃない。僕なんか初アポ取るのに一ヶ月掛かったんだよ。で、意気込んでアポに行ったらスッポカシでさぁ～。課長は怒るし、ホント、あの時は参ったよ」

　――そりゃ最悪だ……。

　エレベーターを降りた後も島本の失敗談は延々と続き、紬は笑顔で話を合わせてはいたが、実際は彼の自虐ネタを半分も聞いていなかった。

　決してつまらない話ではない。寧ろドン引きするくらい面白かった。しかし今の紬は何も言わず帰って行った中森のことで頭がいっぱい。それどころではなかったのだ。

　そんな紬の気持ちを知る由もない島本はひとりで盛り上がり、まだ喋りまくっている。だが、ビルの玄関を出て歩道を歩き出した時、冗舌だった彼が急に黙り込む。

「どうかしました？」

「えっ、あ、うん……あそこに居るのって、中森さんだよね？」

　島本が指差した先に目をやると、中森が路肩に停っている赤いドイツ車の中を覗き込んでいた。

「あの車……竹下課長のじゃないかな？」

　課長以上の役職は自車通勤が認められていて、竹下は自分のアポがある時だけ車で出社しているらしい。

「でも変だよな～竹下課長、今日のアポは岐阜市内だから直帰するって言ってたのに……ここに居るっておかしくない？」

　確かにホワイトボードの予定表にもそう書いてあった。首を捻る島本の言葉に頷き、再びドイツ車に視線を向けた時、左ハンドルの運転席の窓から竹下が顔を覗かせる。竹下は自分が吸っていた煙草を中森の口に銜えさせ、白く細い指先で誘うように中森の頬を撫でたのだ。それがあまりにも自然で、紬にはとても真似できないと思った。

「あ、乗っちゃった……なんで中森さんが竹下課長の車に乗るんだろう？」

「あのふたり、以前、同じ会社に勤めていたって言ってたから、デキてるんじゃないですか？」

　走り出した車を眺め覇気のない声で呟く紬を、島本が憐れむような目で見つめる。

「三角関係か……宇田さん、可哀想に……」

「だから、違いますって！　私と中森さんはそんな仲じゃありません」

　――そう、私達は三角関係にすらなっていない。それに私はもう中森さんに嫌われたんだから……。

　でもこの後、あのふたりがどこに行って何をするのか、想像するだけで胸がヒリヒリ痛み嫉妬で冷静さを失っていく……。

　――中森さんは竹下課長との仲を否定していたけど、やっぱりあのふたりはよりが戻ったんだ。なのに、私にあんなことするなんて……中森さんって本当に最低だ。

　節操のない中森に怒りを覚えたが、それ以上にそんな男に惚れてしまった自分に苛立つ。

　――あんな男ひとのことなんて考えたくもない。












　――翌日、ライフリゾート、営業部。

　紬は、中森と仕事以外で口を利かないと心に決め出社した。

「おはよう～」

　朝礼の時間が迫り社員が慌ただしく出社してくる中、背後で中森の眠そうな声が聞こえる。紬は反応することなくパソコンの画面を見つめていたが、態度とは裏腹に対面に座った中森が気になって仕方ない。

「宇田さん……」

　名前を呼ばれハッとするもその声は中森ではなく、右隣の島本のもの。

「昨日は楽しかったよね。またケーキ食べに行こうよ」

　中森が乗り込んだ竹下の車を見送った後、紬は島本に誘われてスイーツが美味しいと評判のカフェに行っていた。ストレス発散とばかりに大量のケーキを爆食いするも残念ながら心の中のモヤモヤは消えず、体重だけが増加するという最悪な結果に朝から打ちのめされていた。

　――島本さんの今の発言、中森さんに聞こえたよね？

　島本が紬に話し掛けただけで不機嫌になっていた中森が、ふたりでカフェに行ったと知れば、どんな顔をするか……紬はチラッと中森の方に視線を移す。しかし彼は眠そうな半開きの目でスマホをイジっていて全くの無反応。

　そこへ竹下が出社してきた。彼女は席に着くなり小声で中森に何やら話し掛けている。でも、どんなに声を抑えていてもすぐ横の紬にはふたりの会話が筒抜けだ。

「……昨夜は凄く興奮したわ」

「俺も久しぶりに燃えたよ……」

　――興奮して……燃えた？

　明々白々めいめいはくはく。疑う余地もない。中森と竹下課長はあの後、肌を重ね愛し合ったのだ。

　――ふたりとも三十過ぎのいい大人だもの。当然と言えば当然。竹下課長は中森さんが優秀な営業マンだから引き抜いたって言っていたけど、本当は彼が好きだから声を掛けた。中森さんに傍に居て欲しかったから。中森さんもそれを承知の上でその話に乗った。

　つまりふたりがこうなることは初めから決まっていたこと。紬が入り込む余地などなかったのだ。

　――それなのに、私ったらちょっとちょっかいを出されただけで本気になるなんて……バカみたい。

　朝礼後、中森は初アポで出掛けて行き、紬はまたテレコール三昧。しかし失恋確定のショックで気持ちが全く上がらない。おまけに中森が昨夜抱いた竹下が隣に居ると思うと更に気持ちが落ちていく。そんな調子だからアポなど取れるはずもなく、鬱々したまま定時を迎えようとしていた。

「只今、戻りました」

　オフィスのドアが開き、アポから戻った中森の声が聞こえる。もう関係のない人だと分かっていても、その声を聞くだけで動揺して心が騒ざわめく。

　中森は気怠そうにスーツケースをデスクに置き、椅子に座ったのと同時に今日のアポの結果を竹下に報告し始めた。どうやら今日のアポはあまりいい感触ではなかったようで、竹下に期待しないでくれと言っている。

「そう、中森さんが行ってダメなら誰が行ってもダメなんじゃない。まぁ、初アポだし、そんなものでしょ。でも、中森さんには早く結果を出して上に上がってきてもらわないと……本社も期待しているんだから」

　ふたりの会話を複雑な気持ちで聞きながら窓の外に目をやると、小雨が降っていた。

　今日はつくづくツイていない日だと肩を落とした紬が鉛色の空を眺める。

　――天気予報を観ていなかったから傘持ってこなかったな……でも、こんな日は雨に濡れて頭を冷やすのもいいかもね。

　終礼が終わると班の誰よりも早くオフィスを出た。

　ビルの玄関先まで来て、さっきより激しくなっている雨に一瞬足が止まるが、どうせ濡れるなら中途半端に濡れるよりずぶ濡れの方がいいと開き直り、飛沫しぶきを上げ煙る歩道に足を踏み出す。

　程なく冷たい雨が紬の髪を濡らし、いく筋もの水の滴が頬を伝う。すると無性に悲しくなり、雨に混じって涙が零れ落ちた。

　――中森さんを好きだと認めた途端、失恋しちゃった……私は、自分が思っていたよりずっと、中森さんを好きになっていたのかもしれない……。

　紬の瞳から絶え間なく涙が溢れ出し、花が咲くように街の明かりが滲んでいく。

「……中森さん」

　堪らず愛しい人の名前を呼び、立ち止まって灰色の空を見上げた。すると突然紬の視界全体がショッキングピンクに染まった。何事かと振り返えってみれば、中森が紬に傘を差し掛け微笑んでいる。

「あ～ぁ、濡れちまったな。風邪引くぞ」

　優しい笑顔に胸が熱くなるも泣いていたことを思い出し、慌てて下を向く。

「もっとこっちに来い。濡れるぞ」

　中森が紬の肩をフワリと抱いた。ほんのり感じる中森の体温とあの香りに包まれ、一瞬心が満たされる。でもこの胸は自分のモノではないと思うと虚しくなり、彼の腕からすり抜けた。

「もう濡れてるから……平気」

　視線を落としたまま呟き、中森に背を向け走り出そうとしたのだが……。

「まだ怒ってんのか？」

「えっ？」

　意外な言葉に驚き、悲惨な顔だということも忘れ中森を凝視する。

「怒っているのは、中森さんの方でしょ？」

　困惑する紬に中森が再びショッキングピンクの傘を差し掛けて首を傾げた。

「なんで俺が怒るんだ？」

「だって、私……酷いこと言っちゃったし……」

「あぁ……煙草臭いってアレか？　別に怒ってないよ。事実だし」

　バツが悪そうに眉尻を下げる中森を見た紬は心底、ホッとした。

「もう嫌われたと思った」

　安堵したからか、つい本音がポロリと口をついて出る。対して中森は前を向いたまま「ふふっ」と笑い紬を引き寄せた。

「俺が宇田ちゃんのこと、嫌いになるわけないだろ？」

　中森には竹下というれっきとした彼女が居る。そのことを忘れたわけではないけれど、嬉しくて雨に濡れ冷えた体が一気に熱を帯びる。

「でも、私のこと避けてたでしょ？」

「別に避けてない。宇田ちゃんの機嫌が直るのを待ってただけだ。でな、その間に考えて決めたことがある」

　少し畏かしこまった声色に真剣な眼差し。

　もしかして……と思ったが、竹下とよりが戻ったばかりの中森から期待するような言葉が聞けるはずはないと苦笑した刹那、紬の肩を抱く中森の手に力が籠る。

「あのな、俺……」

　諦めかけていた気持ちが一気に高ぶり、息を呑んだ紬の体がビクッと震えた。

「う、うん」

「煙草……やめた」

　――はぁ？　煙草？

　実に中森らしい見事なまでの肩透かし。

「あ、そう……」

　紬は魂が抜けるような大きなため息を付き、頬に張り付いていた髪を力無く撫で上げた。

「なんだよ。もっと感動しろよ」

「どうしてそんなことで私が感動しなきゃいけないの？　でも、やめて正解ですよ。煙草なんて百害あって一利なしですから」

　唇を尖らせた中森が「ちぇっ」と呟き、完全に拗ねてしまった。まるで子供だ。仕方なく「偉い、偉い」と中森の頭を撫でてやると飼い主に褒められた子犬みたいに無邪気に喜び、紬にすり寄ってきた。

　――ヤダ、中森さん、めっちゃ可愛いんだけど。

　紬がニンマリ笑った直後、中森が「あっ……」と小さく声を上げる。

「そういや、お前、あのボンクラ島本とケーキ食いに行ったんだろ？」

　素知らぬ顔をしていたが、中森は紬と島本の会話をちゃんと聞いていたのだ。

　美味しかったと答えると中森は今からその店に連れて行けと言う。意外にも中森はかなりの甘党で、特にケーキには目がないのだと。

「今日じゃなくちゃダメ？　私、雨に濡れてびしょびしょだし、メイクも落ちちゃった。カフェはちょっと……」

　しかし中森は「その顔で地下鉄に乗る気か？」と紬の顔を覗き込み、カフェでメイクを直せばいいと背中を押す。

「濡れてるのはコートだけだろ？　脱げば問題ない」

「でも……」

「くどい！　アポで疲れたから甘いものが食いたいんだ。早く連れて行け」

　降りしきる雨の中、相合傘で歩き出した紬と中森はいつも利用している地下鉄の入口を通り越し、島本お勧めのカフェへと向かう。

　紬は店の前で濡れたコートを脱ぎ、店内の洗面所でメイクを直して席に着いた。

　中森はオーダーしたレアチーズケーキが運ばれてくると嬉しそうに目を輝かせ、嬉しそうにフォークを手にする。

「うまっ！」

　この上なく幸せそうな中森を紬は複雑な気持ちで見つめ、熱々のフォンダンショコラを口に運ぶ。トロトロに溶けた甘いチョコの風味が口いっぱいに広がり、まさに至福の時。けれど、紬の表情は硬い。

　――中森さんの全てを教えてとは言わない。でも、あのことだけは、どうしても知りたい。

　紬は感情を押し殺し淡々とした口調で問う。

「あの、中森さん、中森さんと竹下課長って付き合ってますよね？」

「なんだよ。またそれか？」

　中森はどうしても竹下とのことを認めたくないようだ。それならと、紬は昨日の仕事帰りに目撃した内容を詳細に話す。聞き終えた中森は眉根をわずかに寄せて微苦笑びくしょうした。

「ふ～ん、見てたのか」

「なんか怪しい雰囲気だった」

「怪しいねぇ……で、俺と竹下がホテルにでも行ったと思ったのか？」

「……うん」

　わざとらしく呵呵大笑かかたいしょうした中森が「竹下とは寝ていない」と、また往生際の悪いことを言う。

「嘘つかないで。今朝、ふたりでコソコソ話していたじゃない。興奮したとか、久しぶりに燃えたとか……」

「お前……盗み聞きしてそんな妄想してたのか？」

　瞠目した中森が呆れたようにため息を漏らした後、一拍置いて「まだ支社の社員は誰も知らないから絶対に口外するなよ」と前置きして話し出す。

「竹下は来月、東京本社に異動する」

「えっ、竹下課長が……東京本社に？」

「ああ、そのことで相談に乗ってくれって、仕事が終った直後に竹下から俺のスマホにメッセージが届いたんだ」

　――だから私に何も言わず帰って行ったのか……。

「竹下は愛知出身だからな。名古屋支社に異動になれば、もう東京に戻ることはないと思っていたんだ」

　だが、昨日、竹下が岐阜のクライアントの会社を出たところで支社長から電話があり、本社へ戻れと言われて頭が真っ白になったのだと。

「で、俺に話を聞いてくれって言ってきたんだよ」

　竹下が中森を待っていた理由は分かった。しかしまだ、疑惑が晴れたわけではない。

「……だったら、ふたりで何に熱くなったの？」

「ダーツだよ。久しぶりに以前よく行っていたダーツバーへ行こうって話になってな。結構マジになって燃えたよ。竹下はダーツ上手いからな」

　――ダーツ？　それが事実ならとんだ赤っ恥だ……。

　中森は徐にスマホを取り出し、それを紬の前に滑らせる。

「ダーツバーのマスターが撮ってくれた写真だ」

　少し骨張った指がスマホの画面をスクロールすると、昨夜の七時から十二時前までに撮られたダーツボードを背にした中森の写真が数枚現れた。

「日付もちゃんと確認しろよ。なんなら、店を出た後の俺の行動をＧＰＳで確認するか？」

　アリバイは完璧――そう言いたげな中森にぐうの音も出ない。追い詰められた紬は苦しまぎれに話題を変える。

「え、えっと……それで、竹下課長は本社に行くの？」

「本社の命令には逆らえないさ。栄転みたいだし、アイツの為にもその方がいい。竹下は渋っていたが、俺は本社に行くべきだと伝えた」

　――中森さんが本社行きを勧めた？

　珍しく真剣な面持ちで語る中森の心中を探るように「……寂しくない？」と聞けば「なんで？」と速攻で切り返される。

「あ、いや……だから、好きな人が居なくなったら寂しいかなって……」

　なぜか気弱になり語尾が曖昧に途切れた直後のこと、中森がテーブルに両肘をついて少し前屈みになった。

「竹下が居なくなっても寂しくないが、宇田ちゃんが居なくなったら……寂しいかもな」

　その言葉にズキュンと心臓を撃ち抜かれ、紬の頬が紅に染まる。

　一瞬、冗談かと思ったけれど、紬を見つめる中森の瞳は清々しいほど真っすぐだ。

「ホント……に？」

「竹下とは会社だけの付き合いだけど、宇田ちゃんとはほぼ毎日、こうやって仕事終わりに一緒に居るんだ。寂しいに決まっているだろ？」

　――そう言われればそうだ。仕事が終わった後、中森さんはいつも私と一緒に居る。竹下課長と飲みに行ったのは昨日が初めて。

「じゃあ……中森さんと竹下課長は、本当に……付き合って……」

「ないよ」

　今まで何度も中森から否定の言葉を聞き、それを疑ってきた紬だけれど、今回は素直にその言葉を受け入れることができた。

　中森を諦めなくていい。好きのままでいいのだと思うと気持ちが高ぶり、この場で小躍りしたくなるくらい嬉しかった。

　ひとりほくそ笑み喜びを噛締めていると中森がまだ半分ほど残っていた紬のフォンダンショコラをフォークでグサリと突き刺し、自分の口に放り込む。

「うおぉぉーっ！　な、何するんですか！」

「食わないから残すともったいないと思ってさ」

「誰が残すなんて言いました？　今から食べるとこだったのに！　そういうことはちゃんと聞いてからにしてくださいよ！」

　食べ物の恨みは恐ろしい。特に大好物のフォンダンショコラを理不尽に奪われたとなるとその怒りは尋常ではない。さっきまでの喜びはどこへやら。人目も憚らず怒鳴りまくる。すると中森が自分のレアチーズケーキをフォークですくい、まるで幼子に言うような優しい声で囁いた。

「あーんしろ」

「はぁ？」

「俺の食わせてやるから機嫌直せ。ほら、あーんしろ」

　その一言で怒りが吹っ飛び、心臓がドクンと大きな音を立てる。

　紬には今まで彼氏と呼べる人物がふたり居た。しかし両名とも割と硬派で、人前でそんなことをするような人物ではなかったのだ。なのでこのシチュエーションは初体験。動揺した紬は頬を赤らめ、あからさまに照れる。

「ほら、早く口開けろ」

　痺れを切らした中森が急かすように紬の口先にオフホワイトの甘い塊が乗ったフォークを差し出してきた。逃げ場を失った紬は周りの視線を気にしながら遠慮気味にパクリとそれを頬張る。濃厚だけれど控えめな甘さ。そして鼻から抜ける甘酸っぱい香り。前日も食べたレアチーズケーキが更に美味しく感じるのは、好きな人に食べさせて貰ったからだろうか……。

「これでチャラな」と微笑む中森が愛おしくて堪らない。












　――一ヶ月後……。

　高く抜けるような秋の空は寒々とした冬の空へと変わり、葉を落とした街路樹も北風に吹かれ、どこか寂しげだ。

　中森と一緒にスイーツを食べた後、紬は、この流れで中森との距離が縮まるのではとこっそり期待していた。しかし未だにその願いは叶わず、なんの進展もない。

　今日は、東京本社に異動することになった竹下の送別会。会社近くの無国籍料理のレストランを貸し切り、支社の全社員が参加して盛大に行われたのだが、ビッフェスタイルの料理の殆どが和食というなんとも不思議な光景。

「これじゃあ、居酒屋と変わらないな」

　紬の隣に座っている中森が不服そうに愚痴る。

「すみません、社員の皆さんの意見をお聞きしたところ、カロリーの高い物は医者に止められているとか、脂っこいのはちょっと……って言われまして、こういうメニューになってしまいました」

　申し訳なさげに謝っているのは、紬達の前に座っている総務の女性社員。

「だったら食わなきゃいいだろ？　俺は肉が食いたかったんだ」

　――とかなんとか言っちゃって、文句を言っているわりには、中森さんが一番食べてるじゃない。

　紬が笑いを堪えながら箸を持つと中森が食べていた茶碗蒸しをスプーンですくい、それを紬の顔の前に差し出してきた。

「あーんしろ」

「あぁ、椎茸ね」

　慣れというのは恐ろしいものだ。スイーツを食べに行ったカフェで初めてそう言われた時はあんなに緊張したのに、何度も食べさせて貰っているとドキドキ感は薄れ、今は周りの視線も気にならなくなってきた。

　いつもの調子でパクリと頬張ると、総務の女性社員が「もしかして……」と呟き、なんとも言えない微妙な顔をする。

「あ、椎茸です。中森さん椎茸嫌いだから……」

　女性社員が聞きたかったのはそんなことではない。それは紬も分かっていた。しかし紬と中森は彼女が期待するような関係ではないのだ。

　そしてもうひとり、紬と中森にじっとりとした視線を向けている人物が居た。

　頭上から「相変わらず仲がいいわね」って嫌味たっぷりな声が聞こえる。見れば、シャンパングラス片手に虚ろな目をした竹下が中森に寄り掛かっていた。

　送別会が始まってすぐ、皆に囲まれてお酌されていた竹下は既に泥酔状態。

「宇田さん悪いけど、ちょっとそこ、どいてくれる？」

　言うが早いか、竹下が紬と中森の間に無理やり割り込んできた。紬は渋々席を立ち、トイレに向かう。

　今日さえ我慢すればいい。明日になれば竹下課長は本社だ。もう顔を合わせることはないと自分に言い聞かせる。だが、トイレの個室から出ると、その竹下がひとつしかない洗面台の前でメイクを直していた。

「すみません……失礼します」

　邪魔にならないように屈んで手を洗い急いでトイレから出ようとした時、竹下に話があると引き止められる。

　もうイヤな予感しかしない。鏡越しに紬を眼光鋭くジッと見つめワインレッドの口紅を引く姿が怖過ぎて鳥肌が立つ。

「あなたの為に言っておく。悠弥を好きになっても無駄よ」

　――ゆうや……？　あっ、そうか。中森さんの下の名前は悠弥だった。竹下課長、普段は中森さんのことを悠弥って呼んでるんだ……。

「えっと……私は別に中森さんとは何も……」

「隠さなくていいわよ。あなたが悠弥を好きなのは見てれば分かるもの。でもね、彼を好きになるのはいいけど、それ以上を望むのならやめた方がいいわよ。じゃないと、あなたが泣くことになる。悠弥は絶対に宇田さんを好きにならないから」

　自信満々で決してブレることのない視線。彼女の言葉に紬の心は乱れた。

　何を根拠に竹下はそんなこと言うのか……その疑問を口にすると彼女の目尻が下がり、浅く笑う。

「申し訳ないけど、私の口からは言えないわ。彼のプライベートなことだから……どうしても知りたいなら悠弥に聞くのね。でも、彼は言わないと思うけど」

　――ここまで言っておいて理由は言えないなんて、納得がいかない。

「案外、あっさり教えてくれるかもしれません」

　普段なら絶対言えない言葉。紬もアルコールが入っていたので強気だ。そんな紬の態度を竹下は特に窘めることなく、微苦笑で返す。

「宇田さん、あなた、何か勘違いしているんじゃない？　私は宇田さんの為を思って言っているのよ。悠弥を好きになっても報われることはないの。その想いは彼には届かない……」

　――私の為ってどういうこと？

　紬は不信感たっぷりの目で竹下を見つめた。

「私が宇田さんに言いたいことはそれだけ。私が居なくなっても真面目に頑張るのよ。まだ初アポも取れてないんだから、ちょっとは危機感を持ちなさい」

　そして竹下は、紬の初アポに自分が同行できなかったことだけが心残りだと言ってトイレを出て行く。

「竹下課長……」

　彼女の最後の言葉は意外だった。紬は入社した時から竹下に嫌われていると思っていたから。しかしそれより気になったのが、中森に関するあの意味深な発言。

　――あれは、どういうことだったんだろう……。












　竹下が本社に異動になった翌日、彼女の後任で紬達の班の長になったのは、本社から来た新しい課長。しかしその課長というのが陰気臭い頑固者。だから中森とは意見が合わず、しょっちゅう衝突していた。

　紬は相変わらずアポが取れず、毎日のように課長に嫌味を言われヘコみっぱなし。そんな時、以前からアプローチしていた農場の経営者から、やっと会って話を聞きたいという返事を貰った。

　喜び勇んで課長に行動予定表を提出するも課長はバカにしたように鼻で笑い「個人経営の農場の親父なんて契約してくれるわけがない。冷やかしだろう」と行動予定表を紬に向かって放り投げる。

　――せっかく取れた初アポなのに……。

　意気消沈し、行動予定表を拾い上げて自分のデスクに戻ろうとした時、一部始終を見ていた中森が立ち上がり課長を睨み付けた。

「どうしてダメだと分かる？　アポに行ってみないと分からないだろ？」

　課長は冷めた目で中森を見つめ面倒くさそうに答える。

「長年の勘だよ。僕はね、親会社に居た時からこの仕事をもう二十年やっているんだ。入社したばかりの君達とは違う」

「ほーっ、長年の勘ねぇ～。なら、その勘が当たっているかどうか、試してみるか？」

「試す？」

「俺が宇田に同行してアポに行く」

　――嘘……中森さんが同行するの？

「君が同行？　ふふ……まぁ、好きにすればいい。だが、そこまで大口を叩いたんだ。契約が取れなかったら責任を取ってもらうよ」

「責任くらいいくらでも取ってやる。その代り、契約になったら宇田に土下座して謝れよ！」

　――課長に土下座って……それより、私のアポのせいで中森さんが責任を取らされるなんて……そんなのダメだよ。

　紬はアポの支度を始めた中森に「もういいから」と声を掛けるが、彼は聞き入れてくれない。社用車のキーを持つとオフィスを出て行く。その姿を見て紬も慌てて中森の後を追ってオフィスを出た。

「ったく、あのハゲ課長、せっかく取れた宇田ちゃんの初アポにケチつけやがって……」

　怒りで冷静さを失った中森は紬がシートベルトを締める前に社用車を急発進させる。

　――私の為に怒ってくれたんだね。有難う。でも……。

「中森さんの気持ちは嬉しいけど、こんなことしてほしくなかった。課長に睨まれたら中森さんの出世にも響くでしょ？　私のせいで中森さんの評価が下がったら……」

　中森は俯く紬の頭をコツンと小突き「宇田ちゃんの為じゃないよ」と微笑む。

「あのハゲ、俺を素人扱いしやがった。それがムカつくんだよ」

　――その言葉は嘘じゃないだろう。でも、分かってるよ。私が責任を感じないようにそう言ってくれたんだよね。中森さんって、優しい……。












　一時間半後、紬達は農場に到着し、緊張の瞬間を迎えた。しかし社長と話をするのは中森で、隣の紬はひたすら笑顔を振りまいていただけ。

　普段の中森は口が悪くて小憎らしい変態男だけれど、仕事モードになると人格も顔つきも全て変わる。真剣な表情に凛々しい眼差し。口調は常に穏やかでクライアントに安心感を与え、どんな質問でも淀みなく流暢に答える。まるで別人のようだ。

「よく分かりました。契約させて頂きます」

　――えっ……ホントに？

　社長が契約書に押す印鑑を取りに席を立つと、中森が紬を見つめ契約書の上で人差し指をトントンと弾ませた。

「いいか、社長が契約書を書くところをよーく見とけ。そしてその姿を忘れるな。俺達営業は契約を取れてなんぼ。どんなに努力していると言っても誰も認めてくれない。この瞬間だけが唯一、努力が報われる瞬間だ」

「は、はい……」

　背筋を伸ばし社長が契約書を書く姿を忘れないよう目に焼きつけていると、アポが取れず辛かった日々が思い出され目頭が熱くなる。そんな紬の横で中森が社長に契約を決めた理由を聞く。

「それはもちろん宇田さんですよ。断ったのに何度も電話してきて、正直うっとおしいと思った時もありましたが、何度か電話で話している内に娘と同い年だと知りましてね。娘は私と口も利いてくれませんから、宇田さんが色々話してくれるのが嬉しくて……気づいたら娘の誕生日プレゼントは何がいいかなんて相談までしていました。でもそのお陰でプレゼントしたネックレスを喜んでくれましてね。そんな宇田さんが勧めてくれるものなら間違いないと思ったんです」

　――ヤダ……そんなことを言われたら、私……。

　紬の涙腺は完全に崩壊。社長の手を握り号泣してしまった。

「お前なぁ～クライアントの前で大泣きするなよな～」

「……ごめんなさい。嬉しくて、つい……」

　倉庫横の事務所を出て社用車の前まで来ると中森は助手席のドアを開け、紬に乗るよう促す。そしてまだ涙が止まらぬ紬の頭をくしゃりと撫でた。

「でも、いい顔してたよ。諦めないでよく頑張ったな」

　そう、この時からだ。車に乗る時、中森が助手席のドアを開け、頭を撫でてくれるようになったのは。それは、初契約の感動を忘れないようにという中森の無言の教え。

「ううん、違う。私の力じゃない。中森さんの営業力だと思う」

　――社長はあんなこと言ってたけど、この契約が取れたのは中森さんのお陰。竹下課長が言っていた通り、あなたは優秀な営業マンだよ。

「いや、あの客は宇田ちゃんじゃなかったら契約にはならなかった。宇田ちゃんだから取れた契約だ。初アポ、初契約、おめでとう」

　――あ……中森さんに初めて褒められた。

「早く会社に電話してあのハゲ課長に言ってやれ。契約が取れたから土下座する用意しとけってな」

　弾けるような眩しい笑顔――彼もとてもいい顔をしている。それが何より嬉しかった。

　車が発進したのと同時に紬は会社へ電話をし、課長に契約が取れたと報告する。課長は慌てふためき絶句していた。紬はその様子を中森に伝え、ふたりして豪快に笑った。ひとしきり笑うと中森が農道の路肩に車を停め、紬の頬を大きな手で包み込む。そして耳を掠める「――ご褒美だ」と言う甘い声。

　シートベルトが外された音が車内に響いた次の瞬間、中森の妖艶な相貌が静かに接近し、その双眸に映っているのは紬のはにかむ笑顔。程なく中森の筋肉質の硬い胸と、紬の弾力のある柔らかい胸とが重なり、互いの心音がはもるように響いた。

　紬が映っていた瞳は既に半分ほど閉じられ、長い睫毛が悩ましく揺れている。紬もつられて瞼を閉じると柔らかい温もりが唇に触れた。

　――あの喫茶店以来の……キス。

　もう中森を拒む理由などない。紬は初めて彼を受け入れ広い背中に手をまわした。自ら愛しい男ひとの唇を割り、舌を差し入れ、熱い塊を誘うように絡め取る。

「ほぅ……大胆」

　お返しとはかりに、今度は中森の硬く尖った舌が紬の下唇と歯列の間に入り込み、歯の並びを確かめるように滑らかに動く。そして弄ぶように舌を転がしたと思ったら、付け根に痛みを感じるくらい強く吸い上げられた。混じり合った唾液が密着した唇を濡らし、乱れた呼吸は微かな喘ぎ声へと変わっていく。

　――好き……中森さんが……大好き。

　その想いを口にしようと決めた時、彼の唇が離れていく……。

　中森は額を合わせ奥二重の目を細めると、紬の唇に人差し指を突き立てた。

「ご褒美とスキンシップ終了！」

「えっ？　それだけ？」

　愛情はないの？　そう聞こうとしたが「他に何がある？」と聞き返され言葉を呑み込む。その時、頭を掠めたのは、竹下の言葉――。

〝悠弥は、絶対に宇田さんを好きにならないから……〟

　――ここで私が中森さんを好きだと言ったら、彼はなんて言うだろう。私を受け入れ、付き合おうと言ってくれるかな？　でももし、竹下課長が言っていたことが当たっていたら……。

　中森に断られ拒絶されれば、今までのように仕事終わりにふたりで飲みに行ったりできなくなるかもしれない。

　――イヤ……それだけは、絶対にイヤ。

　かと言って、竹下が言うその理由とやらを聞く勇気もない。それを聞き、本当に彼との未来がないと分かれば、それこそ立ち直れない。

　様々な想いが頭の中を駆け巡り、結局、紬は一番無難な選択をした。

　――このまま、今まで通り……そして中森さんの方から付き合おうと言ってくれるのを待とう。












　――その決断が正しかったのかは、二年経った今でも分からない。だって、私達の関係は何も変わってないのだから……。

　しかし紬達を取り巻く環境は少しずつ変化していっている。

　中森は課長に、紬は主任に昇格し、現在、紬が所属する班の長は中森だ。






　――ねぇ、中森さん、教えて？　私達の関係ってなんなの？

　同期？　上司と部下？　それともただの腐れ縁？　この焦れったい関係はいつまで続くの？

















第三章　意味不明男とヘタレ女












　木曜日――役職者定例会議。

　毎週木曜は業務終了後に主任以上の役職が集まり会議が行われる。議題はその時によって様々だが、殆どがシビアな内容だ。

　営業は成績が全て。契約が上がらなければ上司から給料泥棒と叱責される。その暴言に耐えたとしても、三ヶ月契約のない社員には支社長が持つ名簿に赤丸が付けられ、解雇対象者となるのだ。それが四ヶ月になると上司に別室に呼ばれ進退を問われる。

　つまり、自主退職を促されるのだ。そのことを主任になり初めて知った紬は、皆一緒に戦っている仲間じゃないかと憤慨したのだが、中森はその訴えを一刀両断。営業社員は自分の給料の三倍の売上を上げなければ会社の利益にならない。契約が取れない社員の給料は他の社員の売り上げで補填することになる。会社はボランティアではないのだと。そして早く切り替えてもっと自分に合う仕事を探した方が本人の為になると真顔で語った。

　中森の言うことは理解できる。しかし紬はその考えに納得できなかった。

「本日の解雇対象者は二名。対象者の居る班の長は厳しく対処するように……」

　そして対象者が居る班の課長もまた、プレッシャーを掛けられる。しかし中森班ができてから、彼の班から解雇対象者が出たことはない。それは、二ヶ月間契約がない社員に中森が営業を掛け感触の良かった顧客を担当させ、契約が取れるとその部下の成績として報告していたから。

　はっきり言って、中森の行為はルール違反。紬がその事実を知ったのは、親友の萌が二ヶ月間契約が取れず対象者になり掛けた時、彼女から聞かされたのだ。

『中森課長ね、班の部下は皆可愛い。誰ひとり欠けてほしくないって。それに、部下を守るのが上司の務めなんだって。このことが上にバレてクビになっても悔いはないって言ってたよ』

　それは決して自分の保身の為ではなく、部下の為。紬には冷酷なことを言っていた中森だけれど、根は情に厚い優しい人なのだ。でも、そのことが上にバレたとしても、おそらく中森が解雇されることはないだろう。今の営業部で中森は絶対的存在。中森なしでは名古屋支社は成り立たないとまで言われているのだから。

　この二年で中森は有り得ないくらい多くの契約を取り、輝かしい実績を残した。名古屋支社のみならず、本社までもが認めるトップセールスマンになっていたのだ。

「……今日の会議は以上。お疲れさん」

　支社長が立ち上がり、一時間ほどで会議は終了した。会議後は参加者全員で飲みに行くのが慣例になっているのだが、中森は紬を手招きして早々に会議室を出て行く。

「アイツらと飲んでもつまらねぇからな」

　そんな言葉を聞くと、つい聞きたくなる。

「私となら楽しいの？」

「んっ？　変なこと聞くなぁ。俺と宇田ちゃんは同期なんだぞ。楽しいに決まってるだろ？」

　中森の微妙な答えに紬は苦笑いを浮かべ、やれやれと息を吐く。何かと言うと〝同期〟という都合のいい言葉が返ってくる。未だに彼の真意が全く分からない。

　誰も居ない廊下を歩きエレベーターに乗ると、横に立った中森が不意に紬の髪に触れる。これもいつものこと。中森曰く、髪フェチなのだそうで、絶対に髪型を変えるなと口酸っぱく言われているのだ。だから紬はこの二年間、ずっと同じワンレンのストレートだ。

　彼女でもないのに髪型にまで口出しをする中森に辟易する。けれど、悲しいかな惚れた弱みで最後は受け入れてしまうのだ。

「宇田ちゃんの髪、マジで綺麗だな」

　髪だけ？　と言いたい気持ちを抑え「それはどうも有難う」と素っ気なく返す。

　すっかり暗くなった夜の街を並んで歩き、どうせまたいつもの居酒屋に寄るのだろうと思っていたら、中森が急に車道に出て右手を上げた。

　停車したタクシーを眺め「どこに行くの？」と聞くも「行けば分かる」と言うだけで何も教えてくれない。その時、背後から駆け寄って来る足音が聞こえた。

「中森課長～」

　声の主は島本だった。島本は紬より一ヶ月早く主任になり、先ほどの会議にも出席していた。そして紬と同様、現在は中森班だ。

「あ、もしかして今から飲みに行きます？　僕も連れてってくださいよ」

「やだ」

　中森が間髪入れず断るも、島本は勝手にタクシーに乗り込み満面の笑顔。

「いいじゃないですか。会議が終わると中森課長と宇田主任はいつも先に帰っちゃうし、たまには一緒に飲みましょうよ」

「チッ」と舌打ちをした中森が紬の手を引いて渋々タクシーに乗り込む。中森がタクシーの運転手に伝えたのは『雅』という店名のみ。

　走り出したタクシーは広小路通りを抜け、マンションが多く立ち並ぶ環状線を北区方面へと向かう。そして何度か交差点を曲がり、明かりが少ない路地へと入って行った。

　いったいどこに行くのだろうと車窓から目を凝らして外を窺うが、どうやら周りは畑のようで果てしなく真っ暗だ。暫く走ると進行方向にぼんやり店の看板らしき明かりが見え、タクシーはその看板の横で停車した。

「こんな寂しい所に鉄板焼きの店？」

「ああ、この店、海鮮が最高なんだ。たまには宇田ちゃんに旨いもの食わせてやろうと思ったのに余計なヤツがついてきて最悪だ」

　島本は思いっきり嫌味を言われているのに素知らぬ顔。それどころか鉄板焼きの店と知り興奮している。

　外観は掘っ立て小屋レベルのボロッちい店なのに、店内は高級店のような一枚板の立派なカウンターがあり、その奥には銀色の鉄板が天井のライトに照らされ眩い光を放っていた。

「大将、ひとり増えた。よろしく」

　紬を真ん中に三人並んでカウンターに座り、中森お勧めの海鮮を堪能する。高級黒アワビに活きがいい伊勢海老、北海道産の大きなホタテなど、どれも美味しかったが、特別に用意してくれていた松阪牛のシャトーブリアンがこれまた美味で、ほっぺが落ちそうなくらい絶品だった。

「あ～こんな豪勢な料理滅多に食べられないのに、スマホを会社に忘れてきちゃった。島本主任、ちゃんと写真撮っておいてね」

「了解！」

　自然に日本酒も進み、酔った島本が調子に乗って「おふたりは結婚しないんですか？」と大胆な質問を投げ掛けてきた。

　付き合ってもないのに結婚なんて、と「はは……」と笑った紬だったが、はたと箸を止め、これは中森の本心を知る絶好のチャンスかもしれないと隣の中森を凝視する。しかし中森は素っ頓狂な声を上げ、品なくゲラゲラ笑い出したのだ。

「はぁ～？　ガサツで男みたいな宇田ちゃんと結婚？　勘弁してくれよ」

「おと……こ？」

　紬にとってその言葉はかなりの衝撃だった。ガサツは言われ慣れている。けれど、男みたいと言われたのは初めて。でっかいハンマーで頭を思いっきりブン殴られたような気分だった。

　――中森さんが私をそんな風に思っていたなんて知らなかった。つまり、男＝恋愛対象外……ってことだよね。

　生気が失われ抜け殻のようになっていた紬に島本が追い打ちを掛ける。

「えっ？　結婚を前提に付き合っているんじゃないんですか？」

「何回言ったら分かるの？　付き合ってないって言ってるでしょ！」

　夢も希望も消え失せ、そういうほかなかった。

　二年間、待ち続けた結果がこれだ。見事に玉砕された紬は自暴自棄になり、目の前の徳利を掴むと空のビールグラスに日本酒をなみなみと注ぎ入れる。で、それを一気に飲み干した。現実逃避というやつだ。

「島本主任も飲んでよ」

　島本を巻き込みコップ酒をひたすら喉に流し込む。さすがに中森も心配になったのか、紬の肩を突っつき「飲み過ぎだぞ」と眉を顰める。

「私は飲みたいの。放っといてよ！」

　そう言い放った直後、紬の胸に妙な違和感が――。

「宇田主任って、胸デカいね～」

　泥酔して正気を失った島本が平然と紬の胸を揉んでいる。その光景を見た中森の眉が吊り上がり、凄い勢いで島本に掴み掛った。店内は騒然とし、島本の悲鳴と中森の怒号が響き渡る。が、当事者である紬はこの辺りから記憶がない。酔い潰れてカウンターに突っ伏して眠ってしまったのだ。

　どのくらい眠っていたのだろう……ほんわかとした温もりと心地いい揺れに懐かしさを感じ重い瞼をこじ開ければ、サラサラとした髪が頬に触れ爽やかな香りが漂ってくる。

　遠い昔、父親の大きな背中に背負われていた時の記憶が蘇ってきたが、それは父親の香りではない。

　――きっと、これは夢……中森さんへの未練がこんな夢を見させているんだ。

　そう思い再び目を閉じるもあまりにもリアルな夢に切なさを感じ、泣きそうになる。

　夢でしか甘えることができない愛しい男性ひと……。

　紬はだらんと伸びた両腕を交差させ、温かい背中に頬擦りする。

　――どんなに酷いことを言われも、中森さんが好き……。

　遣る瀬無い白い息を吐いた後、紬の意識は再び闇の中へと堕ちて行った――。












「中森さんのバカァ～大嫌い～」

　まだ酔いが醒めていない紬が力無く叫ぶと、中森の宥めるような声が頭上から降ってくる。

「そうかそうか、嫌いで結構」

　――やっぱりそうなんだね。中森さんは私に嫌われたって屁とも思ってない……って、なんで中森さんが居るの？

　自分は自宅のベッドの上に居ると思っていた紬はギョッとして顔を上げた。だが、そこは紬の自宅マンションではなく、独特な雰囲気が漂う見たことのない部屋。

　まず目に飛び込んできたのは、存在感のある豪華なシャンデリア。そして普通の人は絶対にチョイスしないだろうと思われる派手な壁紙。何より驚いたのは、紬が横たわっているキングサイズの大きなベッドだ。紬の乏しい知識でも分かる。ここは俗にいうラブホテル。

　仰天して飛び起きると、慌てて自分の体を確認する。

　スーツは着ている。パンストも履いたまま。どうやら何事もなかったようだと息を吐くと、ベッドの縁に座ったバスローブ姿の中森が髪をタオルドライしながらじっとりとした視線を紬に向けた。

「やっと起きたか、酔っぱらい。ったく、宇田ちゃんと島本のせいで鉄板焼き屋の大将が激怒して大変だったんだぞ。他の客に迷惑になるからもう来ないでくれって言われたよ」

「えっ！　中森さん出禁くらったの？」

「俺じゃない！　お前らふたりだ！」

　どうやら眠ってしまう前に紬も派手に暴れていたらしい。しかし鉄板焼きの店の出禁より、この状況の方が遥かに気になる。なぜ、中森とラブホに居るのか……。

「島本のヤツ、俺が呼んだタクシーに乗ってひとりで帰っちまったんだよ」

　中森の説明によると、呼んだタクシーが到着したので酔い潰れた島本を先にタクシーに乗せ、一旦、店に戻り紬をおぶって店を出ると島本を乗せたタクシーが忽然と消えていたのだと。ならば、またタクシーを呼べばいいのではと紬は安易に考えたが、どうもそういうわけにはいかなかったようで……。

　中森が配車を頼もうとしたところ、スマホが充電切れで起動せず、紬のスマホを借りようとしたのだがどこを探しても見つからない。

「あ、私、会社にスマホ忘れてきたから……」

「で、仕方なく店の電話を借りようと思ったんだ。でも、怒った大将は俺達が店を出るとすぐにシャッターを下ろして店を閉めちまってな」

　中森はシャッターを叩いて開けてくれるよう大声で頼んだが大将は出て来てくれなかった。それで仕方なく紬を背負い大通りまで出ようと歩き出す。けれど眠った人間というのは有り得ないくらい重い。さすがに腰にきて歩けなくなった。

「その時、このホテルが見えて必死に歩いてきたんだ」

「そういうこと……」

　ほんのちょっぴりだけど、紬は期待していた。でもこれは緊急避難で下心がどうのという問題ではない。たまたま偶然、目の前にラブホがあっただけ。第一、男みたいな女を中森が好き好んでホテルに連れ込むはずがないのだ。

　やり切れない思いで唇を噛むと中森が吐き捨てるように言う。

「ったく、ふたりして潰れやがって……お前ら最悪ペアだな」

　聞き捨てならない言葉――気持ちが萎えシュンとした紬だったが、その一言を聞いた瞬間、カッと目を見開く。

「ちょっと、あんなスケベな男と一緒にしないでくれる？　島本主任は私の胸掴んだんだよ！　こうやってギュッっと……」

　中森もその現場に居たのだから紬がわざわざ説明する必要はない。それが分かっていても興奮した紬は身振り手振りでセクハラ被害を中森に訴える。

「島本主任、絶対に許さないんだから！」

　怒りに任せフカフカのベッドに拳を叩き付けると、中森が少し紬に体を寄せて片方の口角を上げた。

「俺ならどうだ？　宇田ちゃんの胸、触らせてくれるか？」

　――よく言うよ。私を女だなんて思ってないくせに。

「ヤダ！　触りたかったらお金払って」

「な、金取るのか？」

「当然でしょ？　誰がただで触らせるものですか」

「ふーん……じゃあ、いくらならいいんだ？」

　中森の濡れた前髪から覗く妖艶な瞳が射貫くように紬を凝視する。

　――中森さん、どうしてそんな目で私を見るの？　そんな目で見つめられたら誤解しちゃうじゃない。

「……いち……うぅん、十万。十万円は出して貰わないと……」

「十万？　お前、ぼったくりバーみたいなヤツだな。十万払って胸揉むくらいなら、もっとイイことしてくれるとこ行くよ」

「ふん！　なら行けば？　この変態男！」

　そう罵ってプイと顔を逸らすも本当はそんなこと、これっぽっちも思ってない。本心は中森を誰にも渡したくないのにその想いを口にすることができないのだ。

　紬は強烈な虚無感に苛まれ眉間に深いシワを刻む。

「バカなこと言ってないで、宇田ちゃんも風呂入ってこいよ。温まるぞ」

「……お風呂？」

　普通、こんな所で好きな男性にそんなことを言われたら、その先を想像して心ときめくもの。しかしこの緊張感のないダラけた雰囲気はなんなのだろう。

　そしてヨタヨタとバスルームに向かう紬の背後から聞こえてきたのは、色っぽさの欠片もない能天気な中森の声。

「おーい、酔っぱらい！　滑って転ぶなよ～」

　だからなんの期待もしていなかった。

　――中森さんのことだ。私がお風呂から出たら大いびきをかいて寝ているかもしれないな。

　そう思っていたのだが……。

「起きてたんだ……」

　中森が寝ころんでいるベッドの縁に座り呟くと、彼が紬の湿った髪に手を伸ばす。

「濡れた髪もいいな」

　縮まった距離に胸が高鳴るも中森が褒めてくれるのはいつも髪だけだと思うと虚しくなる。

「髪……切っちゃおうかな」

　無自覚に紬の心を弄ぶ中森に仕返しできるとしたら、そのくらい。

「なんで？」

「もうずっとこの髪型だもん。飽きちゃった」

　すると中森が上半身を起こし、大きく首を振る。

「ダメだ。切るな」

　珍しく慌てた様子で紬の腕を掴む中森。紬はその手を振り払い彼に背を向けた。

「私に興味なんかないくせに……意味不明な束縛はやめてよ」

　紬はこの二年の間、いつかきっと中森が告白してくれる。彼の彼女になれるはずだと信じていた。しかし時に報われない恋に限界を感じ、終止符を打とうとしたこともあった。けれどその度、絶妙なタイミングでスキンシップという名のキスと思わせぶりな言葉で気持ちを引き戻されてしまうのだ。

　――そんなことの繰り返し。いい加減疲れちゃった。お願いだから私を惑わすのは、もうやめて……。

　膝の上の手をギュッと握り締めた時、不意に中森の吐息が紬の首筋を掠め、後ろからふわりと抱き締められる。

「興味は……あるさ」

　――えっ……。

　中森の囁くような声と鎖骨の辺りをなぞる指の感触でゾクリと鳥肌が立つ。

　紬は身動きひとつできず、ただひたすら一点を見つめ荒い呼吸を繰り返していた。

　既に中森の指は重なったバスローブの襟の間に滑り込み、紬の柔らかい肌を優しく撫でている。

「――嘘……だ」

　その手を掴み首を振るももう片方の腕で腰を強く引き寄せられ、首筋に痺れるような甘い熱を落とされた。

「興味津々だよ。お前が感じている時、どんな顔をするのか……見てみたい」

　――私の……感じている……顔？

　中森の口から発せられた予想外の言葉に全身の血が逆流するような衝撃を受け、拒んでいた手の力が抜けていく。それを待っていたかのように中森の手がバスローブの上を滑り落ちていった。だが、その動きが突然ピタリと止まる。

「なぁ？　十万円払えないけど、胸……触ってもいいか？」

　律儀に確認してくる中森に心の中で『それを今言う？』と突っ込み、苦笑しながら「……バカ」と呟いた。

　――この二年間、ずっと待っていたんだよ。いいに決まっているじゃない。

　紬は身をゆだねるように中森の胸にもたれ掛かり無言で小さく頷く。

「安心したよ。後で請求されたら困るからな」

　本気なのか冗談なのか……中森はクスッと笑い、バスローブの上から紬の胸を包み込む。

　じんわり伝わってくるその手の温もりと重み――愛しい男ひとの大きな手が、今自分の胸に触れている。そう思っただけで気持ちが高揚して頬が上気した。

　ふたつの膨らみを両手でゆっくり揉みしだかれて形を変える柔らかい乳房。タオル地のバスローブとブラに遮られていても刺激は十分伝わってくる。

　息を吐き出した紬の半開きの唇から控えめな声が漏れ、それが恥ずかしくて肩を窄すぼめれば、煽るように熱を持った耳朶を甘噛みされるのだ。紬の唇から再び甘い声が漏れる。

「はぁ……っ、ン」

「いい声だ……」

　痺れるような微かな痛みと鼓膜を揺らす低音ボイスに身震いした直後、中森の手が紬のバスローブの襟を勢いよく左右に割り開く。すると纏っていた布があっという間に腰の辺りまで滑り落ちた。

　暖房が効いているはずなのに一瞬ひんやりとした空気が紬の肌に纏わりつく。でも首から上は熱く火照り、今にも燃え上がりそう。気持ちを落ち着かせようと深呼吸をした刹那、中森が「これ、邪魔……」と不服そうに零し、紬の胸を包んでいた淡いピンクのブラを一気に捲り上げた。

　露わになった紬の豊満な胸がプルンと揺れる。

　――こうなることを望んでいたのに、凄く恥ずかしい……。

　中森には、男性経験は豊富だと豪語していたけれど、実際はそうでもない。男性に抱かれた経験は両手に余るほど。子供だとバカにされるのがイヤで背伸びをしていたのだ。でも、豊富とは言えなくても初めてではない。それなりに対処できると思っていた。なのに、いざとなると怖気づいてしまい含羞がんしゅうで体が前屈みになる。

　――私、初めての時より緊張してるかも……。

　そして今から中森の色素の薄い涼しげな瞳の前で自分の全てを晒すのだと思うと恥ずかしくて堪らなかった。

　我慢できず露出した胸を隠そうと腕を交差するも中森はそれを許さず、紬の手首を掴み胸から引きはがす。

「ヤダ……見ないで！」

　慌てて腰を折り、イヤイヤと被りかぶりを振る。そんな紬の背中に唇を押し当てた中森が囁くように言った。

「直接見なかったらいいのか？」

　――直接、見ない？　それ、どういうこと？

　紬は中森の言葉の意味が理解できず、うずくまったまま疑問の瞬きを繰り返す。と、突然中森が紬の腰に手をまわし、素早く体を反転させた。

　強引に体を起こされた紬は上半身裸の自分と目が合いギョッとする。

　目の前には大きな鏡。肩と腰に巻きついた中森の逞しい腕の間で、つんと上を向いたたわわな胸が揺れていた。

「鏡越しならいいだろ？」

　ようやく中森の意図を理解した紬はしてやられたと蒼白になる。が、慌ててももう遅い。中森は淫靡な瞳で露わになった胸乳むなぢを凝視していた。

　身を捩ってその視線から逃げようとするも既にふたつの膨らみは中森の大きな掌の中。彼の長い指が白い肌の中へと沈み込んでいく。その間も中森は鏡の中の紬から目を逸らすことなくその表情を注視していた。

　――ああ……中森さんが見てる。

　焦げるような熱視線と直接肌から伝わってくる彼の体温に刺激され、紬の体も熱く火照り心臓の鼓動が耳の奥で大きく響いた。

「この胸だったら十万払ってもいいかもな」

　鏡越しに嬌笑した中森が乳丘を鷲掴みにし、円を描くように大きく揉みしだく。指の間で見え隠れする桜色の蕾も同様に揺れ、それを二本の指で強く挟まれると先端にビリビリと電気のような刺激が走った。

「っ……う」

「ほら、見てみろよ。もうこんなに固くなってる」

　骨張った長い指に摘ままれた蕾はぷっくりと膨れ上がり熟れた果実のように色を濃くしている。

　恥ずかしいという気持ちは変わらない。でも、サディスティックな中森の視線が怪しげに光る度、下腹部の辺りがジュンと疼き、肌が紅に染まっていくのがはっきり分かった。そして上気した頬とトロンとした自分の目が凄くいやらしくて、それもまた紬の欲情を刺激した。

　――私、淫らな自分に興奮してる。

「はぁ……ン、中森……さぁん」

　更なる甘美な刺激を求め彼の肩に頬を乗せれば、胸から滑り落ちた手が下半身を覆っていたバスローブを掴み豪快に投げ捨てる。それがベッド横の床に舞い落ちるより早く中森の大きな手が繊細なレースをあしらったショーツを捉えた。

「可愛い……」

　それはお気に入りのショーツのことなのか、それとも恥じらう紬のことなのか、何に対して発した言葉か分からなかったけれど、彼から〝可愛い〟という言葉が聞けたことが嬉しくて紬の口元が綻ぶ。

　――私のこと、女として見てくれている……。

　しかしその喜びはすぐに戸惑いへと変わっていった。

　中森が突然紬の足をすくい上げ、膝裏を掴むと自分の方へグイッと引き寄せたのだ。

「えっ……」

　気づいた時には、紬のスラリと長い足は左右に大きく開かれ、あられもない姿が鏡面に映し出されていた。慌てた紬が足を閉じようと暴れるも中森の脚が股の間に割って入り、それを阻止する。

「こんなの……ヤ……っ」

　淫らに開脚した自分の姿を直視できず目を逸らしたのだが、顎を掴まれ視線を戻されてしまう。

「ちゃんと見てろ。ここからが本番だ」

　中森は唇に笑みをたたえ、ショーツのクロッチ部分に中指を這わせた。軽く撫でられただけで体がビクッと反応し、欲しかった甘い刺激が全身に広がっていく。

「うっ、ふっ……」

　花芽の辺りを何度も往復する指に堪え切れず声が漏れ、爪を立てて弾かれるとその快感に肢体が震えた。自分でも触られた部分がじんわり湿っているのが分かる。

　――あぁ……どうしよう。中森さんに濡れてるのがバレちゃう。

　まだ微かに残る理性と羞恥が紬の体を強張らせるも彼の指が敏感な部分を滑る度、悦の波に呑まれそうになるのだ。

　全てを曝け出し、この恍惚とした刺激に浸ってしまおうか……でも、淫らに陶酔する自分の姿を晒したくない。その相反する思いが紬の中でせめぎ合っていた。

　しかし体は正直で、濡れそぼった蜜芯は中森の指で甘やかされたいと啼いている。
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　欲しい――そう思った時、絶妙なタイミングで中森の長い指がショーツの隙間から滑り込んできた。

「もうこんなに濡らして……宇田のここ、凄く熱い」

　露骨に指摘されると死ぬほど恥ずかしい。

　中森は紬の首筋にキスを散りばめながらその視線は一点を見つめている。まさに視覚で犯されているという感じだ。

　溢れ出た蜜に濡れた中森の指がシャンデリアの光を反射してキラキラ光っている。彼はその濡れた指の腹で主張し始めた秘芽をゆるゆる転がし、押し潰すように撫で、そして爪で優しく引っ掻いた。

　ジンジンと刺すような切ない刺激――紬は強烈な疼きに耐えられず、眉間に深いシワを刻み大きく仰け反る。

「そ、そこ……あ、ダメぇッ」

「そう……じゃあ、こっちは？」

　冷静に返した中森が薄紅色の襞を割り、中指を蜜口にあてがう。そしてゆっくり隘路あいろへと沈めていく。既にたっぷりの蜜で潤っていたナカは中森の指を難なく受け入れ、長い指が悩ましく動くと卑猥な水音が響いた。

「こっちはもっと熱い……指が溶けそうだ」

「そんな……言わないで。ふっ……あ、もう……んんっ」

　得も言われぬ快感に腰が浮き、更にその指を抜き差しされると蜜口からとめどなく愛液が溢れ出て喘ぎ声が止まらなくなる。

　――あぁ……中森さんが見ている。私の恥ずかしい姿を見ている。

　自由を奪われ、秘所を弄ばれているところを凝視されるというこの被虐的な状態が紬の興奮をより一層掻き立て、指の動きに合わせ自然に腰が揺れていた。

　高揚した体はもう自分の意思では制御できず、本能のまま乱れ、隘路を掻き回す水音に興奮して悦に満ちた甘たるい声が漏れる。

　暫くすると中森が「ここだな」と呟き、ある部分を執拗に擦り押し上げた。その瞬間、眩い閃光が走り、今まで感じたことのない激しい快感がせり上がってくる。

　――あぁ……何？　この感じ……。

「うっ……あ、私、なんか……変……」

「ほら、我慢しないでイっていいぞ……」

「イ……イクって……これが？」

　言うより早く紬の体が弓なりになり、外を向いたつま先が震えながらツンと伸びた。同時に紬の隘路が中森の指をギュッギュッと締めつけ、甘えるように絡みつく。

　以前、付き合っていた彼とのセックスもそれなりに感じ、気持ちいいと思っていた。けれど、これほどまでの絶頂感は味わったことはない。

「いい……こんなの……知らない」

　紬は初めて昇りつめ果てるという極上の世界を知ったのだ。

　中森の指が熱い愛蜜を纏い柔穴から抜け出た後も激しい心音は納まらず、荒い息が豊満な胸を揺らす。そんな紬を静かにベッドに寝かせた中森が「初めてイった感想は？」と顔を覗き込んできた。

「意地悪……」

　赤くなった頬を隠すように横を向くと中森が乱れたシーツを手繰り寄せ、紬の裸体にそっと掛ける。

　――えっ……。

　当然、この後、中森と結ばれるのだと思っていた紬は戸惑いを隠せない。

「中森さんは？」

「俺のことは気にするな。宇田ちゃんが満足してくれれば、それでいい」

　その瞳はどこか寂しげで愁いを帯びていた。

「さぁ、もう遅いし、寝るか……」

　中森は何事もなかったようにベッドに寝ころぶと紬に背を向ける。

　――どうして……？　なんで抱いてくれないの？　ここまできてお預けなんてあり得ないでしょ？

　今までこんな経験がないからどうしていいか分からず、広い背中を見つめることしかできない。が、その時、ある思いが脳裏を掠め火照った体が一気に熱を失う。

　――もしかして……私じゃダメってこと？












　――翌日。

　初めてふたりで迎えた朝なのに紬の気持ちは沈んでいた。喜びも感動もない。あるのは中森を置き去りにしてひとりで乱れ、果てた恥ずかしさ。まだ昨夜のショックから立ち直っていなかったのだ。

　――中森さんは私のあんな淫らな姿を見ても全然欲情しなかった。

　紬はすっかり女としての自信をなくし、鬱々と視線を落とす。

　しかし中森は普段と何も特に変わらない。いつものようにバカみたいな冗談を言ってひとりで笑っている。そして昨夜のことには一切、触れない。それがかえって紬の自尊心を傷つけた。

　――中森さんは私を傷つけないようわざと明るく振舞っているのかもしれない。

　ホテルを出た紬と中森は畑の中の一本道を歩き、大通りまで出てコンビニで菓子パンと缶コーヒーを買ってタクシーを拾う。

　中森は会社が入るビルの前まで行くようタクシーの運転手に告げていたが、紬が無理やり手前の交差点でタクシーを停めた。

「中森さん、先に行って」

「なんで？」

「会社の人に見られたら面倒でしょ」

　別にコソコソする必要などなかった。紬と中森は普段からいつも一緒。ふたり揃って出社してもきっと誰も何も言わない。それでも彼と離れて歩きたかった理由は、苦しかったから。

　ふて腐れた中森が渋々歩き出すと紬は白い息を吐き、少し時を置いて足を踏み出した。三メートルほど先を歩く中森の背中がやけに遠く見え、遣る瀬無さと寂しさが心の中で交差する。その時、誰かが紬の肩を叩いた。

「宇田りん、おはよ～」

「萌……」

　同い年の萌は営業部で唯一、本音を語れる親友だ。彼女にだけは、中森のことも自分の気持ちも包み隠さず全て話し、何かあると相談に乗ってもらっていた。

「ちょっと～宇田りん、昨日はどこに泊まったのよ？」

　紬はその言葉にたじろぎ、思わず後退る。

「どうして分かったの？」

「そんなのすぐ分かるよ。昨日と同じスーツ着てるし、それに髪の香りがいつもと違うもん。ねぇ、どこに泊まったのよ？　てか、誰と泊まったの？」

「さすが目ざとい萌だね。隠しごとできないな」

　感心しながら昨夜のことを萌に話すと萌は大興奮。「凄い進歩じゃない！」と紬の背中を何度も叩く。

「でも、最後までデキなかったんだよ。なんだか私、ショックで……」

　落ち込む紬に向かい、萌がニヤけながら実にポジティブな言葉を口にした。

「じゃあ、次、頑張ればいいじゃん」

「次って言われても……」

「宇田りん、いい？　今までずっとキス止まりで、正直もうなんの進展もないのかな～って思ってたのに、理由はどうであれラブホに行ってそれらしい雰囲気になったんじゃない。それに男の人ってアルコールが入るとダメになる人居るみたいだし、そんなに心配しなくていいと思うよ」

「えっ……そうなの？」

　萌も同じような経験があるそうで、しこたまお酒を飲んだ彼とできなかったことがあったと苦笑する。

「へぇ～萌もそんなことがあったんだ」

　自分だけじゃないと分かると気持ちが幾分楽になった。

「そういう時の男って結構ショックみたいだからさ、気にしてない振りしてあげた方がいいよ」

　――ああ……そうか。私なんかより中森さんの方がずっと傷ついていたのかもしれない。だからすぐ背を向けて寝ちゃったんだ……。

　あんな中途半端な形で終わってしまったのは、紬に魅力を感じなかったからではなく、アルコールのせい。

　――男の人の体も結構、デリケートなんだ。

　納得した紬は前を行く中森の背中を見つめ安堵の息を吐いた。












　会社に到着してタイムカードを打刻すると、紬はある人物の元に駆け寄り食って掛かる。

「はぁ？　僕が宇田主任と中森課長を置き去りにした？」

「それだけじゃないよ。私の胸も揉んだんだから」

「えっ！　宇田主任の胸を？　またまた～朝っぱらから冗談はやめてよ～」

　島本は昨夜の記憶が全くないと言い張り、置き去り事件とセクハラ行為をうやむやにしようとした。そこへ中森が口を挟む。

「島本、宇田の胸揉んだら十万円らしいぞ。今度の給料から天引きしとくか？」

「ひっ……じゅ、十万？　それって、ぼったくりバーみたいじゃないですか？」

　――それ、どこかで聞いた台詞だ。

　しかし中森は自分が言ったことは棚に上げ「よくそんな失礼なこと言えるな。宇田ちゃんをぼったくりバーと一緒にするな！」と島本を睨みつける。自分には甘く他人には厳しい自己中男だ。

　そんな自己中男の中森から昼休み前にメッセージが届く。

《昼にあの喫茶店に来い。話がある》

　中森は朝礼が終わるとアポに出掛けて行き、帰社予定は午後十二時になっていた。

　――私に話？

　あんなことがあった後ということもあり、話の内容が凄く気になる。

　紬は昼休みになるとダッシュで喫茶店に向かった。細い路地に入り古びた喫茶店のドアを開けると、一番奥のテーブルで腕組をしている中森の姿が目に入る。

「来たか……」

　いつになく真剣な顔……紬は戸惑いつつコートを脱ぎ、中森の前の席に腰を下ろした。

「話って……何？」

　そう聞く紬に、少し前屈みになった中森が口を開く。

「実はな……」

　だがその時、二十代前半と思われるスーツ姿の若い男性ふたりが大声で話しながら紬達の隣の席に座った。落ち着いた雰囲気の店内は一変。彼らの遠慮のないバカ笑いで騒々しくなり、周りの客達も眉を顰め怪訝な顔をしている。

　紬も迷惑だなと思いつつ中森に視線を戻すと、彼も不機嫌な顔で隣のふたりを睨んでいた。そんな周りの目など気にする様子もなく、ふたりは更に声を張り上げ仕事の話を始める。

「お前、あの上場企業の佐藤さとう物産に営業に行ったんだって？　あんなデカい会社によく行ったな」

「何言ってんだよ。会社の規模じゃこっちだって負けてないし、俺は中小企業をチマチマ回るのは性に合わないんだよ。狙うなら大企業だろ」

「で、結果は？　契約取れそうなのか？」

「まぁな～話をしたのは広報の係長だったけど、なかなかいい感触だった。あれはイケるな」

　得意げにふんぞり返る男性の話を聞き、中森が豪快に吹き出した。

「広報の係長？　バカじゃね～？」

　その声が結構デカく、焦った紬は中森のスーツの袖を引っ張り、余計なことは言わないでと目で訴える。しかし時すでに遅し……中森の声はしっかり聞こえていたようで、隣のふたりが眼光鋭く中森を睨んでいた。

　――うわぁ～最悪……！

　紬が顔を引きつらせたのとほぼ同時にひとりが立ち上がる。

「おい、オッサン、偉そうなこと言ってくれるじゃねぇか。バカってなんだよ？」

「あ、ごめんね。この人、ちょっと変わってるの。だから気にしないで」

　なんとか穏便に済まそうと紬が仲裁に入るも中森は怯むことなく更に悪態をつく。

「広報の係長になんの権限がある？　そんなことも分からないとはな……アイム開発の営業も随分レベルが落ちたもんだ」

　――えっ、この人達、アイム開発の営業なの？

　アイム開発は紬達が勤めるライフリゾートと同業。しかし向こうはこの業界では老舗の大企業。ライフリゾートとは規模が違う。

　――でも中森さんは、どうしてふたりがアイム開発の社員だって分かったんだろう？

　だが、今はそんなこと考えている場合ではない。中森とアイム開発の社員はどちらも殺気立ち、一触即発状態。紬はどうしていいか分からず、ひとりオロオロしていた。

　そして中森が発した「営業の〝え〟の字も知らないガキが偉そうに能書き垂れてんじゃねぇよ！」がとどめの一言になり、立ち上がっていた男性がいきなり中森の胸ぐらを掴んだ。

　中森が殴られると思った紬はなりふり構わずふたりの間に割って入り、中森の体に覆い被さる。

「やめて！　中森さんを殴らないで！」

　紬の予想外の行動に驚いたのか、男性の動きが止まった。で、中森はというと、紬の体を押し退けようともがいている。

「バカ、何やってんだ！　どけ！」

「いや！　絶対にどかない」

　必死に中森の体にしがみついていると、後ろの方で怒鳴り声が聞こえた。

「おい、何やってんだ！」

　――えっ……まさか、もうひとり増えた？

　恐る恐る振り返ってみれば、はち切れそうなパツパツのスーツを着たラガーマンのような男性がアイム開発のふたりを睨みつけている。睨まれているふたりは直立不動でピクリとも動かない。どうやらこのふたりにとって、この人物は怖い存在のようだ。

「喫茶店で喧嘩なんかするんじゃない！　もっと社会人としての自覚を持て。お前達が問題を起こしたら会社にも迷惑が掛かるんだぞ」

　――あぁ、なるほど。この人もアイム開発の社員。ふたりの上司なんだ……。

　上司に怒鳴られシュンとしていたふたりだったが、遠慮気味に「違うんです……」と反論した。

「この人がウチの会社をレベルが低いとか言ってバカにしたもので……」

　その言葉を聞いたマッチョ男の眉がピクリと動き、紬達の方に視線を向けた。

　――うわっ！　まさかこの人まで怒らせちゃった？　こんな人に殴られたら死んじゃうよ～。

　中森に抱きついたまま恐怖に震えていると――。

「あっ……中森部長じゃないですか！」

　――えっ、中森部長？

　その呼び方に聞き覚えがあった。二年前、研修初日に竹下が中森をそう呼んでいたのだ。顔を上げると中森がばつが悪そうに苦笑いをしている。

「大橋おおはしか……久しぶりだな」

「はい、ご無沙汰しております。まさかここで中森部長とお会いできるなんて……驚きました」

　その大橋という男性は中森に深々と頭を下げ、自分の部下が迷惑を掛けたことを詫びている。

「こら、お前達もちゃんと挨拶しろ。この人はアイム開発の営業部で歴代一位の売り上げを上げた中森部長だ。名前くらいは聞いたことあるだろ？」

「えぇっ！　あの伝説の中森部長ですか？」

　さっきまで中森をオッサン呼ばわりしていたふたりの顔から血の気が引き、平身低頭で謝り始めた。

「中森さん、伝説なんだ……」

「まぁな」

「どんな変態伝説なの？」

「なっ、俺のどこが変態なんだ？」

　いつもの調子で中森に嫌味を言っている紬を、なぜか大橋が食い入るように見つめている。そしてとても小さな声で呟いた。

「……まさか、江川えがわさん？」

「江川……？」

　紬が復唱すると大橋の顔色が変わり「あぁ……違いますよね。すみません」と焦った様子で中森に謝る。

「もういい。それより大橋は昼飯食ったのか？　まだだったら一緒に食ってけよ」

　中森が誘ったのは大橋だけだったのになぜか他二名も居座り、五人でランチをすることになってしまった。

　大橋は中森の武勇伝を部下ふたりに自慢げに話し、人としても尊敬できる立派な上司だったと熱く語っている。その大絶賛に紬が眉を顰めた。

　――中森さんがそんな清廉潔白なはずがない。

「あの、大橋さん、もっとダークな腹黒話とかないんですか？」

「は、腹黒？」

「はい、自己中なところとか……女癖が悪いとか……」

「中森部長が自己中だなんてとんでもない。それに女癖も悪くないですよ。一途だったし」

　――……一途？

　その言葉に反応した紬が大きく目を見開く。

　中森が一切、口にしない過去の女性関係を知る絶好のチャンスだと思ったのだが、大橋が再び慌て出し、紬に向かってペコペコ頭を下げて詫びる。

「す、すみません。僕、昔っから一言多いって中森部長に叱られていたんですよ。彼女さんの前で余計なことを言いました。本当にすみません」

　大橋が誤解していると分かり、紬は慌てて否定した。

「ち、違います。私、中森さんの彼女じゃありません」

「えっ？　違うんですか？　さっき中森部長を必死に庇っていたから、てっきり彼女さんだと……」

　――だったらいいんだけど。残念ながら私は中森さんの彼女じゃない。

「私はただの同期です」

　満面の笑みで中森に向かって「ねっ！」と同意を求めるも中森は何も言わず、フォークに絡めたあんかけスパを黙々と口に運んでいる。そして全て平らげると伝票を持って立ち上がった。

「そろそろ昼休みが終わるから行くよ。大橋とそっちのふたり、仕事頑張れよ」

「えっ、ちょっと待って。私まだ全部食べてない」

「ったく……食うの遅いくせにベラベラ喋ってるからだ。待っててやるから三分で食え」

「さ、三分？」

　大橋が口を滑らせたあのことを聞く間もなく、大急ぎであんかけスパを口にねじ込み水で流し込む。そんな紬を呆れたように眺めていた中森だったが、ため息をつくとアイム開発の若いふたりに視線を向けた。

「三分あるから最後にひとつだけ言っておく」

　すっかり意気消沈して大人しくなっていたふたりが揃って姿勢を正す。

「佐藤物産の名古屋支社で全ての決定権を持っているのは、支社長を兼ねている支部長だ。普通に営業に行っても約束がなければ絶対に会ってくれない。そこでだ。一番手っ取り早いのが支部長の秘書の前園まえぞのって女に気に入られること。前園は支部長のスケジュールを全て管理している。それに支部長の女だから、前園が首を縦に振れば支部長が拒むことはない。ちなみに前園の好物は肉。接待して旨い肉食わしてやれば喜ぶぞ」

　ふたりは不思議そうな顔をして中森を見上げている。

「……どうしてそんなに詳しいんですか？」

「佐藤物産は、俺がアイム開発に居た時の顧客だ」

「えっ、そうなんですか？」

「そういうこと。まぁ、頑張れ。あ、三分経ったな。行くぞ」

　まだ少しあんかけスパが残っていたが時間オーバーで中森に腕を引っ張られる。

　紬は喫茶店を出たところで、どうしてあのふたりがアイム開発の社員だと分かったのか中森に聞いてみた。

「社章がスーツの襟についてたろ？」

「ああ～社章バッチね。でも、中森さんいいとこあるじゃない」

「佐藤物産のことか？」

　紬がこくりと頷くと中森が不敵な笑みを浮かべる。中森がこんな顔をする時は何か良からぬことを企んでいる時だ。

「楽しみだな」

「何が？」

「その前園って女は肉だけじゃ済まなくなるかもしれないからな。佐藤物産に営業に行ったあのガキがどう対処するか……見物だ」

　どうやら中森は、あのふたりに大事なことを言わなかったようだ。

「前園が好きなのは肉だけじゃない。若い男も大好物なんだ。アイツ、前園に食われるかもな」

「うっそ……中森さん、性格悪過ぎ……」

　そう言った後である疑問が頭を掠める。

「中森さんは……食べられなかったの？」

「俺が？　まさか……そこは上手く逃げたさ。据え膳食わぬはなんとやらって言うけど、俺はそうは思わない。好みじゃない女とは寝ない主義なんだ」

　――好みじゃない女とは……寝ない？

　萌の話を聞き、昨夜のことはお酒のせい。自分に魅力がなかったわけではないと自分を納得させたが、今の一言で一気に不安になる。

　――もしかして……中森さんはできなかったんじゃなく、自分の意思でしなかったんじゃあ……。

　それはつまり、紬が好みの女ではないから抱けなかったこということ。

　――あんな雰囲気になったからつい手を出してしまったけれど、私を女として見れなかったから途中で気持ちが萎えてしまったんだ。やっぱり、中森さんは私を好きじゃない。

　ショックで頭の中が真っ白になり、紬の瞳にじんわり涙が滲む。

「――ってわけだ。まぁ、仕方ないよな……」

「う、うん……」

　無意識のまま相槌を打ち、我に返ってハッとする。紬が動揺して蒼白になっている間に中森が何か話していたようだったが、その声は紬の耳には全く届いていなかった。しかし紬は聞き逃した話の内容など、どうでもよかった。

　――とにかく今は、この零れ落ちそうな涙を中森さん見られたくない。

　そんな思いで足を止め灰色の曇天を見上げた。






　オフィスに戻ると同じ班の荒川がアポが取れたと中森の元に駆け寄って来る。荒川は三ヶ月間、契約がなく崖っぷち状態だったので嬉しかったのだろう。そのつぶらな瞳は涙で潤んでいた。

「今から会ってくれるそうです。中森課長……同行して頂けますか？」

　中森も嬉しそうに「もちろん」と声を弾ませる。

　場所は静岡の焼津。会社からだと高速を使っても片道三時間は掛かる。中森は「直帰だな……」と呟き、アタッシュケースを手にした。

　今日はもう中森の顔を見ることはない……そう思いながら中森と荒川を見送った紬は自分のデスクに腰を下ろすと素早くヘッドセットを装着する。

　何かしていないと中森のことばかり考えて更に落ち込んでしまいそうだったから。しかしその声には覇気がなく、断られると粘ることなくあっさり引き下がってしまう。そんな自分に苛立ちを覚えた。

　――中森さんと仕事は関係ないんだから気持ちを切り替えないと……。

　自分を鼓舞し、次に電話をする人物の氏名を確認しようとした時、内線が鳴った。

『……宇田さん、あ、いえ、宇田主任だったわね。お疲れさま』

　――この声は……。

「竹下課長……ですか？」

『悪いけど、今は課長じゃなく部長よ』

「す、すみません。あの……どうして竹下部長が名古屋支社に……」

『出張で近くまで来たから名古屋支社に寄ったの。でも、あの問題児だった宇田さんが主任になるとはね……研修担当者としては、涙が出るほど嬉しいわ』

　絶対に嘘だと思ったが、言えるはずもなく苦笑しながら「有難うございます」と返す。

『……お祝いしないとね』

「えっ？」

『あなたの昇進祝い。宇田主任、仕事終わったら付き合ってちょうだい』

　主任になったのは半年も前のこと。恐縮しながら丁重に断るも部長命令だと押し切られてしまった。

　――よりによって、メンタルズタボロの時に……最悪だ。

　仕事が終わると紬は問答無用で竹下に錦にしきのラウンジバーに連れて行かれた。ジャズが流れるシックで落ち着いた雰囲気の店内はギリギリまで照明が落とされ、各テーブルを淡い暖色系のスポットライトが照らしている。

「ここはね、前の会社に居た時、悠弥とよく来てたの。全然変わってないわ～」

　迷わずボックス席に座った竹下が店内を見渡し懐かしそうに微笑む。

　――でも、どうして私なんだろう……。

「久しぶりに名古屋に帰って来られたのですから、私より中森課長を誘った方が良かったのでは……？」

　しかし竹下は緩々と首を振り、名古屋に来るのは久しぶりではないとう言う。

「毎週、週末には帰って来ているのよ。それに悠弥とは近々会う予定だから」

　竹下は紬に「一緒でいいでしょ？」と声を掛けると返事も聞かず、カウンター奥に居る男性バーテンダーにシンガポールスリングをふたつオーダーした。

「それで、悠弥とは仲良くやってる？」

　――ああ……そういうことか。竹下部長は、中森さんとのことを聞きたかったから昇進祝いだなんて言って私を誘ったんだ。

「はい、一応……」

　力無く答えると、いきなり直球が飛んできた。

「ふーん……で、セックスはした？」

　その質問は今の紬にとって最大の地雷。一瞬呼吸が止まり、視線が彷徨う。

「聞こえなかった？　セックスはしたかって聞いたの」

「そ、それは……答える必要はないかと。プライベートなことですから」

　精一杯感情を抑え冷静に返すも動揺は隠せない。

「ふふ……いいのよ。無理しなくても。そういう関係にはなっていない……でしょ？」

　竹下はまるで何もかも見透かしているような自信に満ちた目をしていた。

「私が本社に行く前に言ったこと覚えてる？　悠弥を好きになるのはいいけど、それ以上を望むのならやめた方がいいって言ったでしょ？　じゃないと、あなたは泣くことになるって」

　――覚えている。忘れたことなどない。そしてその通りになっている。

「万が一、そういう雰囲気になったとしても、悠弥は宇田さんを絶対に抱かない」

　竹下の言葉は鋭い刃物のように紬の胸を深く抉った。

　――竹下部長は中森さんの何を知っての？

　紬はテーブルに置かれた夕焼け色のカクテルを一気に飲み干し、身を乗り出す。

「お願いです。そう思う理由を教えて下さい！」

　竹下は少し間を置き「……あなたの全てがダメなのよ」と呟く。

「えっ……全て？」

「そう、何もかも全部ダメ！」

　紬を全否定するだけで理由を言わない竹下に苛立ちを覚え、つい声を荒らげてしまった。

「言っている意味が分かりません。分かるように説明してください！」

　そんな紬の態度が気に入らなかったのだろう。突然立ち上がった竹下が鬼のような形相で怒鳴る。

「あなたは悠弥の傍に居てはいけない人なの！　もう悠弥に関わらないで！」

　竹下は財布から取り出した一万円札を紬に投げつけてバーを出て行く。ひとり取り残された紬は暫し呆然と竹下が出て行ったドアを見つめていた。

　――私の何がダメなの？　どうして私が中森さんの傍に居ちゃいけないの？

















第四章　絶望と希望のハザマ












　竹下と会ってから十日後――。

　気づけば街にはイルミネーションが瞬き、一日に何度もクリスマスソングを耳にするようになっていた。世間は浮かれているのに紬は憂鬱な日々を送っている。

　――なんだろう、この気持ち……。

　悲しいというより、諦めの方が大きかった。

　だからなるべく直帰できるようなアポを取り、中森と距離を置くようにしていた。

　竹下に言われたからではない。少しずつ亀裂が生じた紬の心は既にヒビだらけで崩壊寸前。もう一度何かあれば、完全に壊れてしまいそうで怖かったのだ。






　今日は土曜日で仕事は休み。特に予定はなかったのでお昼前までゴロゴロして、お腹が空いてきたのでようやくベッドから起き上がった。

　――こんなことしてたら体が鈍っちゃう。そろそろ新しいスーツも欲しいし、ショッピングにでも行こうかな……。

　冷蔵庫の中にあるもので簡単に食事を済ませ、メイクをして玄関のドアを開けると空はどんよりとした雲空。今にも雨が降り出しそう。一応、折り畳みの傘を持ち名古屋駅に向かった。

　駅横のデパートを覗いてストールを購入し、ここまで来たのだからミッドランドスクエアと大名古屋ビルヂングも覗いてみようとＪＲの駅を出る。

　――あ、雨だ。

　地下から行こうか迷ったけれど、階段を下りるのが面倒だったので屋根のある歩道を歩き、横断歩道の前で折り畳みの傘を開いた。その時、紬はあるものに気づき「えっ」と小さな声を漏らす。

　それは、多くの人が行き交う中でも一際目立つショッキングピンクの傘。

　まさかと思ったが、もしかしてと思い直し近づいてくるショッキングピンクの傘を目で追う。やっと視界を遮っていた前の人が横にそれ、その傘をさしている人物が誰か分かった瞬間、紬は横断歩道の真ん中で立ち止まってしまった。

「嘘……」

　こんなところで中森に会うとは思っていなかったから当然驚いたのだが、それより紬を愕然とさせたのは、ショッキングピンクの傘の下で彼に寄り添い一緒に歩いている竹下の姿を見たから。

　仲良く腕を組み笑顔で語らいながら歩いているふたりは紬に気付いてない。なので、このままやり過ごそうとした。しかし立ち止まっている紬の傘に後ろから歩いてきた人の傘が触れ、相手が「あっ」と声を上げたものだから、丁度、真横を通り過ぎようとしていた中森の視線が少しだけこちらに向いたような気がした。紬は咄嗟に自分の傘を倒して顔を隠す。

　――見られた？　ううん、一瞬だったから分からなかったかも。

　恐る恐る後ろを振り返ってみれば、ショッキングピンクの傘は不規則に揺れながら駅の方に向かっている。

　ホッとして胸を撫で下ろすも、どうして自分がこんな風にコソコソ隠れなくてはいけないのだろうと複雑な気持ちになった。

　――そう言えば、私、休日に中森さんに誘われたこと、一度もなかったな。

　そして竹下が毎週、週末に名古屋に帰って来ていると言っていたことを思い出す。

　――まさか……中森さんと会う為に？

　竹下が東京本社に転勤が決まった時、中森は竹下との関係を否定していたが、あれは二年も前のこと。二年も経てば人の気持ちも変わる。

　――わざわざ毎週、東京から戻って来る竹下部長と食事だけしてバイバイなんてあり得ないよね。それに、何もなければ竹下部長と会っていることを話してくれたはず。黙っていたってことは、知られたくなかったから……。

　自分の知らないところでふたりが逢瀬を重ねていたのだと思うと心が乱れ、夢中で駆け出す。が、数メートル走ったところでハッとして足を止めた。

「あっ、もしかして……竹下部長、気づいていたんじゃあ……」

　――私と中森さんが一線を越える寸前までいったことを……だから、わざわざ私を呼び出してラウンジバーであんなことを言って釘を刺した。

『万が一、そういう雰囲気になったとしても、悠弥は宇田さんを絶対に抱かない』

　――あれは、自分は中森さんの彼女だという自負から出た言葉。でなければ、あれほど自信満々に断言などできないはずだ。現に中森さんは私を抱かなかった……。

　もうショッピングどころではない。紬はそのまま地下に入り地下鉄の駅に直行した。

　半分意識がない状態で電車を降り、改札を抜けて地上に上がったところで車内に傘を忘れたことに気づく。

　雨が止む気配はない。仕方なくコートの中に鞄を入れて歩き出したのだが、冷たい冬の雨はあっという間に全身の体温を奪い吐き出す白い息は今にも凍りつきそう。マンションに着いた時には体の震えが止まらず、指先の感覚は麻痺していた。

　――寒い……。

　ようやく溜まったバスタブのお湯に浸かると凍えた指先と傷ついた心がジンジンと痛み涙が溢れてくる。

　――もうホントに終わりにしなくちゃ……この未練を断ち切らないと私の心は壊れてしまう。中森さん、後何回泣いたらあなたを忘れられるの？　お願いだから早く私の心の中から出てって……。






　暫くすると紬は体に異変を感じた。

　熱いお湯に浸かって体は温まったはずなのに寒気がする。そうこうしていると頭が痛くなり、くしゃみが止まらなくなった。これは完全に風邪だ。以前購入した市販の風邪薬を飲み、早々にベッドに入る。

　薬が効いたようで眠ってしまったが、数時間後に喉が渇いて目が覚めた。部屋の中は真っ暗で今が何時なのかも分からない。

　まだ体は熱く火照り節々が痛い。つまり全然良くなっていないということだ。

　――水さえ飲んでいれば、なんとかなる……はず。

　どうにかこうにか起き上がり壁を伝って冷蔵庫を目指す。やっと手にしたミネラルウォーターで喉を潤しベッドに戻ろうとするも突然強烈な眩暈に襲われ、足が縺れてすぐ横の玄関に倒れ込んでしまった。

　――ダメだ。体が動かない……足にも力が入らない。

　立ち上がることができず、為すすべなく横たわっていると、辛くて、怖くて、心細くて、このまま孤独死するのではと本気で思ってしまった。寒さに耐えきれず、いよいよ終わりかもと瞼を閉じた時、玄関のチャイムが鳴る。

　――あぁ……ドアの向こうに誰か居る。

　朦朧としながらも必死に手を伸ばしてなんとか玄関ドアの鍵を開けることができた。しかしそこで力尽き、徐々に意識が遠のいていく。

　――私、死んじゃうのかな？　こんなことなら中森さんに本当の気持ち、伝えておくんだった。












　――紬は、二十四年の短い人生を終えた……と思っていた。けれど、なんだろう。この見慣れた景色は……。

　紬のぼやけた瞳には、毎朝起きた時に見上げていた天井が映っている。ローテーブルの上に転がっているのは、メイクをした時に仕舞い忘れた口紅。その隣に三日前に買ったファッション誌が開いたまま放置されている。カーテンもチェストも何もかもいつもと一緒。つまり、紬は生きていたのだ。

「あ、でも私、確か玄関で……あれって、夢だったのかな？」

　柔らかい布団の感触を確かめながら呟くと、ベッドの下から声が聞こえてきた。

「どんな夢見てたんだ？」

　――……へっ？　今の……何？

　反射的に声がした方へと視線を向ければ、ここに居るはずのない人物が眠そうにあくびをしながら起き上がる。

「な、中森……さん」

　中森は放心している紬の額に手を当て「熱は下がったな」と安堵の息を漏らした。

「ったく、玄関先でぶっ倒れてる宇田ちゃんを見つけた時は肝が冷えたぞ」

「あ……じゃあ、昨夜、チャイムを鳴らしたのは、中森さんだったの？」

　中森は玄関ドアの鍵が開いた音が聞こえたのになかなかドアが開かないので痺れを切らし、中を覗いてみると紬が倒れていたのだと苦笑する。

「でも、どうしてここに？」

　中森はその問には答えず、ベッドに頬杖をついて口角を上げた。

「昨日、名駅の横断歩道で会ったよな？」

「あ……」

　――やっぱり、気づいていたんだ。

「竹下部長と楽しそうに話してたから声掛けちゃ悪いと思ってスルーしたんだけど」

　正直に本当のことを言ったのに中森は「違うだろ？」と呟き、にんまり笑う。

「正直に言え。嫉妬して声掛けれなかったって」

　――そんなことを言う為にわざわざここに来たの？

　紬は唇を噛み無言で中森を睨んだ。

「好きなんだろ？　俺のこと」

「ち、ちが……」

「違わない。昨夜、寝言で何度も言ってたぞ。『中森さんが好き……大好き』だって。だから俺もこう返した……」

　中森は紬の顔を挟むようにベッドに手を置くと優美な目を細め、形のいい唇から甘やかな声を響かせる。

「……俺も宇田ちゃんが好きだって」

　――中森さんが、私を……好き？

　二年間待ち続けた言葉をやっと聞けたのに、感動はなかった。寧ろ寂寥感が胸を締め付ける。

　――中森さんがここまで残酷な人だとは思わなかった。

「……帰って」

「はぁ？　なんだよ。いきなり」

「心にもないこと言わないで。中森さんが私を好きだなんてあり得ない」

　紬は必死に涙を堪え中森の胸を押す。しかし中森はキョトンとした顔で首を傾げた。

「今更何言ってんだ？　俺が宇田ちゃんのこと好きなのは分かってたろ？」

「えっ？」

「いつも一緒に居て何度もキスしたし、ラブホにも行って気持ちよくさせてやったろ？　好きじゃなかったらそんなことしないよ」

　――中森さん……何言ってるの？

　紬は中森の真意が分からず困惑する。

「中森さんには竹下部長が居るじゃない。毎週、週末に会っていたんでしょ？　昨日も楽しそうにデートしてたし」

「デート？」

　中森は素っ頓狂に声を上げ、デートなどしていないと完全否定した。

「昨日のあれは、竹下がどうしても会って話がしたいって言うから仕方なく名駅まで行ったんだ。アイツとは電話で何度か話したが、会うのは二年ぶりだよ」

「……二年ぶり？　竹下部長は中森さんに会う為に毎週、名古屋に帰って来てたんじゃないの？」

「まさか……竹下の母親が入退院を繰り返しているって言ってたからな。見舞いに来てたんじゃないのか？」

「じゃあ、中森さんと竹下部長は付き合ってないの？」

　大きく頷いた中森が紬の髪を梳きながらふわりと笑う。

「当たり前だ。俺が好きなのは宇田ちゃんだけだ」

　傷付くことに臆病になっていた紬はまだその言葉を信じることができず、色素の薄い瞳を見つめ、何度も「本当に？」と繰り返し訊ねた。何度も何度も、中森が「くどい！」と怒り出すまで。

「この二年間、ずっと一緒に居たのに……気づけよ。バカ」

「ああぁ……じゃあ、本当に……」

　中森は呆然とする紬の頬を撫でた後、昨日、なぜ竹下が自分を呼び出したのか、その理由を話し出した。

「竹下はこっちに戻って来るそうだ。名古屋支社の支社長としてな」

「ええっ！　竹下部長が名古屋支社の支社長に？」

「ああ、竹下のヤツ、俺が東京本社に異動になるのと同時期だから、入れ違いになる。なんでこのタイミングなんだって、不満そうな顔してたよ」

　中森はサラッと言ったが、それは紬にとってかなりの衝撃発言だった。

「ちょっと待って。中森さんが東京本社に異動ってどういうこと？　そんなの聞いてない」

　しかし中森は支社長から転勤の打診があった時、真っ先に紬に話したと怪訝な顔をする。

「あんかけスパの喫茶店で大橋達と別れた後、ちゃんと言ったろ？」

「あ……あの時……」

　喫茶店を出た後に中森が何か言っていたが、紬は絶賛傷心中で彼の話を聞いていなかったのだ。

「お前のリアクション、めっちゃ薄かったよな。今だから言うけど、俺が居なくなっても平気なのかって結構へこんだよ」

　紬は事情を説明しようとするも中森が年明けの一月五日から本社勤務だと知ると言葉を失い絶句する。

　――そんな……もう一ヶ月もないじゃない。

　驚いて体を起こした途端、頭がクラッとして体ふらつく。前のめりになった紬の体を支えてくれたのは中森の逞しい腕。その腕に縋り何度もイヤだと叫んでいた。

「中森さんと離れたくない。ずっと傍に居たい」

　けれど、既に本社行きを決めている中森は笑顔で首を振る。

「行きっぱなしってわけじゃないさ。すぐに戻ってくる」

　中森は軽く言うが、そんな不確かな慰めで納得などできない。

「寂しいよ……」

　――本社行きは栄転だ。中森さんの将来を思うなら、お祝いの言葉のひとつも言って笑顔で送り出してあげなきゃいけないのかもしれない。でも、私はまだそこまで大人になり切れてないから……。

「もう一生会えないみたいな顔するな。新幹線なら一時間半で帰って来れる。週末は宇田ちゃんに会いに戻ってくるさ」

　優しい言葉を掛けられても紬の心は寂しさと不安で押し潰されそうだった。

「中森さんにとって、私って何？」

　好きだとは言ってもらったけれど、その先の言葉はまだ聞けてない。

「俺にとって宇田ちゃんは大事な女だ」

「そうじゃなくて……私達の関係だよ。付き合ってるの？　それともただの同期？」

　ようやく質問の意味を理解した中森が「どっちがいい？」と紬の顔を覗き込む。

「それは……彼女がいいに決まってる」

「なら、それでいい」

　――それでいい、か……中森さんらしい言葉だ。でも嬉しい。これで私は中森さんの彼女だって胸を張って言えるんだもの。

　中森の胸に寄り掛かり「好き、好き」と頬擦りすれば、いきなり肩を押され顎を持ち上げられる。

「いいか？　これは愛情表現だからな」

　そう念を押した中森の顔が間近に迫り、はにかみながら瞼を閉じた紬だったが、唇が触れる寸前「あっ！」と声を上げ、慌てて口を掌で覆った。

「ダメ！　風邪がうつっちゃう」

「宇田ちゃんの風邪なら構わない」

　紬の手を無理やりずらした中森が熱でカサついた白い唇を強引に奪うと途端に渇いた唇は潤いを取り戻し、朱く色づいていく。

　――中森さんのキスは媚薬のよう。彼の唇に触れた途端、思考が麻痺して何も考えられなくなってしまう。それはまるで、甘い毒に体が溶かされていくような感覚。

　中森は紬の長い黒髪を大きな手で乱しつつ、唇を啄むように弾ませると一気に吸い上げた。微かな痛みは寧ろ快感で、紬は、もっと……と彼の背中を引き寄せる。それに応えるように侵入してきた中森の舌がやわやわと歯列の先端をひと撫でして、紬の舌をすくい上げた。

「んふっ……」

　少し隙間ができた唇の端から溜まっていた息を吐き出すと体が傾き、ゆっくり後ろに倒れていく。そう仕向けたのは紬の腰と後頭部を抱えた中森だ。

「宇田……」

　彼の重みと低く掠れた声が紬の鼓動を早くする。それに比例して全身が熱く火照り、自分でも驚くような甘い声が漏れた。しかし中森はあのラブホテルの時と同じように紬の体に毛布を掛けると頭をくしゃりと撫でる。

「まだ完全に治ってないだろ？　今日はここまでだ」

　騒がしかった胸に痛みが走り蕩けていた眼差しが切なく揺れた。

「イヤ……」

　――もうお預けはイヤだ。

「抱いて……欲しい」

　勇気を振り絞って正直な気持ちを伝えるも中森は「風邪が治ってからだ。また悪くなるぞ」と軽く受け流し、再び紬の頭を撫でる。

「悪くなってもいいの……だから、お願い」

　紬は体を起こしベッドの上に座るとパジャマのボタンをひとつ、またひとつと外していく。けれど、中森の手がそれを制止し「やめろ……」と困惑気味に眉を下げた。

「中森さんに抱かれたいから、やめない」

　全てのボタンを外し終えた紬は中森の目の前でパジャマを脱ぎ捨て、ショーツ一枚になった。

「宇田……お前……」

　本当は死ぬほど恥ずかしかった。自分から男性を誘ったことなどなかったから。

　中森は微妙な表情で紬の裸体を見つめていたが、すぐに「負けたよ……」と呟き、苦笑した。

「病み上がりでも手加減しないからな。たっぷり虐めてやるから覚悟しろ」

　その言葉だけで気持ちが高揚してお腹の辺りがきゅっと収縮する。

　中森と何度もキスを交わしながら倒れ込むようにベッドに体を沈めると、その衝撃で白い乳房が波打つように大きく揺れ、それを掌で受け止めた中森がより激しく、淫らに揺さぶる。

　彼は「鏡越しで見るより、そそられる」と囁き、撓たわむ双丘を更に揉みしだいて小ぶりの乳輪に沿って舌を這わせた。

　――ああ……何とも言えない生温かくて柔らかい感触。

　顔を上げた中森がほくそ笑み、紬と視線を合わせたまま先端の蕾を口に含む。そのままちゅっちゅっと音を立て吸い上げられるとピリピリとした甘い刺激が肌の上を駆け抜けていった。

「はう……っ」

　さっきまで控えめに先端を窪ませていた薄紅色の頂きは中森の執拗な愛撫でぷっくりと膨れ、その存在を主張し始めている。

「宇田の乳首、いやらしく勃ってきた。もう感じてるのか？」

「ち、違う……そんなんじゃ……」

　否定しようとすると更に両方の先端を交互にちろちろと舐められ、押し捏ねられ、甘噛みされるのだ。その度、紬の体はビクンと跳ね、感じているのは明らか。

「ふぅわぁ……あん」

　一際大きな喘ぎ声を上げた直後、その濡れた唇は膨らみの先端を解放し、みぞおちから脇腹へと滑り落ちていった。程なく逞しい腕が下肢を持ち上げ、中森がその間に体を沈める。すると紬に一瞬恥じらいの感情が芽生えた。

　――あぁ、そんな近くで見られたら……。

　しかしその羞恥は紬の中の被虐的な感情を呼び起こす。中森の唇が辿り着く先を想像しただけで下腹部に熱が集まってくるのが分かり、散々弄られた胸が期待に震えた。

　――熱い……凄く熱い……。

　内腿を丹念に舐め上げられ、中森の舌が鼠径部に近づいてくると紬の腰が誘うように揺れ始める。だが、なぜかその舌はショーツに触れそうになると向きを変え快感をさらっていくのだ。そんなことが幾度となく繰り返され、その度、紬の唇から切ない吐息が漏れた。

「ほら、もっと欲しがってみろ。でないと、ずっとこのままだぞ」

　その言葉で焦らされているのだと分かった紬はやり場のない欲望を必死に散らしながら顔を上げる。抱いて欲しいとは言ったけれど、具体的な懇願の言葉を口にするのはまだ抵抗があり、潤んだ瞳で中森を見つめることしかできない。そこへ中森の容赦ない声が降ってくる。

「宇田のここ、どうなってる？」

　そんなこと答えられるはずもなく、無言で唇を噛み締めると……。

「誘ったのはお前だぞ。ほら、自分で脱いで見せてみろ」

「えっ……自分で？」

　躊躇するも中森は「俺が欲しいんだろ？」と紬を煽り「ここでやめるか？」と意地悪なことを言う。追い詰められた紬は熱い視線を感じながらショーツに親指を掛け、おずおずとそれを引き下げた。

　自ら恥部を晒すという行為が堪らなく恥ずかしい。

　中森は紬がショーツを脱ぎ去る様子を薄っすら口角を上げ眺めていたが、淡いブルーの布が片脚を抜けたところでさっきよりも深く紬の脚を持ち上げ、その中心に顔を近づけた。

　実にはしたなく淫らな姿。中森の目に映る自分の姿を想像して息が止まりそうになる。だが、紬のそんな姿を見つめる中森の反応は鈍い。

「あんなに焦らしたのに……」

　中森のその言葉のわけは、紬の双花はまだ固く閉じ、高揚感がなかったから。でも、紬は分かっていた。彼の指でひと撫でされれば、貝のように閉じた双花から熱い愛涎が溢れ出すことを。火照った隘路は既にたっぷりの甘蜜で満たされている。

「あぁ……中森さん、お願い……」

　――触って……。

　紬の心の声が聞こえたのか、ようやく中森の指が秘裂を上から下に優しく撫でた。次の瞬間、紬が想像した通り熱い蜜が止めどなく流れ出し、そのとろみは肌を伝ってシーツを濡らす。

「なんだ。感じてるんじゃないか。ここ、凄いことになってるけど……分かる？」

　中森は脚の間から顔を覗かせ嬌笑すると濡れそぼった花唇を押し広げ、一番敏感な部分に舌を這わせた。

「くっ……うぅっ」

　意表を突かれた紬が背筋を仰け反らせくぐもった声を上げると、中森はまだ控えめで小さな芯をあやすように舌先で転がし、息を吹きかけなら唇で摘まんで吸い上げた。

「う、はっ、はぁ……ん」

　敏感の塊は体の四方八方に快感をまき散らし紬を翻弄する。

「いい声……もっとよくしてやるから……」

　その言葉に嘘はなかった。中森は舌と唇で執拗に愛撫を繰り返した後、芯芽を覆う包皮をさらりと剥き、容赦なくそれを甘噛みしたのだ。痛みにも似たズキズキとした強烈な刺激が下腹部で渦を巻く。

「ひっ、ダメ……あぁ……おかしくなっちゃう」

　刺すような甘い痛みに耐えきれず、中森の頭を両手で掴み首を左右に振ると、ちゅぷっと音を立て、蜜に塗れた秘口に骨張った指が侵入してきた。剥き出しになった芯芽を舌で責められ、指で蜜路を掻き回される。否が応でも高められる欲情。ふたつの刺激に紬の腰は波打ち、悦楽でトロトロに蕩けたナカが中森の長い指を愛おしむようにきつく締めつけた。そして根本まで咥え込んだ中森の指が隘路の壁を撫で上げた瞬間――。

「あぁ……く、くる……」

　子宮の辺りで膨れ上がった快感が勢いよく弾け、快美な頂点へと昇り詰める。

「あっ！　や……ん、うぅっ……」

　紬は体を震わせながらベッドに深く沈み、暫く焦点の合わない目で荒い呼吸を繰り返していた。だが、体を起こした中森と目が合った途端、ぼんやりしていた意識が覚醒し、またひとりで果ててしまったことを後悔して悲しくなる。

「宇田がこんなに感じる女だとは思わなかったよ。嬉しい誤算だな」

　きっとそれは褒め言葉なのだろう。しかし紬はちっとも嬉しくなかった。

　――中森さんはセーターさえ脱いでいない。私を抱く気なんてないんだ。でも、なぜ？　私のこと好きだって、彼女だった言ってくれたのに……どうして抱いてくれないの？

　堪らず掛け布団の中に潜り込み中森に背を向ける。

「んっ？　なんで隠れるんだ？　宇田が乱れるとこ、もっと見せてくれよ」

「……ヤダ。私の裸を見ても何も感じないんでしょ？」

　――私ひとり興奮してバカみたい……。

　切なくて暗闇の中で強く唇を噛んだ直後のこと。背後で何やらゴソゴソと動いている気配がして床の方でバサッと音がした。

　――なんの音？

　不思議に思った紬が掛け布団から少しだけ顔を覗かせた時、突然中森が布団の中に侵入してきた。彼は紬を後ろから強く抱き締め体を密着させてくる。

　背中に感じるのは柔らかい毛糸の感触ではなく滑らかな素肌。そして温かい体温。振り返らなくても分かる。中森は裸だ。

「これでも俺が何も感じてないって言うのか？」

　紬の腰の辺りに強く押し当てられたのは、硬くて大きな熱。

　――あっ……これって、中森さんの……。

　その熱の塊の正体が何か分かった瞬間、体の下から滑り込んできた手が紬の乳房を持ち上げ、少し乱暴に揉みしだく。そしてもう片方の手がまだ潤いが残る花弁に触れた。

「ふっ……まだぐしょぐしょだ」

　中森の言うように絶頂の余韻が残る秘口はまだ滴るほど蜜に塗れていて、中森の二本の指を易々と呑み込む。その指は浅いところで出し入れを繰り返し、更に熱いとろみを溢れさせた。

「あ、ふっ……んんっ」

　心地いい快感に艶声が漏れるも達したばかりの秘芯を爪先で弾かれると強烈な刺激が腹部に突き刺さり、甘い快感が苦悩の悶えに変わる。

「うっ……ぐッ、」

　紬が腰を引いたのと同時に片脚を持ち上げられ、十分過ぎるほど濡れそぼった蜜口に硬い屹立が押し当てられた。その弾みで掛け布団がベッド下へと滑り落ち、肉塊の熱を感じながらやんわりと口を開く紬の秘口が露わになる。すると硬い漲みなぎりの先が秘口の縁をなぞるように悩ましく動き始めた。

　中森は自分のモノに溢れ出た蜜を丁重に纏わせると、その先端で紬の剥き出しになった秘芯を淫らに捏ね回す。指や舌でされるのとは違う重厚な刺激。押し潰された秘芯がビクビクと震えているのが分かる。

　――あぁ……気持ちいい。

　シーツを握り締めた紬が「はーっ……」と官能の息を吐いた時、中森は持ち上げていた紬の脚を自分の肩に乗せ、欲望の切っ先で秘口を押し広げた。そして緩々と腰を落とす。

「あ、っう……」

「ふっ……吸いついてくる。よっぽど欲しかったんだな……」

　中森のそれは濡れた肉襞を割り、ヌルリと紬のナカへ侵入してきた。熱い塊はずっしりと重く息が詰まるほどの圧迫感。隘路を裂くように潜り込んでくる。

「ひっ、そんな……お、大っきい……」

　紬が思わず感じたままを口にすると、中森が「いいだろ？」とほくそ笑む。

「でも、奥の方がもっといいぞ」

　その言葉と共に硬直を深く沈められ、余すところなく中森でいっぱいになった蜜路が悦びで激しく収縮した。

「うっ……きっつ。力抜いて……」

「なっ、そんなこと言われても……あぁ……ダメぇッ」

「ほら、また締める。初めから煽るなよ」

　中森は苦しそうに眉を下げながらゆっくり腰を振り、紬のナカを解すように剛直を往復させる。結合部分からは粘着質な水音が漏れ、その淫靡な音は抽挿が早くなるにつれ徐々に大きくなっていった。

「はっ……あ、あぁん……」

　抑え切れず漏れた喘ぎ声は確実にさっきまでとは声色が違う。紬はそれを自覚しながら深部で中森の熱を堪能していたのだが、突然彼の動きが止まり、熱い塊を浅い部分まで引き抜かれた。

　――えっ……どうして？　まだ欲しいのに……。

　追うように腰を逸らすも中森が抱えていた紬の脚が下ろされたのと同時に交わりも解かれる。それは紬にとって、泣きたくなるくらい切ない喪失感だった。

「ヤだぁ……っ」

　ベッドにうつ伏せになった状態で悲壮感漂う声を上げた時、中森が紬の細い腰を両手で掴む。

「心配するな。すぐにやるから……」

　言いながら紬の腰を乱暴に引き寄せ、後ろから強く突き上げてきた。

「ぐっ……」
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　今まで感じたことのない衝撃。そのまま激しい抽挿で一番感じる部分を責め立てられ意識が飛びそうなる。目の奥で眩い光がチカチカと瞬き、喘ぎ声は途切れ途切れ。腰を掴む中森の手が離れれば、崩れ落ちてしまいそうで……。

「なか……もり……さぁん、お、くが、もう……」

「奥が……なんだ？」

「ダメなの……熱くて……んっ、あぁっ……」

「俺も……ちょっと辛い」

　背後で中森の息遣いが荒くなるのを感じた刹那「宇田……」という苦しげな声が微かに聞こえ、紬のナカを更に硬さが増した楔が一突きした。それが最奥でドクドクと脈打つのを感じた紬もまた、蕩けるような愉悦に包まれる。中森に掴まれている腰が激しく痙攣し、ベッドに突いた膝もガクガク震えている。

　目の前の景色が霞み朦朧とする意識の中、紬はこの上ない幸せを感じていた。

　――あぁ……やっと中森さんとひとつになれた。

　何より、中森と一緒に果てることができたことが嬉しかった。

　中森が紬に覆いかぶさり、重なるようにベッドに倒れ込むと耳元で掠れた声が響く。

「好きだよ……宇田」

「私も好き……中森さんが大好き」

　紬は心地いい重みを感じつつ、自分を抱く中森の腕にソッとキスをした。












　――翌朝。

　すっかり風邪が治りいつも通り出社した紬に総務から伝えられた業務連絡は……。

「中森課長、今日は風邪でお休みだそうです」

「えっ……風邪？」

　それって、私の風邪がうつったってこと？

　責任を感じた紬は朝礼前にオフィスを抜け出して中森に電話をした。

　昨日、あれから中森は紬の為に食事を作り、夜まで傍に居てくれたのだ。紬がキスをねだると『またか』と文句を言いながら笑顔でいっぱいキスをしてくれた。

　――私の部屋に居た時は頗る元気だったのに……帰ってから調子が悪くなったんだ。

　少し長めのコール音の後、中森が電話に出た。しかしその声はガラガラで一瞬掛け間違えたのかと思ったほど。

「中森さん、大丈夫？」

『まぁ、なんとかな……でも、宇田ウイルスを甘く見てたよ。持ち主に似て厄介だった』

「あのね～風邪がうつっても構わないってキスしたのは中森さんだよ！　それより、朝ご飯ちゃんと食べた？　あ、欲しい物があったら言って。仕事が終わったら中森さんのマンションに行くから……」

『いいよ。そんな悪くないから気にするな。それより仕事の方、頼む』

　――あ、切れちゃった。

　マンションに行くとは言ったものの、紬は中森がどこに住んでいるか知らなかった。よくよく考えてみれば、会社以外の中森を何も知らないことに気づく。唯一知っているのは、以前、大手のリゾート会社の営業部で伝説の営業マンと呼ばれていたくらい。

　二年間、ほぼ毎日顔を合わせていたのに家族構成も出身がどこかも知らないのだ。

　彼女になったんだから中森さんのこと、もっと知りたい……そんなことを思いながらオフィスに戻ると、隣のデスクの萌が主の居ない中森のデスクをチラッと見て小声で言う。

「今日は旦那、休みだね」

「もう、旦那なんて言わないでよ。でも……中森さんと付き合うことになったんだ」

「ええっ！　それ、マジ？」

　萌は詳しく聞かせてと言ったが、さすがに仕事中にする話ではない。ランチの時にと宥めてパソコンを立ち上げた。






　午後十二時。会社が入るビルを出た紬達が向かったのは、あのあんかけスパの喫茶店。この店なら会社の人間と顔を合わせる心配はない。

「で、中森課長のエッチどうだったの？」

「う、うん……まぁ、良かったかな」

　澄まして答えたけれど、それは照れ隠し。心の中では『最高だった！』と叫んでいた。

　萌が身を乗り出し「どんな風に良かったの？」とにんまり笑った時、店に入って来た若い男性と目が合い、揃って「あっ！」と声を上げる。

　男性はここで中森とやり合ったアイム開発の社員。今日はひとりのようだ。

「佐藤物産の件……どうでした？」

　中森が言っていた前園のことが気になっていた紬は真っ先にそのことを訊ねる。すると男性はあからさまに動揺して視線を泳がせた。

「一応……契約して……頂きました」

　食われたな……そう確信した紬は胸中でご愁傷様と呟き萌に視線を戻すも、なぜか男性は何か言いたげに紬をジッと見つめその場を動こうとしない。

「どうかしました？」

　彼はその言葉を待っていたかのように「中森さんのことなんですけど……」と切り出す。

　男性はあの後、中森のことが気になり、会社の先輩に色々聞いてみたのだと。

「そうしたら、凄い話聞いちゃって……宇田さん、中森さんの黒歴史に興味があるって言ってましたよね？」

　そんなことを言われたら聞かずにはいられない。紬は萌に「続きは後で」と声を掛け、彼の腕を掴んで自分の隣に座らせた。

「中森さんの黒歴史ってどんなこと？」

「中森さんがアイム開発を辞めた理由なんですけど……上司を殴ってしまって、それで辞めたそうです」

「中森さんが……上司を殴った？」

「でも、悪いのはその上司。中森さんは被害者なんです」

　それだけでも驚いたのに彼は更に衝撃の事実を口にする。

「当時、中森さんには、婚約者が居たそうで……」

「こ、婚約者？」

　――中森さんにそんな人が居たなんて……。

　動揺を隠し切れず紬の顔が微かに歪む。

「その婚約者もアイム開発に勤めていて、中森さんと同棲していたそうです。なのに、本部長がその婚約者を中森さんから奪って……」

「えっ……」

　当時の中森は常々出世するのが男の甲斐性だと言い、早朝から深夜まで仕事漬けの日々だった。それが婚約者を幸せにできる唯一の方法だと思っていたから。全ては愛する婚約者の為――しかし婚約者は中森が出世するより傍に居て欲しかった。いつしかふたりの心はすれ違い、悩んだ婚約者はそのことを中森の上司である本部長に相談する。

　そしてよくある話しだ。離婚したばかりだった本部長と、寂しくて堪らなかった婚約者はお互いの心の隙間を埋めるように男女の仲になってしまう。

　婚約者にしてみれば、一時の気の迷い。つい魔が差しただけだったのかもしれない。そこで関係を終わらせれば良かったのだが、婚約者が妊娠してしまう。

「婚約者は中森さんに全て話して別れて欲しいって言ったそうですよ」

「嘘……それ、本当に本部長の子供だったの？」

「だと思います。そうじゃなかったら中森さんに別れて欲しいなんて言わないと思いますけど……」

　――確かにそうだ。

「で、中森さんはどうしたの？」

「詳しいことは分かりませんが、激怒したそうです。それで、婚約を解消して婚約者は会社を辞めたとか……」

　そして一ヶ月後、元婚約者と本部長は結婚することになる。しかし部内では中森を気遣いその話はタブーになっていた。

「それなのに本部長がヘラヘラ笑いながら、中森さんに結婚式の招待状を渡して『君も出席してくれよ』って言ったそうです」

　黙って話を聞いていた萌が「はぁ？　何それ？」と声を上げる。

「なんて人……中森課長の婚約者を奪っておいて、結婚式に来いだなんて……」

「それで中森さんは本部長を殴ってアイム開発を辞めたんです」

「そんな男、殴られて当然じゃない。なんで中森課長が辞めなきゃいけないのよ！」

　ムキになって怒鳴る萌に彼が淡々と中森の心情を説明し始めた。

「これは話を聞いた先輩が言っていたことなんですけど……中森さんは辞めるきっかけを探していたのかもしれないって。婚約者を奪った本部長と仕事したくなかったんじゃないかな……僕だったら耐えられませんよ」

「あ……」

　紬の胸に彼の言葉がストンと落ちてくる。

　――だから中森さんは自分の過去を話さないのかも……。

　そう思ったのだが、あんかけスパを食べ終え店を出ると萌が「さっきの話、ホントなのかな？」とボソッと呟く。

「萌は信じてないの？」

「全く信じてないってわけじゃないけど、彼の話は又聞きでしょ？　そういうの、あんま信用できないんだよね～。当時のことをよく知る人に直接話を聞ければいいんだけど……」

　当時のことをよく知る人……紬はハッとして足を止めた。

「当時のことを知ってる人……居る！」

「えっ、誰よ？」

「アイム開発の大橋さん」

　――そうだ。中森さんの部下だった大橋さんなら知ってるはずだ。それに、彼には他にも聞きたいことがある。












　紬は大橋に会うと決め、仕事終わりにアイム開発の名古屋支社が入るビルの前で大橋が出て来るのを今か今かと待っていた。

　萌も一緒に行こうかと言ってくれたけど、これは自分の問題。ひとりで解決したかったので萌の申し出を断りひとりここに来たのだが、一時間待っても大橋は出て来ない。

　――もう帰っちゃったのかな？　こんなことなら電話でアポを取るんだった。

　営業失格だなと苦笑いしつつスマホを手に取る。しかし紬が電話をしたのはアイム開発ではなく〝中森悠弥〟。風邪の具合が気になっていたからだ。

　電話に出た中森はまだ調子が悪そうな掠れた声をしていた。

「中森さん、少しは良くなった？」

『あぁ、なんとか生きてるよ。で、なんか用か？」

　いきなりそう聞かれると言葉に詰まる。

「あの、今から中森さんのマンションに行ってもいい？」

『……なんで？』

「なんでって……風邪で辛そうだし、何か私にできることがあったら……」

　しかし中森は紬が言い終わらないうちに不機嫌そうに『来なくていい』と言葉を被せ、電話を切ろうとした。

「どうして？　私がマンションに行ったらなんかマズいことでもあるの？」

『クドい！　もう寝るから……切るぞ』

　紬は明かりを失ったディスプレイを見つめ心の中で問い掛ける。

　――中森さん、私達って付き合っているんだよね？　なのに、どうして中森さんのマンションに行っちゃいけないの？

　肩を落として歩き出そうとした時、聞き覚えのある声に呼び止められた。

「あ、大橋さん」

「やっぱり宇田さんだ。どうしたんですか？　こんな所で」

「大橋さんを待っていました。お話があります」

　大橋は一拍置いて「中森部長のことですか？」と探るように聞いてくる。紬が無言で頷くと大橋は少し困ったような顔をしたが「場所を変えましょう」と歩き出した。

　大橋に連れて行かれたのは、アイム開発から結構距離があるカフェだった。一番奥のテーブル席に腰を下ろすと紬はすかさず口を開く。

「大橋さん、中森さんの婚約者のこと……教えてもらえませんか？」

　大橋は表情を変えることなく「聞いてどうするんですか？」と問うてきた。

「私、中森さんと付き合っているんです。でも、中森さんのこと何も知らなくて……婚約者が居たからイヤとか、そういうんじゃないんです。好きだから……彼が好きだから知りたくて……」

　正直な気持ちを伝え、自分がどれほど中森を愛しているかを切々と訴えた。すると、ずっと下を向いていた大橋が顔を上げる。

「中森部長は幸せな人だ」

「えっ……」

「こんなにも宇田さんに愛されて……」

　愛している分だけ愛されたい――そんな思いが脳裏を掠めた時、耳に飛び込んできたのは消え入りそうな大橋の低い声。

「中森部長の元婚約者は、江川さんという人です」

「え……がわ？」

　それは、大橋が紬を見た時に思わず口走った名前。

「初めて宇田さんを見た時、中森部長がまた江川さんとよりを戻したんだと本気で思いましてね」

　大橋が言うには、その江川という中森の元婚約者と紬は瓜二つ。そっくりなのだと。

「顔だけじゃないですよ。体形も髪型も声も……江川さんに生き写しで……」

「そんなに似てるんですか？」

「そりぁもう……違う所は年齢くらいかな。江川さんは僕よりふたつ下でしたから今は二十九歳です。そして宇田さんの名前も……」

「名前？」

「江川さんの下の名前は、唄うた。江川唄なんです」

　中森を裏切った江川と自分が見間違うほど似ているということに紬は心底驚いた。しかも名前まで……。

　――こんな偶然ってあるんだろうか？　あっ！　だから竹下部長はあんなことを……。

　なぜ竹下が紬の全てがダメだと言ったのか、その理由がやっと分かった。

　――私は存在するだけで中森さんを苦しめている。そう言いたかったんだ。

「中森部長はね、江川さんのことをホントに愛していたんですよ。アポで一緒になると、いつも江川さんのことばかり話していました。結婚が決まった時は凄く幸せそうで……」

「だから中森さんは一途だって言ったんですね」

「はい、新築のマンションも買って、これからって時にあんなことになって……」

　言葉に詰まった大橋に「江川さんが上司と浮気したんですね？」と聞くと大橋は少し驚いた顔をする。

「知ってたんですか……そうです。江川さんは中森部長を裏切ったんです。でも、浮気だけなら中森部長は江川さんを許していたと思います。それだけ愛していましたから。でも、妊娠したとなれば話は別です。江川さんの気持ちも子供の父親である本部長に向いていましたしね。中森部長は身を切る思いで彼女と別れたんですよ」

「えっ？　中森さんが怒って婚約を解消したんじゃないんですか？」

「それは違います。中森部長は別れた後も江川さんのことを気に掛けていましたから」

　こんなことになったのだから、中森はアイム開発を辞める……会社の人達は皆そう思っていたそうだ。だが、中森は辞めなかった。

「暫くして中森部長と一緒に飲んだ時、言っていました。『自分が辞めたら、唄が責任を感じるかもしれない。だから俺はどんなに辛くても会社を辞めない』って。あんなに酷い裏切られ方したのに中森部長は江川さんのことを気遣っていたんですよ」

　中森は別れた後もずっと江川を愛し続けていたのだ。

　紬の胸に強烈な痛みが走った。

　その彼女と何もかもそっくりな自分を見て、中森はどう思ったのか……紬は混乱した頭で必死に考える。

　――もしかして、私は江川さんの……身代わり？　中森さんは私に江川さんの姿を重ねていた？

「……大橋さん、正直に言って下さい。中森さんは今でも江川さんのことが好きだと思いますか？」

「それは……分かりません。でも、宇田さんと付き合ったってことは、吹っ切れたってことじゃないでしょうか」

　大橋は根っからの正直者のようだ。顔は微笑んでいるけど、その目からは苦悩の色が見て取れる。

　――きっと、中森さんは今でも江川さんのことが好き……中森さんは私を好きにならないって言った竹下部長の言葉は間違いじゃなかったんだ。

　放心して黙り込んだ紬を大橋が一生懸命慰めてくれる。

「大丈夫ですよ。ふたりが別れてもう三年近くになります。中森部長もさすがに忘れていますよ。それに、中森部長が会社を辞めた半年後に本部長は東京の本社に異動になって江川さんも向こうに行きましたから会うこともないし」

「東京？」

　中森はもうすぐ東京に転勤になる。紬がそう伝えると大橋が急に口籠る。

「でも、東京は広いから……偶然会う確率は低いですよ」

　紬もそう思った。あの大都会でふたりが偶然出会う確率は限りなくゼロに近い。けれど、大橋の様子がどうもおかしい。店内はそんなに熱くないのに額には珠のような汗が吹き出し、紬の方を見ようとしないのだ。

「そう言えば、大橋さん言いましたよね。私を初めて見た時、中森さんと江川さんがよりを戻したと思ったって。江川さんは結婚しているのによりが戻ったって本気で思ったんですか？」

　大橋の大きな体がビクッと震え、弾かれるように顔を上げる。

「不倫だと思ったとか？」

「……いえ、中森部長は不倫なんかする人じゃない」

　大橋は少しの間黙り込んでいたが、紬と視線が合うと観念したように話し出す。

「このことは、言わないつもりでいたんですが……」

　それは紬にとって衝撃的な告白。

「江川さんと本部長は、一ヶ月前に離婚したんです」

「えっ……」

　それはつまり、中森と江川の間を遮る障害がなくなったということ。

　一気に不安の波が押し寄せてきて今度は紬が言葉を失う。

「江川さんと本部長の離婚に関しては、社内で色々な噂が流れていました。その中で一番信憑性が高かったのが、江川さんが産んだ子の父親が自分ではないのではと疑った本部長がＤＮＡ鑑定をしてその結果、父親ではないと判明して離婚したというもの。しかしこれは、あくまでも噂。本当の離婚の理由は分かりません。でも、あの喫茶店でおふたりを見た時、やっぱりそうだったのかって思ったんです。子供の本当の父親である中森部長の元に江川さんが戻り、また付き合い出したんだと……」

　――もしそれが本当なら、中森さんは江川さんが産んだ子の父親……。

　ごくりと喉が鳴り、血の気が引いていくのがハッキリ分かった。

「……中森さんは江川さんが離婚したこと、知っていると思いますか？」

「多分、知らないと思います。江川さんが離婚したのはまだ最近ですし、中森部長はアイム開発の人間と付き合いはないはずですから」

「あ、でも、竹下部長が……以前、アイム開発に居た竹下聖さんとは親しくしています」

　竹下部長の名前が出た途端、大橋が微妙な表情をした。

「竹下さんも可哀想な人です。あの人は中森部長のことをずっと好きでしたからね。中森部長と江川さんが付き合ったと知った時はショックだったと思いますよ」

　それだけではない。竹下は、中森の元婚約者の江川が入社した時から一番目を掛けて可愛がっていた。そんな信頼していた部下に愛する人を奪われたのだ。辛かったに違いない。

「ふたりが同棲したのとほぼ同時に竹下さんはアイム開発を辞めました。東京の会社に就職したと噂で聞きましたが、まさか中森部長を自分が勤める会社に誘うとは思いませんでしたよ。江川さんと別れたと知ってチャンスだと思ったのかな？」

「そうかもしれませんね……」

「竹下さんはそんな経緯で会社を辞めていますから、それこそアイム開発の人とは疎遠になっているはずです。江川さんの離婚は知らないと思いますけどね」

　大橋は江川の子供の件はあくまでも噂だと言うが、火のない所に煙は立たない。そのことを中森が知れば、間違いなく江川に会いに行くだろう。そしてやり直したいと思うはずだ。江川も中森が東京に居ると分かれば会いたいと思うかもしれない。遠い名古屋に居る紬にはどうすることもできないのだ。

　大橋は中森と江川はもう終わっていると言うが――ダメだ……泣きそう。

　取り乱す前にカフェを出ようと決め、大橋に丁重にお礼を言って立ち上がろうとしたのだが、彼が紬を引き止めテーブルの上にシルバーのライターを置く。

「中森部長がアイム開発を辞めた後、部長のデスクの引き出しから出てきたんです。また会うことがあるかもしれないと思って鞄に入れていたんですが、次いつ会えるが分かりませんので……中森部長に渡してもらえませんか？」

　紬はそのライターを手に取るも「これ、中森さんには、もう必要ないかもです」と苦笑してテーブルの上に静かに戻す。

「でも、お気に入りでずっと使っていたライターですから」

　ライターを押し返してきた大橋に中森は煙草をやめたと告げると、彼は愕然とした表情で「信じられない」と零し、煙草をやめた理由を教えて欲しいと身を乗り出した。

「あ、それは……中森さんとちょっと喧嘩っぽくなった時に煙草臭い人は嫌いだって言っちゃって……そうしたら、やめたって……」

　困惑気味に答えた紬に大橋が優しい笑顔を向け、自信満々に断言する。

「中森部長は宇田さんのことが好きです。間違いありません」

「えっ……」

　ヘビースモーカーだった中森はアイム開発時代、何があっても絶対に煙草はやめないと宣言し、誰が禁煙を勧めても聞く耳を持たなかった。にも拘らず、紬の一言で禁煙を決意した。それだけ紬のことが大切なのだろうと大橋が微笑む。

「煙草が嫌いな江川さんが何度もやめてと頼んでいましたが、中森部長は決してやめなかった」

「婚約者の江川さんにお願いされても……ですか？」

「はい、江川さんの頼みでも、それだけは譲れないって……」

　その話は紬にとって絶望の中に見えた一筋の光。微かな希望だった。一瞬、自分は江川の身代わりではなく本当に愛されているのではと顔が綻ぶ。

「そうですか……だったら、もっと褒めてあげればよかった」

　しかし大橋と別れマンションに帰るとそんな微かな希望はすぐに不安の波に呑み込まれ、再び中森を失うのではという恐怖に苛まれる。

　大橋との話が終わったら必ず電話すると萌と約束したが、スマホを鞄から出す気力もなく放心状態で宙を見つめ夜を明かした。












　翌日、中森は今日も風邪で会社を休んでいた。昨夜のことを謝ろうと思っていた萌も朝一でアポがあったようで、朝礼が終わると話をする間もなく慌ただしくオフィスを出て行った。

　仕事中は中森のことは考えないようにしようと決めテレコールを始めるも心が乱れてとても冷静ではいられない。

　昼前までなんとか頑張ったけれど、こんな調子では定時まで持ちそうにない。そう思った紬は初めて嘘の行動予定表を書いて逃げるようにオフィスを後にした。

　行く当てもなく会社近くのセントラルパークをフラフラと歩いていたら、紬の前を若い母親がベビーカーを押し通り過ぎて行く。

　――江川さんの子供もあのくらいなのかな……。

　つい、そんなことを考えてしまい親子の姿を目で追っていた。親子の姿が見えなくなると冷えた手を擦りながら再び歩き出す。そして地下鉄の入り口近くまで来た時だった。階段を上がって来る人物と目が合い、思わず足が止まる。

「あら、宇田さんじゃない」

「竹下……部長」

　竹下と顔を合わせるのは、あのバー以来だ。

「アポの帰り？」

「は、はい……」

　竹下は事情があって名古屋に来たのだと言い、紬をランチに誘った。

　気乗りはしなかったが断ることができず、渋々近くのカフェに入った紬はオーダーを済ませると開口一番、名古屋支社の支社長就任が決まった竹下にお祝いの言葉を述べた。だが、なぜか竹下が呆れたようにため息をつく。

「正式に発表があるまで黙っていてって言ったのに、あのお喋り男、もうあなたに言っちゃったのね。……そうよ。一週間後、私は支社長として名古屋支社に戻って来る。今日は現支社長にその挨拶と引継ぎで来たの」

　そしてバーでは取り乱して大人気なかったと謝ってきたのだ。

「あの後、反省したわ。頭ごなしにあんなこと言われても、宇田さんが納得するはずないものね」

「……いえ、納得しました」

「えっ？」

　それは竹下にとって予想外の答えだったのだろう。大きく目を見開き、紬を凝視する。

「私が江川さんに似ているから……ですよね？」

　ほんの数秒前まで、紬は竹下に江川のことを言うつもりはなかった。しかし竹下が謝ったことで紬の気持ちに変化が現れたのだ。

　――中森さんと江川さんのことを、もっと知りたい。

　辛くなるのは分かっていたけれど、どうしても知りたかった。

「あなた……そのことを誰に……」

「知り合いのアイム開発の人に聞きました。中森さんが婚約者の江川さんと別れた理由も、なぜアイム開発を辞めたのかも。何もかも全て……」

　眉間に深いシワを刻んだ竹下が脱力して項垂れる。

「そう、聞いたの……」

「はい、どうして竹下部長が私を中森さんから遠ざけようとしたか、その理由がやっと分かりました」

　如何ともしがたい重い空気の中、半ば諦め気味にフッと息を吐いた竹下が苦笑いを浮かべた。

「できれば宇田さんには知られたくなかったんだけどね。知ってしまったのなら仕方ないわ。そうよ。江川にそっくりなあなたを悠弥から引き離したかったの」

　そして紬はどうしても知りたかったあのことを聞く。

「バーで竹下部長は私に聞きましたよね。中森さんとセックスしたかって。あの質問の意図はなんだったのですか？」

「ああ、あれね……」

　一旦、言葉を切った竹下がグラスの水を半分ほど飲み、寂しげな表情で囁くように言う。

「悠弥はね、女を抱けないのよ」

「えっ……」

　――そんなはずはない。だって、私は中森さんと……。

　紬は反論しようと口を開くも慌ててその言葉を呑み込む。竹下がそう思う理由を知りたかったから。

「でもね、体に何か問題があるとか、そういうことじゃないの。病んでいるのは心。気持ちの問題なのよ。その原因は……江川」

　竹下の険しい表情から察するに、江川に対する憎しみは相当なもの。やはり竹下は江川を恨んでいた。

「二年前、東京本社から名古屋支社に異動になった時、栄の地下街で偶然、アイム開発時代の同僚と会って、悠弥が江川と別れてアイム開発を辞めたって聞いたの。あんなに仲が良かったふたりが別れるなんて信じられなかったわ」

　しかしこれをチャンスと捉えた竹下は中森を呼び出してライフリゾートに来ないかと誘った。そしてもうひとつ。竹下はどうしても中森に伝えたいことがあったのだ。

「私、悠弥に好きだって言ったの。アイム開発に居た時からずっと好きだったって……」

　当然、自分の気持ちに気づいているだろう。竹下はそう思っていた。ところが予想に反し、中森は酷く動揺していた。

「悠弥ってね、クライアントの気持ちを読むのは得意だけど、そっち方面はてんでダメ。酷く鈍感なのよ」

　中森は数瞬、視線を泳がせた後『俺と付き合ったら後悔するぞ』と微苦笑して江川と別れた経緯をぽつりぽつりと話し出したのだと。

「――三年前のクリスマスイヴ。その日、悠弥は江川に婚約指輪を渡そうと決めていたそうよ。で、同棲していたマンションに帰って指輪をプレゼントしようとしたら、江川が真剣な顔で話があるって……」

　結婚式の話だと思った中森は笑顔で江川を抱き締めたのだが、彼女は中森の腕からすり抜け、別れて欲しいと告げた。

　当然、納得できない中森は江川を問い詰める。すると彼女は好きな人ができた。相手は中森の上司の本部長だと告白したのだ。中森は愕然とするも『話し合おう』と冷静に返した。しかし江川は『別れて欲しい』の一点張りで、とうとう激しい口論になってしまう。

「悠弥が、何が気に入らないんだって怒鳴ると江川は、仕事ばかりして帰って来ない悠弥が悪いと言って泣き出したそうよ」

　江川は泣きじゃくりながら寂しかったのだと訴え、中森は自分の非を認めて心から詫びた。そして江川を抱こうとしたのだ。彼女がそれを望んでいると思ったから。

「悠弥は浮気をした江川を許そうとしたのに、江川はそんな悠弥を激しく拒んだのよ。それでも悠弥は強引に江川を抱き締めた。そうしたら、江川が『お腹に本部長の赤ちゃんが居るの！　だから、やめて！』って叫んだらしい……」

　そして江川はマンションを飛び出し、翌日には会社も辞め、中森の元に戻ることはなかった――。

「それ以来、悠弥は女を抱けなくなった……当初は一時的なものだと思っていたらしいけど、違っていた。それだけ悠弥のショックは大きかったのよ。悠弥、言ってたわ。今はどんなにいい女を見ても何も感じない。抱きたいとも思わない。だから私とは付き合えないって……」

　竹下の言った〝今〟は現在ではない。しかし紬は言いようのない不安で言葉を失う。

　――中森さんは納得して江川さんと別れたんじゃない。気持ちが残ったまま引き裂かれるように別れたんだ。

「私はね、このまま悠弥が不能のままなんてイヤなのよ。だから私が悠弥の心の中から江川の亡霊を消してあげたいの」

「亡霊……？」

「そう、悠弥は今でも江川を想っている。まだ江川と同棲していたマンションに住んでいるしね。それに、悠弥が使っている傘……男があんなショッキングピンクの傘を持ってるなんて、おかしいと思わない？」

「あ……」

　中森の派手な傘に関しては、紬も多少の違和感があった。

「あれはね、江川の傘よ。悠弥は江川の物は傘一本捨てられないの。あれじゃあ忘れられるわけがないわ」

　竹下は、中森が立ち直るには江川を忘れることが一番だと言い、中森の周りから江川に関するものを一掃したいのだと語気を強めた。それが最善の策なのだと……。

　そして竹下は、中森が東京本社に転勤が決まったのは自分が上司に掛け合ったからだと得意げに語る。

「江川と暮らしていた今のマンションに住み続けている以上、悠弥が江川を忘れることはない。それに、彼の出世の為にもその方がいいと思ったの。悠弥には心機一転、東京で何もかも忘れて頑張って欲しい。……でも、そのすぐ後に私に辞令が出て名古屋支社に来ることになってしまって、また東京と名古屋で離れちゃったけどね」

　それでも竹下は嬉しそうだった。紬は運ばれてきたシーフードグラタンから立ちのぼる湯気の向こうで微笑んでいる竹下を複雑な気持ちで眺める。

　やはり竹下は何も知らなかったのだ。

「それは……あまりいい方法ではないと思います」

　――そう、竹下部長は余計なことをしてしまった。

「東京には、アイム開発の本部長と離婚した江川さんが居るんです」

「えっ……離婚？」

「中森さんが向こうで江川さんと再会してしまったら……終わりです」

　紬の〝終わり〟という言葉に異常に反応した竹下が腰を浮かせて怒鳴る。

「何が終わりなの？　江川は悠弥を捨てたのよ。今更よりを戻すなんて、そんな都合のいいこと……私が許さない！」

「竹下部長が許さなくても、ふたりが会えばきっと元の関係に戻ります」

「な、何を根拠にそんなこと……」

　紬は取り乱す竹下部長の顔を真っすぐ見据え、悲しい現実を告げた。

「江川さんの子供の父親は、中森さんだからです」

「嘘……」

　竹下の顔が歪み、椅子にストンと体を落とす。

「私達がどんなに頑張っても江川さんには敵わない。彼女は、中森さんの子供を産んだんですから……」

「そのこと、悠弥は知ってるの？」

「……いえ、今はまだ知らないはずです」

　すると竹下は紬のスーツの襟をむんずと掴み、これ以上ないというくらい怖い顔で言った。

「悠弥には絶対に言っちゃダメよ。どんなことがあっても絶対に……」

「言えません……そんなこと言えるわけがない」

　目にいっぱいの涙を溜めた紬を睨む竹下もまた、ローズピンクの唇を噛み悲痛な表情をしていた。






　竹下とカフェの前で別れた後も紬は会社に戻る気になれず、また彷徨うように歩き出す。セントラルパークの噴水広場まで来てようやく足を止め、涙で滲んだ空を見上げた。

　結局、竹下には中森に抱かれたことは言えなかった。いや、言えなかったというより、言わなかったという方が正しいのかもしれない。そのことを話せば、中森が不能という疑いは消え、紬との関係を認めざるをえないだろう。しかし紬には自信がなかった。

　――中森さんは本当に私を抱いたのかな……。

　江川だと思いながら抱いたのでは……そんな疑問が湧き上がってくる。

　――背格好も髪型も声も、江川さんにそっくりな私だから体が反応したのかもしれない。私にキスをして抱き締めた時、全身に愛撫をしている最中、そして雄々しい屹立を私の中に沈めた瞬間、その時々で中森さんは江川さんのことを思い出していたとしたら……。

　何度も激しく突き上げながら『宇田』と呼んだのも、本当は『唄』だったのかもしれない。一番幸せだった時間が実は一番不幸だった……そんな風に思え、涙で噴水の飛沫がぼやけていく。

　人目も憚らず零れ落ちた涙は冷えた空気の中で一瞬にしてその温もりを失い、紬の手の甲を冷たく濡らした。

　――中森さん、寒いよ……体も心も……凄く寒いよ。












　仕事を終え自宅マンションに帰った紬は部屋の電気も点けず、膝を抱えてデジタル時計をぼんやり眺めていた。

「中森さん……」

　消え入りそうな声で愛しい男性ひとの名を呼ぶと、また涙が溢れてくる。

　――私にマンションに来るなって言ったのは、江川さんとの思い出の場所に他の女を入れたくなかったから……なのかな？

　紬が涙を拭うとローテーブルの上のスマホが鳴った。

「嘘……中森さん？」

　掠れてガラガラだった中森の声はいつもの低く通る声に戻っている。

「風邪、治ったみたいだね」

『ああ、明日は会社に行くよ』

　中森の声はまるで精神安定剤のように紬のささくれた心を癒していく。でも、一番奥の悲しみまでは消してくれない。

　少しの雑談の後、中森は『二十四日のクリスマスイヴは予定入れるなよ』と明るい声で言った。

　――クリスマスイヴ……中森さんが江川さんと別れた辛い思い出がある日。

『仕事が終わったらデートするぞ』

　初めて中森の口から聞く〝デート〟という言葉。中森の過去を知らなかったら、きっと紬は飛び上がって喜んでいただろう。

「ホントに……いいの？」

『変なこと言うなぁ～いいに決まってるだろ？　一応、恋人だからな。女はそういうの、期待するんだろ？』

　色っぽさの欠片もない発言だけれど、涙に濡れた紬の顔が少しだけ綻んだ。

「……だね、一応、恋人だものね」

　――中森さんにいつまでそう言って貰えるんだろう。

『じゃあな、旨いもん食わしてやるから楽しみにしてろ』

「うん、楽しみにしてる」

　紬は切れたスマホを胸に抱き、瞼を固く閉じる。

　――少しでも長く中森さんの彼女で居たい。私の望みはそれだけ。

















第五章　意地悪サンタのほどよい束縛












　――次の日。

　紬は出社すると朝礼が始まる前に萌をオフィスから連れ出し、非常階の扉を押した。大橋と竹下から聞いた話を伝える為だ。さすがに萌もその内容に驚いたようで、暫く呆然としていた。

「何それ……中森課長に子供？　あり得ないんだけど……」

「大橋さんは噂だって言ってたけど、そういうのって結構本当のことだったりするしね。ＤＮＡ鑑定したのは事実みたいだし、その直後に離婚したってことは、そういうことなんだと思う」

　落胆気味にため息を落とした萌が渋い顔で紬に問い掛けてきた。

「このまま何も知らない振りして中森課長と付き合ってくの？」

　それは非常に答え辛い質問だ。本音を言えば、このままがいい。でも、いつ中森が江川のことを知るかとビクビクしながら付き合うのは精神的に持ちそうにない。

「でもさぁ、元カノと同棲してたマンションに住み続けているとか、今でも彼女の傘を使っているとか、中森課長のイメージだだ下がりなんだけど。私だったら、自分が彼女の身代わりかもって思った時点でダメだね。最悪じゃん」

　――最悪か……。

　萌の言葉を引きずったままオフィスに戻ったのが悪かった。中森の姿が視界に入った途端、感情のコントロールができなくなり泣きそうになる。だから午前中はなるべく中森の方を見ないようにしていたのだが、ランチの時間になると中森がいつものように「飯食いに行こう」と紬を誘う。

　会社のビルを出ると冷えた空気がふたりを包み、振り返った中森が「ほら」と言って紬に右手を差し出してきた。戸惑いつつその手を握ると優しく笑った中森が自分のコートのポケットに繋いだままの手を突っ込む。

「……宇田ちゃんの手、いっつも冷たいな」

「中森さんの手はいつも温かい……」

　ポケットの中で強く手を握る中森の横顔が堪らなく愛しくて、やっぱりこの手を離したくないと思ってしまう。

　――この幸せな時が続くなら、身代わりでもいい……。

　バカなことを考えているということは分かっていた。萌にそんなこと言えば呆れられるだろう。

　――でも、好きだから……中森さんが誰より好きだから。どんな形でもいい。彼の傍に居たい。

　あんかけスパの喫茶店に入り、いつものテーブル席に並んで座ると、さっきまで笑顔だった中森が急に真顔になる。

「約束したイヴ……ダメになった」

「えっ？　ダメ？」

「今、竹下が支社長の引継ぎでこっちに来ているんだ。で、今日の夕方の新幹線で東京に戻るんだが、その時、俺も一緒に東京へ行ってくれって言われてな……」

　中森が異動する前に一度、東京に来るようにと午前中に本社から竹下に連絡があったようだ。

「年末になると不動産屋が休みになるからその前に住む場所の確認をしろってさ。それと本社の社長が俺に会いたいって言っているらしい。……ったく、こっちの都合も聞かず勝手に決めやがって……」

　中森は不機嫌な顔で舌打ちをする。

「名古屋に帰って来るのは、二十五日の夜になる予定だ。デートは翌日の二十六日でもいいか？」

「仕事だから仕方ないよ。私はいいから」

　――イヴにデートできないのは残念だけれど、二日延びただけだ。

　それより紬は竹下のことが気になっていた。

「それで、支社長になる竹下部長はどんな様子だった？」

「竹下か？　アイツは全然変わってないよ。本社に行ったら暫くは飲みに行くのは控えて仕事を優先しろ……だとさ」

　竹下の言葉からは彼女の本音が透けて見える。竹下は万が一を恐れているのだ。中森と江川が東京で再会することを……。

「竹下部長は中森さんに早く出世してもらいたいんだよ」

　それは常々竹下が言っていたこと。しかしなぜか中森の表情が曇る。

「俺は出世なんて興味ない。出世してなんになる？　もっと大切なものがあるだろ？」

　そう言われてハッとした。

　――そうだった。中森さんは江川さんの為に必死に働いて出世しようとした。その結果、江川さんは寂しくて本部長と浮気したんだ。

　悪いことを言ってしまったと後悔するも中森の言う〝もっと大切なもの〟がなんなのか知りたいと思った。

「中森さんの大切なものってなんなの？」

「……んっ？　そんなのひとつしかないだろ？」

　中森は人差し指を突き立て、その指を紬の方に向ける。

「宇田ちゃんだよ」

「わ……たし？」

「本社へ行って出世するより、俺は名古屋で宇田と一緒に居る方がいい」

　嬉しくて笑顔になるが、その〝うた〟って、どっちの〝うた〟なんだろう？　と思った瞬間、顔が強張る。

　――こんなことばかり考えている私は、既に竹下部長が言っていた江川さんの亡霊に取り憑かれているのかもしれない。

　ランチを終えて喫茶店を出るとハラハラと白いものが舞い落ちてきた。

「わぁ！　雪だ」

　今年初めて見る雪に紬はちょっぴり興奮する。でも、粉雪が自分の手の平の上で儚く消えていく様を見ていると、また気持ちが沈んでいく。その時、前から小さな子供を抱いた夫婦が歩いて来るのが見えた。父親に抱かれた子供が紅葉のような手を天にかざし雪を掴もうとしている。その無邪気な姿に思わず目を細めると、隣の中森が「可愛いな」と呟いた。

「中森さん、子供……好きなの？」

「ああ、実家の近所に今すれ違った子と同じくらいの子が居てな、その子がまた可愛いんだ」

　中森は、他人の子でもあんなに可愛いのだから自分の子供だったらどんなに可愛いのだろうと弾けんばかりの笑顔を見せる。

　中森の慈愛に満ちた眼差しは紬の心を大きく揺さぶった。本当にこれでいいんだろうか……という小さな疑問。それは徐々に大きくなり、心の中で渦を巻き始める。

　――事実を黙っていることで、私は一番大切な人の幸せを奪おうとしているんじゃ……私、間違ってる？　黙っていることは罪なの？

　葛藤は続き、色んな想いが紬の頭の中を駆け巡る。そして仕事が終わりマンションに帰って部屋の明かりを点けた瞬間、あることに気づき「あっ……」と声を上げた。

　――私は、中森さんだけじゃなく、彼の子供の幸せも奪おうとしているのかもしれない。

　中森の幸せは、江川と彼女が産んだ自分の子供と一緒に居ること。紬はその幸せを邪魔しているのではと思った。

　もしこのまま中森が江川の離婚も子供のことも知らず、紬と人生を共に歩んでくれたとしても、紬は一生、黙した罪を抱え贖罪の気持ちを持ち続けて生きていかなければならないのだ。それは余りにも辛過ぎる。

「中森さん……私はどうしたらいいの？」

　紬は、考えて、考えて、考え抜いてようやく決心した。

　鞄の中からスマホを取り出し、震える指でディスプレイをタップする。

「……もしもし、宇田です。夜分にすみません。実はお願いがありまして……今、いいですか？」

『えっ？　あ、はい。なんでしょう？』

　電話を掛けた相手は大橋だった。紬は大橋に今から東京に居る中森に電話をして欲しいと頼む。

「江川さんが離婚したことと、彼女の子供が中森さんの子供かもしれないってこと、それを中森さんに教えてあげて欲しいんです」

　自分勝手なお願いだということは分かっていた。でも、江川のことを中森に伝えるのは大橋が適任だと思ったから。しかし大橋にしてみれば、どうして自分が……という気持ちだったのだろう。その証拠になかなか返事が返ってこない。

『でも……それを中森部長に言ったら宇田さんは……』

「私のことはいいんです。やっぱり黙っていることはできません。中森さんは今日、東京に出張していますから直接江川さんと会って話ができるかもしれないんです。お願いします。中森さんに電話して下さい」

　紬が必死に頼むも大橋はまだ迷っているようだった。

『どうしてですか？　中森部長がそのことを知ったら、江川さんのところに行ってしまうかもしれないんですよ？　宇田さんはそれでもいいんですか？』

　何度も念を押す大橋に紬は迷うことなく「はい」と答える。

「中森さんが好きだから……彼には幸せになってもらいたんです。中森さんは今でも江川さんが好きなのに何も知らないままだなんて、そんなの中森さんが可哀想……」

　重苦しい沈黙の後、大橋の声が耳に届く。

『……分かりました。宇田さんがそこまで言うなら中森部長に電話しましょう。でも、本当に僕が言っていいですか？』

「大橋さんじゃなきゃダメなんです。私が江川さんのことを知ってるって分かったら、中森さんは私に気を使って素直になれないかもしれない。だから私は何も知らないってことにした方がいいんです……」

　大橋は『宇田さんは優しい人ですね』と言ったが、そうではない。私は罪から逃れようとしているだけ。

　大橋は中森に江川のことを伝えたらまた折り返し連絡すると言って電話を切った。紬は微動だにせず、その電話をひたすら待つ。

　今頃、中森は江川の事情を大橋から聞いているのだと思うと緊張して呼吸の仕方も忘れてしまいそうになる。静まり返った闇の中で聞こえるのは、自分の張り裂けそうな心臓の音だけ。

　そして三十分後、大橋から『全て話しました』と報告を受けた。大橋が説明している間、中森は一言も発せず、ただ黙って大橋の話を聞いていたそうだ。そして聞き終わると『そうか、分かった。有難う』と言って電話を切ったと……。

　紬は何度も大橋にお礼を言って電話を切り、ベッドに倒れ込む。

　――終わった。何もかも終わったんだ……中森さん、ちょっと早いけど、これが私からのクリスマスプレゼントだよ。気に入ってくれた？

　中森に初めて抱かれたベッドの上、紬は彼の肌の温もりを思い出しながら声を上げて泣いた。と、その時、またスマホが鳴る。

　大橋かもと思いスマホを手繰り寄せるもディスプレイに表示されていたのは、まさかの〝中森悠弥〟。

「えっ、嘘……」

　ベッドから飛び起き、戸惑いながら電話に出た。

『宇田ちゃん……』

　いつもより優しい声――。

「な、何？　もう仕事終わったの？」

　何も知らない振りをして明るく振舞うが心なしか声が震えている。

『ああ、今ホテルに居る。急に宇田ちゃんの声が聞きたくなってな……』

「くっ……」

　――お願い、そんなこと言わないで。

　気持ちを持っていかれそうになり、必死に歯を食いしばる。

「どうしたの？　もうホームシック？」

『ホームシックか……うん、そうかもな。ちょっと色々あって疲れた。でも宇田ちゃんの声聞いたら元気出たよ』

「中森さん……らしくないよ」

『俺だって弱くなる時くらいあるさ』

　その沈んだ声を聞き、ふと思う。

　――中森さんは私に別れ話をしなきゃいけないって思っているのかも……。

　大橋に江川のことを伝えて欲しいと頼んだ時から別れは覚悟していた。なのに、いざその時になると怖くて、辛くて、寂しくて……大粒の涙が零れ落ちる。

　いよいよだと覚悟を決め、嗚咽が漏れそうな口を押えてギュッと目を閉じたのだが……。

『じゃあ、また電話する。仕事頑張れよ』

　てっきり振られるのだと思っていた紬は一気に脱力してベッドに倒れ込む。

　――別れ話は、こっちに帰って来てからなのかな……。












　今日はクリスマスイヴ。本当なら、今夜は中森とディナーを楽しみ恋人として甘い夜を過ごすはずだった。しかし今の紬は別れ話待ちという最悪な状況。

　――明日……中森さんが帰って来たら、私達は……終わり。

　会社が入るビルを出た紬は、ジングルベルと楽しそうな笑い声を避けるように速足で地下鉄の駅に向かって歩き出す。

　萌には、中森と別れると伝えた。そして会社も辞めると……。

　萌は中森と別れることは賛成してくれたが、会社を辞めることには難色を示した。

『中森課長は東京に行っちゃうからもう会うことはないんだよ。会社まで辞めなくても……』そう言ってくれたけれど、ライフリゾートには中森との思い出が多過ぎる。

　――というより、彼との思い出しかない。同じ日に入社して、ずっと一緒だったし、ずっと好きだったから……。

　地下街に下りて地下鉄の駅に向かっていると、新装オープンの花が飾られた美容院が目に留まった。紬は立ち止まり、中森がいつもしていたように自分の髪を指で梳く。

　――中森さんを忘れる為には、彼の好きだったロングのストレートとも別れた方がいいのかもしれない。

　意を決して美容院の硝子戸を押し、出迎えてくれた美容師に淀みない声で伝える。

「カットして下さい。うんと短く……」

　自分の中から少しずつ中森の痕跡を消していく。それが崩壊しそうな心を平静に保つ唯一の方法だった。












　マンションに帰った紬は姿見の前に立ち、別人のようになった自分をしげしげと見つめ愁いに染まった笑みを浮かべる。

　腰近くまであった長い髪は顎のラインまでのショートボブになり、もう中森が好きだと言ってくれた紬ではない。

「中森さん、どうか元気で……今度こそ大切な人と幸せになってね。そして素敵なパパになって」

　そう呟いた時、玄関のチャイムが鳴った。

　――あ、あれがきたのかも……。

　それは、お気に入りのヘアオイル。

　ロングの髪は毛先が痛みやすい。綺麗な艶髪を維持する為にヘアオイルは欠かせないアイテムだった。紬はロングのストレートが好きな中森の為に海外ブランドのちょっと値が張るヘアオイルを定期購入していたのだ。しかしそれももう必要ない。

　紬は短くなった髪を指に絡め苦笑すると、印鑑を持ち玄関に急いだ。

　しかしドアを開けた先に居たのは、宅配業者ではなく……。

「なんとかイヴに間に合ったな……」

「な、中森……さん、どうして……」

　中森が帰って来るのは明日のはず。動転した紬は声なき悲鳴を上げ、一歩、二歩と後退る。対して中森は、紬の顔を見るなり大声を上げ、子供みたいに革靴を脱ぎ散らかして紬を追って部屋に上がり込んできた。

「なんで勝手に髪切ったんだよ？　あ～ぁ、俺の好きなサラサラの髪がこんなチンチクリンになっちまった」

　中森は痛嘆つうたんし、紬の髪をクシャクシャと撫でまわす。

「ちょっ、そんなことより、どうしてここに居るの？」

　その質問をした途端、中森の表情が引き締まり色素の薄い瞳が寂し気に紬を見つめた。

　――あ、もしかして……。

　中森は別れを告げに来た――そう確信した紬は感情を逃がすようにふわりと笑い、あえて一歩下がって距離を取る。

「いいよ……言って」

　――髪を切ったのも、会社を辞めるのも中森さんを忘れる為。今更ごねたりしないから……だから、言っていいよ。

　しかし視界の中の中森は滲んで揺れている。泣くつもりなどなかった。笑顔でさよならするつもりだったのに……と彼から目を逸らした刹那、中森の口から出た言葉は別れの言葉ではなく「バカ……」だった。

「俺がここに来たのは、宇田ちゃんと別れる為……そう思ったんだろ？」

「……あ、う、うん」

「だからバカって言ったんだ。俺はお前と別れるつもりはない」

「えっ……」

　体が揺れたのは中森に腕を引っ張られたから。気づいた時には広い胸に抱きすくめられていた。

「今朝、大橋から電話があって全て聞いた。お前が唄のこと知っていたとはな……」

「大橋さん、中森さんに喋っちゃったの？」

　仰天した紬が顔を上げてジタバタ暴れるが、中森の腕はびくともしない。

「ああ、でも大橋を責めるなよ。アイツは俺達のことを思って話してくれたんだ」

　大橋が中森に紬の本当の気持ちを伝えようと決めた理由は、中森が紬の一言で禁煙を決めたということを思い出したから。中森の紬への想いは本物……そう確信したからだと。

「煙草で？」

「あのなぁ、言っとくが、禁煙って死ぬほど辛いんだぞ。宇田ちゃんの為じゃなかたら絶対に禁煙なんかしなかった」

　――えっ……そんな大変なことだったの？

　中森はすっと息を吸い、更に強く紬を抱き締め、言う。

「確かに俺は唄が忘れられなかった。別れた後もずっと想い続けていたよ。でもな、今は違う。二年前から……宇田ちゃんと出会ったあの日から、ずっとお前のことが好きだった」

　――あ……。

　密着した胸が喜びでドクンと音を立てる。しかし中森には江川との間に子供が居るのだ。その事実を中森が知らん振りできるとは思えない。再び悲しみの色が濃くなった時、中森の口から予想外の言葉飛び出す。

「唄が産んだ子は、俺の子じゃない」

「嘘……」

「嘘じゃない。唄に直接聞いたから間違いない。でもな、唄からそのことを聞くまで生きた心地がしなかったよ」

　中森は、江川の子供が自分の子供なら紬と別れなくてはいけないと思い落ち込んでいたそうだ。だから大橋からそのことを聞いた時、辛くて紬に電話をしてきた。

「じゃあ、どうして江川さんは離婚したの？」

「それは、本部長がＤＮＡ鑑定をしたことを唄が知ってしまったから……自分のことも子供のことも疑っていたんだと知り、どうしても許せなかったらしい。信頼関係が崩れたっていうのが離婚の理由だって言ってたよ」

　しかし紬はまだ心に引っかかるものがあって素直に喜べない。

「でも、中森さんは江川さんと同棲してたマンションに今でも住んでるじゃない。私がマンションに行くって言った時に拒んだのは、江川さんとの思い出の場所に私を入れたくなかったからじゃないの？」

　すると中森は「拒否するのは、当然だろ？」と呆れたように笑う。

　紬と中森は正反対のことを考えていた――。

「他の女と住んでたマンションだぞ。宇田ちゃんをそんなとこに呼べるわけないだろ？　だからマンションを売ろうとしたんだ。早くお前を部屋に呼びたかったから」

　しかしなかなか買い手がつかず、いっそ今のマンションを出て賃貸を借りようかとも考えたが、ローンを払いながら家賃もとなると金銭的にキツい。どうしたものかと思案していたところに不動産会社から購入希望者が居ると連絡があり、安堵したのだと。

　また、例のショッキングピンクの傘は、ネットで注文した時に色の選択を間違ってしまったようで、届いたのがあのショッキングピンクの傘だったそうだ。

「箱を開けて愕然としたよ。返品不可だったし……傘作りの名工が作った二万円もする高級な傘だったから捨てるのももったいなくて試しに使ってみたら軽くて丈夫でめっちゃ良くてな。手放せなくなったんだ。さすが名工が作った傘だけのことはある」

「そうだったんだ……」

　竹下が言っていた疑惑が悉く覆され、紬は今まで思い悩んでいたことはなんだったんだろうと軽く放心状態。が、まだ最大の疑惑は払拭されていなかった。しかしこのことは中森の男としてのプライドにかかわること。聞いていいものかとかなり迷った。

「なんだよ。まだなんかあるのか？」

　察した中森に問い詰められ、紬は遠慮気味に口を開く。

「えっと……中森さんは、どうして私を抱けたの？」

　中森はキョトンとした顔をしたが、すぐに「竹下か？」とニヤリと笑う。

「俺がＥＤで女を抱けないって聞いたんだろ？」

「う、うん……」

「それは、好みじゃない女に迫られた時の断わり文句だ。そう言えば誘ってきた女に恥をかかせることも怒らせることもない。反対に同情されるだろ？」

「えっ、じゃあ、竹下部長は中森さんを誘ったの？」

「ああ、酔ってグイグイ来られて焦ったよ」

　佐藤物産の前園にもそう言って食われずに済んだのだと自慢げに語った中森だったが、紬が二年間、キス以外、何もしなかった理由を聞くと、ちょっぴり切なそうに目を伏せる。

「それは……自分の気持ちを疑うようになったからだ……初めてお前を見た時、何もかも唄そっくりで、正直、動揺した。でもな、自分の中では唄のことは決着がついていたと思っていたから、宇田ちゃんに惚れてるって自覚した時も唄とは関係ないって思っていたんだ」

　だが、竹下が東京本社に異動になる時『宇田さんに惹かれているのは、まだ江川のことが好きだから。悠弥は宇田さんに江川を重ねているのよ。そんな気持ちのまま宇田さんと付き合えば、彼女を傷付けるだけ』と言われ、狼狽した。中森は自分の気持ちが分からなくなってしまったのだ。

「宇田ちゃんを唄とダブらせて抱くのだけは絶対にイヤだったんだ。お前を抱いている時に唄のことを思い出したらと思うと踏ん切りがつかなくてな……」

「中森さん……」

　中森は紬を大切に思うあまり抱くことができなかった。ラブホテルで一線を越えることができなかったものそのせい。しかし紬を自分のものにしたいという欲求に抗えず、とうとうこの部屋で紬を抱いてしまう。

「そうしたらなんてことはない。お前を抱いている間、唄を思い出すことは一度もなかった」

　苦笑する彼を見つめ、紬は思う。このことに関しては、竹下が言っていたことは当たっていたと……。中森は本当に江川の亡霊に取り憑かれていたのだ。

「そんなことより……」

　呟いた中森がスーツのポケットから取り出したのは、ちょっと変わった形をした鍵。

「東京のマンションの鍵だ。これはコピーできないから絶対になくすなよ」

　紬がいつ東京へ行ってもいいように渡してくれたのだと思ったのだが、中森は「自分が住む部屋の鍵は必要だろ？」と意味不明なことを言う。

「どうして私が中森さんのマンションに？　それも東京の……」

　すると中森はもうひとつ渡すものがあると、今度は内ポケットから白い封筒を取り出した。

「開けてみろ」

　言われるまま封筒の中から一枚の紙を抜き取る。折り畳まれていた紙を開くと一番上に《辞令》という文字が現れ、その下には紬の名前。そして《東京本社、リゾート営業部への異動を命じる》という文章が続く。

「えっ？　何これ？　私が東京本社に異動？」

「そうだ。お前は俺と一緒に本社に異動になったんだ。で、俺のマンションで一緒に住む。つまり、同棲ってことだな」

「ど、同棲？」

　中森は今日の午後、本社の社長に呼ばれたらしい。社長は中森の名古屋支社での活躍を褒め称え、栄転祝いに何か希望があれば聞こうと言った。そこで中森は『でしたら、女をひとり……』と申し出たのだ。

「名古屋支社の宇田紬を本社に呼んでくれたら、今まで以上の契約を上げてみせるって言ったら、社長は二つ返事で了承してくれたよ」

「嘘……中森さん、社長にそんなこと言ったの？」

　なんという大胆不敵な公私混同。他の社員が社長にそんなことを言えば、間違いなく首が飛ぶ。しかしライフリゾートに入社してからの二年間、中森は一度もトップの座を譲ることなく輝かしい営業成績を納め、莫大な利益を上げて会社に貢献してきた。中森はある意味無敵。おそらく中森本人もそれが分かっていたからそんな無謀なことが言えたのだろう。

　相変わらず自己中で強気な中森に愕然とした紬だったが、それ以上に嬉しかった。

　――離れなくていいんだ。中森さんの傍に居られるんだ……。

　中森は「これからも、ずっと一緒だ」と微笑み、紬を軽々と抱き上げる。

「えっ、あ……嘘……」

　初めての体験に戸惑う間もなくベッドに下ろされ、見上げた先には色気漂う中森の顔。

「東京に居る間、ずっとお前を抱きたくてどうにかなりそうだった」

　切羽詰まった声が聞こえたのと同時に中森が着ていた黒いトレンチコートが宙を舞い、更にスーツの上着も脱ぎ捨てられる。中森は仰向けになった紬を跨ぐ形でベッドに膝立になり、熱を孕んだ瞳を揺らしながらネクタイのノットに人差し指を差し入れた。その手を軽く左右に振り結びを解くと低く呟く。

「……脱がせてくれ」

「えっ……私が？」

　中森は戸惑う紬の顔の横に両手を付き、視線を合わせたまま「早く」と急かした。言われるままワイシャツの襟からストライプのネクタイを引き抜き、ぎこちない手つきでボタンを外していく。開けたワイシャツから覗くのは、少し盛り上がった大胸筋と綺麗に割れた腹筋。逞しく締まった体は見惚れてしまうほど美しい。

　思わず熱の籠った息を吐くと中森の大きな手が紬の頬を包み唇が重なった。最初こそ軽く触れるような優しいキスだったが、それは徐々に激しくなり、歯がぶつかりそうになるくらい強く押し当てられる。唾液で濡れた下唇を強く吸われ、貪るように舐められ、強引に侵入してきた舌が口腔内を掻き回す。

「ん、んっ……ふっ」

　酸素を欲して顔をずらせば、頬を覆う手に引き戻されて強引に唇を塞がれてしまう。そんな攻撃的なキスが暫く続いた後、中森は紬のスーツの上着を手早く脱がせ、ブラウスのボタンを外しながら首筋から鎖骨へと唇を滑らせた。

　まだ序章のような愛撫だけれど、すっかり敏感な体にされてしまった紬はそれだけで酷く感じてしまう。

「あ……ん、中森……さぁん」

　堪らず彼の名を呼ぶも中森は顔を上げることなく慣れた手つきでブラのホックを外し、零れ出た白い膨らみを押すように舌を這わす。その舌が頂に達する前に柔らかかった蕾が硬く起立していくのが分かった。

　――中森さんも分かってるよね？　私が感じているのを……。

　その誤魔化しようがない反応を中森は舌で捏ねるように弄り、指で摘まんでコリコリと擦り上げる。するとチリチリとした甘い刺激が乳丘に広がり、下腹がうずうずと啼き始めた。

　目の前で自分の乳房が大きく形を変え、頂点の蕾が物欲しげに揺れる様子は実に淫猥だ。

「あ、あぁっ……ん」

　紬が艶めかしい声を漏らすと中森が胸を大胆に揉みながらスカートをたくし上げた。ストッキングの上から内腿を撫でられると直に肌に触られるのとはまた違ったゾクゾクとする感覚がせり上がってきて呼吸が荒くなる。

　そして骨張った指が欲情の巣に触れた瞬間、中森が顔を上げ、劣情を孕んだ目で紬を見た。

　中森が何を言いたいのか、紬は分かっていた。彼が触れた箇所は既に甘い蜜が溢れ、薄い布をはしたなく濡らしていたのだ。

「ふふっ……」と笑った中森がストッキングとショーツを剥ぎ取り、紬の脚を左右に大きく開く。そして中心に淫靡な視線を向けた。おそらく濡れそぼった花唇も蜜口も物欲しそうに口を開けているのだろう。

「まだ触ってないのに……紬はいやらしいなぁ」

　――あ……中森さんに初めて下の名前で呼ばれた……。

　しかしその感動よりも秘部をぐっしょり濡らしている自分が恥ずかしくて唇をグッと噛み締める。と、中森がピチャと音を立て秘裂に沿って舌を這わせた。

「うっ……はぁ……っ」

　中森は指で濡れた会陰えいんを割り、硬くて熱い舌を隘路に差し入れると次から次へと溢れ出る蜜の中で巧にそれを泳がせる。予測不可能な動きで秘腔をねっとりと責められた紬は熱い疼きに堪えられず腰を大きくクネらせた。

「あぁ……すご……どんどん出でくる。紬はここがいいんだよな」

　既に中森は紬の感じる部分を把握している。

「でも、一番いい所は……ここだ」

　それは秘裂の先で艶やかに蜜を纏っている桜色の淫芽。それを舌で刺激されると悲鳴のような声が漏れた。

「イッ、ヤぁー……ダメ。あ、そこ……ダメなの」

　脚を閉じ、拒もうとするも中森はそれを許さず、急所の可憐な尖を舌で転がし勢いよく吸い上げる。中森の髪を搔き乱し刺すような痺れに耐えていると、今日一番の快感の波が押し寄せてきた。

「ああ……い、いい……の。凄いのが……はぁっ」

　足の指と隘路がキュッと締まり、意識が飛びそうになるも昇り詰める寸前、中森が淫芽を解放し、紬の右手の手首を掴んで顔の前に持ってくる。

「人差し指、立てて」

　中森の意図が分からぬままその通りにすると、彼はピンクベージュのネイルが施された人差し指を紬の唇に宛がう。

「この指……舐めて」

「えっ……」

「ほら、自分の指、しゃぶってみ？」

　紬は戸惑いながら自分の指に舌を絡め、それを口に含むとチュッチュッと吸い上げた。ただそれだけのことなのに生温かい粘膜に包まれた指が妙に気持ち良くて淫らな気分になる。

　――自分の指を舐めて興奮するなんて……私って変？　でも、凄く感じる。

　指を舐めつつ半開きの目で中森を見つめると、彼が紬の口から指を引き抜き、誘われたた先は、お預けを食らって切なく痺れる淫芽。

「えっ？」と声を上げる紬に中森は「自分で気持ち良くしてみろ」とやんわりと笑う。

　熱気漂う部屋に紬が唾液を嚥下した音が微かに響いた。

『無理……』と言おうとしたが、既のところで逃した快感が名残惜しくて下腹部が悲しげに疼く。

　――ああ……ダメ。我慢できない。

　欲しかった刺激がそこにある。結果、本能が理性に勝ってしまった。

　紬は戸惑いながら秘部に手を伸ばし、欲望の塊となった芽を指の腹で優しく撫でる。

「はうっ……」

　大好きな男性ひとの前で、自らの手で慰めている姿を晒すという羞恥たっぷりなシチュエーションが紬を酷く興奮させた。だが、遠慮気味に触れているせいか、中森から与えられる蕩けるような快感からは程遠い。

　――違う。こんなのじゃない……。

　薄目を開けた紬は中森と視線を合わせると昂ぶる感情のまま息を弾ませ、ぷっくりと膨らんだ露頭を激しく刺激した。

「はぁ、はぁ……やぁ、ああ……ン」

「いいのか？」

「う、うん……いいの。気持ち……いい」

　中森は紬の両膝に手を置き、恍惚の表情で紬のはしたない行為を凝視している。

「中森……さん、見て……るの？」

「ああ、見てるよ。紬の姿、凄くいやらしくて……可愛い」

　中森の言葉と含み笑いが紬の欲情を煽り、更に指の動きが大胆になった。

「わ、私に、こんなこと、させて……中森さんって……やっぱ、Ｓ……だ」

「そう言うお前はＭだよな？　見られてこんなに興奮してる」

　図星を突かれ返す言葉がない。恥ずかしくて頬が熱くなるのを感じた時、中森がスラックスのファスナーを下ろしている姿が視界に入り、ゴクリと唾を飲み込む。

　中森の中心には猛々しく天を突く剛直が……。

　――あの大きいのが、今から私の中に……。

　そう思っただけで子宮が心臓になったみたいにドクドクと波打ち、胸が大きく上下した。

「紬が可愛い姿見せてくれたから、ご褒美だ」

　微笑んだ中森が熱塊で紬の秘口を押し広げ、蜜に塗れた隘路に押し挿入ってくる。その瞬間、微かな快感がせり上がってきて、紬は軽くイッてしまった。

「ふっ……紬のナカ、嬉しそうにピクピクしてる」

「あ、っう……そんな……言わないで」

　中森はゆっくり腰を突き、暫く止まって奥を味わうと円を描くように腰を回してナカを激しく撹拌かくはんし始める。

「あ～ぁ、こんなに濡らすから凄い音だ」

　中森の動きに合わせ淫らな水音が響き、暫くすると肌がぶつかり合う音も加わった。

　ふたりを包む空気が重くて濃い。紬はそのドロリとした空気を求めぽってりとした唇を開けて中森にしがみつく。そのまま硬い楔を抜き差しされると内壁が激しく擦れ、蕩けるような極上の刺激が隘路いっぱいに広がった。

　――ああ……どうにかなっちゃいそう……。

　紬は裸体を戦慄かせ、中森の肉茎をギュギュと締めつける。

「くっ……相変わらずキツい……な」

　中森は抽挿を続けつつ腰を折ると揺れる乳房を鷲掴みにして紬の唇を奪った。紬は口腔内と隘路の粘膜で同時に中森の体温を感じながら夢中で広い背中を抱き締める。すると中森が少し体を起こし低音ボイスを響かせた。

「東京に行く前に言っておくことがある」

　正直、紬はそれどころではなかった。体を密着させたまま何度も深いところを責められ、昂ぶりを逃すので精一杯だったから。

　――中森さんと一緒がいいから、まだイキたくない……。

　中森はそんな紬のことなどお構いなしで卑猥な音を立てズブズブと肉茎を沈めると冷静な声で言う。

「いいか？　本社の営業部には若い男がゴロゴロ居る。そいつらは皆ジャガイモだと思え」

「どう……して？」

「紬は俺だけのモノ。他の男を意識するなってことだ。仕事終わりに俺以外の男と飲みに行くのも禁止だからな」

「そ、そんなの……はっ、ン、無理」

　なんて言ったけれど、本当は、このほどよい束縛がたまらなく心地いい――。

「俺の言うこと守ったら、ご褒美に毎晩、抱いてやる」

　そう囁いた中森が初めて会った時と同じように耳朶をペロッと舐め、鋼のように硬い剛直を子宮口目掛けて突き上げてきた。

「ぐっ……っ」

　堪え切れず弾け散った快感と熱が肢体を駆け巡り、甘美な頂点へと昇り詰めていく。そして痙攣した隘路が愛おしむように熱棒をきつく締め上げると、切なげに息を吐いた中森が紬の手を取り、ソッと唇を押し当てた。

　中森がキスをした紬の左手の薬指には、いつはめたのだろう。淡いピンクのダイヤが眩い光を放っている。

「ああ……これって……」

「メリークリスマス……俺の可愛い、紬」

　光り輝くダイヤのリングと極上のエクスタシー。それは、意地悪なサンタからの最高のクリスマスプレゼントだった――。







――Ｆｉｎ
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